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仮面夫婦～御曹司は愛しい妻を溺愛したい～










政略結婚




　十月吉日。

　神か楽ぐら家の後継者でありグループ本社社長を務める神楽一かず希きと、婚約者、久く我が山やま美み琴ことの結婚式が挙げられ、ふたりは正式な夫婦となった。




　都内の最高級ホテルのスイートルーム。

　結婚して初めての夜に相応ふさわしい広いベッドの上でひとりで横たわった美琴は、こみ上げる憂ゆう鬱うつさに溜ため息いきをついた。

（結婚式の夜にひとりぼっちの花嫁なんて、多分私くらいね）

　夫となった一希は披露宴が終わると親しい友人たちと出かけていき、深夜二時を回った今でも戻らない。『美琴も一緒に行かないか？』と、誘う素振りすら見せなかった。

　彼は自分の領域に美琴を入れるつもりはないのだ。そう受け止めると、改めて一希との間にある深い溝を強く感じた。

（仕方ないか、あの人には愛する人がいるから……）

　政略結婚で妻になった美琴に、歩み寄る気が起きないのは当然だろう。問題は、美琴が一希に想いを寄せているということだ。

　祖父の決めた相手と政略結婚すると決めたのは自分自身だ。相手が誰であろうと受け入れる覚悟をしていたはずだった。

　けれどそれが長年の片想いの相手だったなんてあまりに不幸なことではないか。

　どうせ愛してもらえない結婚なら、なんの感情もない相手の方が気が楽だった。




　一希がホテルに戻ってきたのは、朝の五時だった。

　結局一睡もできなかった美琴は、ホテルの部屋の扉が開く音に気付きながらも、ベッドの中で身動きせずに寝たふりをした。顔を合わせたら余計な発言をしてしまいそうだったから。

　どこに行っていたの？　誰と一緒だったの？

　普通の妻ならためらいなく口にできるだろうその言葉が、美琴には言えない。

　正直言えば、一希が初夜をどうするか予想がつかなかった。

　結婚の条件のひとつに〝子供を作る〟とあるので義務を果たそうとするか、それとも〝彼女〟を裏切らないために美琴に近寄らないか。どちらの可能性もある気がしていた。

　結果は後者で、美琴の心は悲しさでいっぱいになった。と同時に、ほっとしてもいた。

　一希に帰ってきてほしいと願いながらも、愛情のかけらもない相手に抱かれるのは怖かったから。




　戻ってきてからも、一希は美琴のいるベッドルームに入ってこなかった。

　リビングで休んでいるか、バスを使っているのかもしれない。

　一時間ほどしてから、美琴はベッドルームに繋つながるシャワーブースで汗を流し身支度をした。

　スイートルーム自慢の展望バスを使いたい気持ちはあるが、それには一希がいるであろうリビングを通らなくてはならない。彼はきっとホテルでのんびりする気はないから、ゆっくり入浴などいい顔をしないだろう。

　手早くメイクをして、ベージュのシンプルなワンピースに着替えると、緊張しながらベッドルームの扉を開けた。

　一希は予想通り、リビングにいた。

　ダークグレーのスーツ姿で、長い足を持て余すように組み、ソファーに座っている。ベッドルームの扉が開いたことに気付くと、手にしていたタブレットから視線を上げた。

　濡れたような漆しっ黒こくの髪は、トップからサイドにかけて少しボリュームのあるストレートミディアム。長めの前髪からのぞく黒い瞳は、綺き麗れいなアーモンド型の二重。その眼差しは冴え冴えとしていて、見据えられると緊張感が襲ってくる。

　すっとした鼻び梁りょう、薄い唇は、形よい小さな顔に絶妙なバランスで収まっている。

　完璧な造作。そこに二十八歳という大人の男の色気が隠しきれずに溢あふれていた。

　だけど美琴に向ける視線はいつも冷たいから、見み惚とれるよりも怖さを感じる。

　そんな気持ちをこらえて、意識して口角を上げて微笑んだ。

「おはよう、一希」

「ああ。用意は済んでいるか？」

　素っ気ない返事に、美琴は内心溜息をついた。

　こちらは苦しい気持ちを全て胸に秘めて、笑顔を作ったというのに。

「……終わっているけど」

「では五分後に出る」

　一希はそう宣言するとタブレットをビジネスバッグにしまった。一刻も早くこの部屋から出たい気持ちがありありと伝わってくる。

（あの人に泣きつかれたのかな？）

『美琴さんとホテルで過ごすなんてやめて』

　彼女に悲しそうに訴えられたら、一希は望みを叶かなえるだろう。

　逆に美琴の気持ちについては無関心で、驚くくらい平然と無神経な態度をとる。

　そんなとき、美琴の心には抑えられない苛立ちが生まれ、いつになく攻撃的になっていく。一希の……いや、彼の背後にいる彼女の望みを邪魔したくなるのだ。

　今だって――。

「待って、ホテルで特別に美お味いしい朝食を準備してくれるって聞いているでしょう？　出発はそれをいただいてからにしない？　あとは家に帰るだけだし、急がなくてもいいでしょう？」

　一希が不快になると分かっているのに、気付かないふりをして明るく言う。

　予想通り彼は眉をひそめ、明らかに不満そうな目で美琴を見る。

（怒らせた？　でもこれは、私のささやかな抵抗よ……愛も恋もなくても、あなたの妻は私なのだから）

　それに、なにもかも一希の言いなりになるつもりはない。惚れた方が負けというようにどうしても美琴が我慢を強いられる面が多いが、それでも譲れないこともある。

　女として愛されなくても、美琴は一希の家族になったのだから、食事くらいは一緒に取ってほしい。それだけは、他の誰かに邪魔されたくはなかった。

「……分かった。朝食後に出ることにする、それでいいか？」

　渋々かもしれないけれど、一希が美琴に意見を譲った。美琴はほっとして微笑む。

「うん、それでいいわ。ありがとう」

「向こうの部屋で仕事をしている。朝食が届いたら知らせてくれ」

「分かった」

　一希はビジネスバッグを持つと、もうひとつのベッドルームへ行った。美琴が昨夜使用した部屋よりもひと回り小さなツインルームだ。

　扉が閉まると、美琴はさっきまで彼が座っていたソファーにどさりと腰を下ろした。背もたれに背を預けて上を向くと、立派なシャンデリアが視界に入る。

（照明まで豪華。このシャンデリアいくらくらいするのかな？）

　ふと、そんなことを考えてしまう自分に自じ嘲ちょうした。

　神楽家後継者の妻としては、相応しくない思考だろう。

（でも、価値観って簡単には変えられないよね）

　美琴は、神楽家のような資産家とは程遠い一般家庭で育った。

　普通と違うところがあるとすれば、今どき珍しい七人兄弟だということ。しかも結構複雑な関係だ。長女の美琴だけが前妻の娘で、下の弟妹六人は後妻の子なのだ。

　美琴の学生時代は、幼い弟妹たちの世話に明け暮れる日々で、大変だったけれど血の繋がった弟妹たちはとてもかわいく、苦労だとは思わなかった。

　ささやかだけれど幸せな日々。けれどそんな暮らしは突然終わった。二年前に父親が病気で倒れ、家族の生活が困こん窮きゅうするようになったのだ。

　途方に暮れていたとき、疎遠だった実母方の祖父、久我山俊三としぞうから連絡が入った。

　実母の生家は旧華族で格式高い家だそうだが、実母が亡くなってからはほとんど交流がない。にもかかわらず祖父の用件は、唖あ然ぜんとするものだった。

『私の決めた相手と結婚するなら、家族は助けてやろう』

　それは美琴の足元を見た交換条件だった。後継者のいない祖父は、実家への援助と引き換えに、唯一の肉親である美琴の産む子供を後継者としたいと望んだのだ。

　初めはそんな条件、誰が呑むかと突っぱねた。

　しかし、三カ月も経つと家の経済状況はさらに悪化し、現実を思い知ることになる。

　父親が元気な頃は、お金がなくても家族が仲良く暮らせるだけで幸せだと思っていたが、それは最低限の生活を送れているからこそ感じられた幸せだったのだ。

　散々悩んだ上で覚悟を決め、祖父に援助と引き換えに結婚すると伝えた。

　不本意ではあっても自分で決めた道なのだから、誰が相手でも前向きに受け入れようと決心して。

　それからすぐに相手との顔合わせが行われ、そこに現れたのが初恋相手の神楽一希だったのだ。




　スイートルームのリビングで取る朝食は豪華で美味だったけれど、終始和やかさとは程遠い空気が漂っていた。

　一希は美琴と目を合わせようともせず、ただ出された料理を綺麗に片付けていく。

　彼には食事を楽しむ気がまるでないようで、会話のひとつもない。

　美琴は過去の出来事から食事の時間を大切に考えていた。それは一希も同じだと思っていたのに、どうやら違っていたようだ。

（それとも私と食事をするのが嫌なだけ？）

　一希になぜこれほど疎うとまれているのか分からない。

　なんとなく合わないとか生理的に無理だという相手は、残念ながらいる。

　それが一希にとって美琴で、顔を見るのも嫌なのだろうか。

　あれこれ考えていると、すでに朝食を終えた一希の視線を感じた。

　顔を上げ、目が合った途端に言われる。

「まだか？」

　テーブルに着いて初めての言葉がこれ。

「……もう終わるわ」

　がっかりしながら返事をした。




　ホテルのエントランスには、リムジンが待機していた。

　これから向かう神楽本家は閑静な高級住宅街にある。千坪近くある土地に和風二階建ての母屋が建っており、美琴たちは敷地内の一角に新しく建てられた離れを新居として使う。美琴の希望で使用人の手は借りず、ふたりだけで生活をする。

　ホテルから神楽本家は三十分とかからない距離で、車内の広々したソファーも、用意されたドリンクも楽しむ間もなく、新居の離れに到着した。

　緑の木々に囲まれた離れは、新しい木の香り漂う和風モダンの平屋建て。ゆとりのある玄関からまっすぐ伸びる廊下を進むと、左側に書斎、右側には浴室があった。

　廊下の終点の扉の先は、十分な広さのキッチンとリビング。リビングから続く主寝室には大きめのベッドが二台。シャワーブースまでついている。

　玄関脇には、小さな窓付きの納戸部屋があり、ほとんどの部屋にはインテリアコーディネーターが選んだ上品な家具がセンスよく配置され、今すぐ生活できるようになっていた。

　ひと通り見て回ると、美琴は所在なさげにリビングのソファーに座った。

（なんだか自分の家って感じがしない）

　どこもかしこも豪華で不足しているものなどなにもないが、モデルルームに来ているようで落ち着かない。一時いるだけならいいが、生活をする空間とは思えない。

　自分で家具を選ばなかったからだろうか。

（少しだけ花を飾ってみようかな）

　実家では妹たちが喜ぶので庭に花を植えていた。色鮮やかな花は生活に彩りを与えてくれるから、少しは居心地がよくなるかもしれない。

　一応、一希に許可を得ようかと考えていると、来客を知らせるベルが鳴った。

　母屋から誰か来たのかと思い、玄関に向かい無防備に扉を開く。

　その瞬間、目の前の光景に美琴は顔を強張らせた。蠱こ惑わく的てきな美女が佇たたずんでいたのだ。

（観かん原ばら千ち夜や子こ……どうしてここに？）

　女性は美琴と視線が合うと、少し首を傾げて言う。

「一希は戻っているかしら？」

　挨拶もなく、人の夫を遠慮なく呼び捨てるその態度に苛立ちがこみ上げた。

　それでも平静を装い返事をしようとしたが、先に後ろから声がした。

「千夜子、どうしたんだ？」

　反射的に振り返ると、一希が驚いたような表情を浮かべていた。千夜子の訪問は彼にとっても意外だったようだ。

「ごめんなさい、昨夜遅かったから疲れているだろうとは思ったけど、トラブルよ。何度か電話をしたのに出ないから直接迎えに来たの」

「トラブル？」

　一希が眉をひそめる。

「ええ、内容はここでは話せないわ」

　千夜子は美琴にちらりと視線を向ける。

　部外者の美琴の前で仕事の話はしないと言いたいのだろう。

「……分かった。すぐに行くから車で待っていてくれ」

　一希は足早に部屋に戻っていく。美琴はその背中を慌てて追いかけた。

「一希待って！」

　書斎に入ろうとしていた一希が足を止めて振り返る。

「なんだ？」

「あの……どうしてあの人がここに来るの？」

「聞いていなかったのか？　仕事で迎えに来たんだ」

「そうじゃなくて、迎えなら運転手さんでもいいでしょう？　まさかこれからも彼女が家まで迎えに来るの？」

　美琴の訴えに一希は不快そうに顔をしかめた。

「彼女は俺の秘書だ。迎えに来てなにが悪いんだ？」

「だ、だって……」

（いくら第二秘書とはいえ、観原千夜子はあなたの愛人でしょう？　家にまで来るなんて無神経よ！）

　そう叫びたい気持ちを抑えるため、美琴は唇を噛かみしめた。

「……私、プライベートの空間に他人が入り込むのは嫌なの」

　さすがに、はっきりと愛人を入れるなとは言えなかった。

　千夜子について一希と話し合ったことはない。けれどふたりの関係は皆が知っていることだし、一希の彼女だけに向ける優しい微笑みや穏やかな声は、特別な相手だと物語っている。聞けば傷つくだけだと分かっていた。

「君がそんなに繊細だとは知らなかった。育った家庭は他人の出入りが多かったと聞いているが」

　淡々と言い返されて美琴は言葉に詰まった。その通りだからだ。実家では弟妹の友達が常に出入りしていた。

「弟の友達はいい子だもの。でも彼女は私を嫌っているみたいで挨拶すらしないじゃない」

　苦し紛れの言い訳が千夜子を責めるようになったせいか、一希は顔をしかめた。

「君も挨拶をしていなかった。礼を欠いた点については千夜子ばかり責められない」

　千夜子をかばう言葉にかっとなり、美琴は声を高くした。

「私はあの人から見たら上司の妻でしょ？　普通は自分から挨拶をしない？」

　一希はうんざりとした溜息をつくと、美琴を冷酷な目で見つめてきた。

「この際だからはっきり言っておく。確かに君とは結婚したが俺が望んだわけじゃない。夫としての最低限の義務は果たすが、それ以上の要求をされても応えるつもりはない」

　突き放す言葉に、美琴は息を呑む。

「最低限の義務ってなに？　……それ以上の要求って？」

　一希は依然として不快感を隠さないまま言った。

「君を妻として扶養する。十分な生活環境を与えるし、子供も作る契約だからな。ただし、家族愛やそれ以上の情を求められても応えるつもりはない」

「そ、そんな……家族愛も持てない相手と、どうして子供なんて作れるの？」

「そういう約束で結婚した。それは君だって同じだろう？　嫌なら断ればよかった。だがそうしなかったのだから義務は果たすべきだ」

「それは、そうだけど……」

　確かに、実家への支援と引き換えに結婚を選んだのは美琴自身だ。

（でも、相手が一希だなんて知らなかったから）

「一希は知っていたの？　相手が私だって……それでも結婚を受けたの？」

　一希は怪け訝げんそうに首を傾げてから、あっさりと答えた。

「当然だ。だがそれがなんだっていうんだ？　結婚相手が偶然昔の知り合いだったというだけで、条件が変わるわけでもない」

「……そうなんだ」

（一希が私をどう思っているのか分かった）

　きっと苦手な虫のようなものだ。普段は思い出すこともないけれど、視界に入ると憂鬱になるような存在なのだろう。

（仲がよかったときだってあったのに……子供の頃の思い出はもう残っていないの？）

　優しかった頃の一希の姿が思い浮かんで、涙が溢れそうになる。

　そのとき、一希のスマートフォンが着信音を鳴らした。一希はすぐに応答すると、打って変わって優しい声を出した。

「ああ分かってる、すぐに行くから待ってろ」

　相手は千夜子だろう。

（こんなに急かさなくてもいいのに……昨日結婚式だったのよ？）

　立ち尽くす美琴に、一希は冷ややかに言った。

「これ以上邪魔をしないでくれ」

　なにも答えられない美琴を置いて、一希は書斎の扉を閉める。それからすぐに出てくると、ビジネスバッグを手に玄関へ向かい、一度も振り返らずに去っていった。




　静まり返った家は寂しくて無機質に感じた。

　廊下に立ちすくんだまま茫ぼう然ぜんと玄関を見ていた美琴はしばらくしてからリビングに移動して、真新しい革張りのソファーに腰を下ろす。

　一希は忙しく、新婚旅行に行くための休みが取れないのは分かっていた。でもまさか結婚式翌日に仕事に出ていかれるとは思っていなかった。

（しかも観原千夜子が来るなんて）

　彼女も披露宴に出席していたそうだが、とにかく両家の関係者が多かったので視界に入れずに済んでいたし、挨拶も交わさなかった。

　だから間近で見たのは初めてだった。それだけに衝撃的だった。

（すごく色っぽい人だった。女って感じで……）

　あんな女性が仕事でもプライベートでもそばにいたら、美琴に見向きもしないのも頷うなずける。美琴は千夜子のように、いかにも女といったタイプではないから。

　髪は結婚式のために肩まで伸ばしたけれど、普段は巻くこともなく適当にまとめているだけ。目鼻立ちは悪い方ではないと思うが、メイクが苦手で華やかさに欠ける。

　身長は平均的で痩せ型の凹おう凸とつの少ない体型。男性の目を引く容姿ではない。

　まだ二十四歳だし、もっとお洒落をすればいいのだろうが、実家ではそんな余裕がなかったので着飾るのに慣れていない。

　でもこれから少しずつ、一希の妻に相応しくなろうと思っていたのに……。

　一希の態度と千夜子の登場でふたりの深い関係を思い知らされた。美琴がどれだけ軽い存在なのかも。

　前向きな気持ちはすっかり消え失せていた。










幼馴染




　美琴は、しばらくしてから母屋に向かった。

　母屋には一希の両親と数人の使用人が暮らしている。

　本来なら一希と共にするはずだった帰宅の挨拶を、なんとかひとりで済ませた。

　新居に戻ってからは特にやることもなくぼんやりとして過ごす。

　夕方になると、冷蔵庫に用意されていた材料を使ってふたり分の夕食を作った。

　メニューは昔一希が大好物だったビーフシチューとパンとサラダだ。

（喜んでくれるといいけど……）

　しかし一希は夜になっても帰ってこなかった。電話もメッセージもない。

　夜の十一時を回った時点で諦め、ひとりで食事をした。

　広いテーブルでひとりの食事は寂しくて、悲しみが胸に広がっていく。

　結婚二日目もひとりでベッドに入り眠りについた。




　翌朝七時に目覚め部屋を見回すと、隣の一希のベッドに使った気配があった。

　急ぎリビングに行くと、ちょうど一希がシャワーを済ませたところのようだった。

（いつ帰ってきたんだろう。全然気付かなかった）

「おはよう」

　昨日の件があって気まずかったけれど、笑顔で挨拶をする。

　一希は無表情のまま「ああ」と答えた。素っ気ないけれど無視されるよりはましだ。

「すぐに朝ご飯用意するね」

「必要ない」

「え？」

「もうすぐ出る。朝食は打ち合わせを兼ねて千夜子たちと取る」

　淡々と言われたその言葉が、鋭く胸に突き刺さった。

「……でも昨日ビーフシチューを作ったの。少しでもどうかな？」

　一緒に食事をする時間まで千夜子に取られると思うと、いてもたってもいられない気持ちになった。けれど、

「俺に構わないでいい。それにビーフシチューは嫌いなんだ」

　一希の冷たい言葉に、それ以上なにも言えなくなってしまう。

　記憶の中の優しかった彼は、もうどこにも見つけられなかった。




　美琴が九歳の頃、実母が入院したため、夏休みの間、祖父の住む久我山本家に預けられたことがあった。

　しつけの厳しい祖父は恐ろしかったし、両親もいなくて心細い。

　子供心にストレスを抱え、笑顔も忘れてしまいそうな日々を過ごしてたとき、一希と出会った。

　祖父と一希の父親が知り合いで、ときどき遊びに来るのだと聞いた。

　当時中学生になったばかりの一希は、艶つややかな黒髪に驚くくらい整った顔立ち。話す言葉も仕草も、なにもかもが様になる立ち振る舞い。美琴が通う小学校にこんな男子はいない。まるで王子様のように綺麗で優しい彼に憧れた。

　名門中学に通う彼は頭がよく、勉強が苦手な美琴にも丁寧に勉強を教えてくれた。美琴にとって世界一頼りになる先生で、ますます彼を好きになった。

『私、一希のお嫁さんになりたい』

　その頃の美琴は、一希に対して思ったことをためらいなく口にしていた。

　一希は少し困ったように笑うと、優しくポンポンと頭を撫なでてくれる。

『大人になったとき、気持ちが変わらなかったらね』

『本当？　私、絶対変わらないよ。楽しみだなあ』

　一希といると幸せだった。家族と離れて暮らす寂しさを忘れられて、ずっと一希といたいと思った。

　けれど突然訃報が届いた。入院していた母が亡くなったのだ。

　悲しみのあまり泣いてばかりで食事もできない美琴を、一希はずっとそばで慰めてくれた。

『一希、お母さんがいなくなっちゃった……私、どうすればいいの？』

『今は泣くだけ泣いていい、でもそのあとは頑張って笑うんだ』

『そんな……笑うなんて無理だよ』

『ずっと泣いていたら天国のお母さんが悲しむ。きっと美琴に幸せになってほしいと思っているから』

『……お母さんは天国から私を見てくれてるの？』

『そうだよ。会えなくても美琴を大切に思ってる。今までだって大切にしてもらっただろ？』

　母との思い出が次々と浮かんでくる。

『うん……お母さん、いつも優しかった。大好きだった。私はお母さんを悲しませたくない』

『そのために少しずつ元気を出すんだ。まずは食事をできるようにしよう』

『でも、お腹が空かないの』

　母が亡くなったショックで、食事を受け付けなくなっていた。

『駄目だよ。食事は心と体にとても大切なことなんだ。寂しかったら俺が一緒に食べるから、美琴はひとりじゃないよ』

　その言葉通り、それから一希は毎日久我山邸にやってきて、塞ぎ込む美琴のために一緒に食事をしてくれた。一希がいてくれたから、次第に食事も喉を通るようになった。

　そして葬儀からひと月が過ぎると、夜に布団の中で泣くことはあっても、日中は頑張って笑えるようになった。

　けれど、その後父が美琴を迎えに来て久我山家を出ることになり、一希との縁も途切れてしまったのだ。




　その後父は再婚し、美琴の弟と妹が生まれ家族が増えていった。

　大切な家族との暮らしは幸せだったが、一希とのかけがえのない思い出はいつも心の中にあった。

　彼の言いつけを忘れずに勉強を頑張り、食事を大切にして日々を過ごす。

　高校生になった頃、友人に誘われた名門大学の学園祭で一希を見かけた。

　一希はすっかり大人の男性になっていて、精せい悍かんさに磨きがかかり近寄りがたいほどの特別なオーラを放っていた。

　胸がときめくのを覚えながらも、声をかけられなかった。彼の周りには沢山の人がいて、幼馴染だからといって割り込める雰囲気ではなかったから。

　幼い頃には簡単に言えた好きという想いを、もう伝えられなくなっていた。

　それから、数年後。

　自身も大人になった美琴は、一希と再び対面した。今度は正式な婚約者として。

　相手の名前を知り喜びに溢れていた美琴は、けれど彼の顔を間近で見た瞬間、凍りついた。

　まるで憎まれているような冷ややかな視線。

　婚約者となった神楽一希に、昔の面影は一切残っていなかったのだ。

　一希の冷たい視線はつらかったけれど、実家への支援を受けるためには結婚するしかなかった。それに初恋の一希と再会したあとに、他の人へ嫁ぐなんてできなかった。

　結婚して一緒に暮らせば、彼の態度も緩和されるかもしれない。そんな甘い考えもあった。実際は結婚してひと月経っても、ふたりの間には深い溝があり、距離は縮まらないままだった。




「今日も帰ってこないんだ……まあ、分かっていたけど」

　夜の十一時を超えたあたりで、美琴は溜息をついてテーブルに並べた夕食を片付け始めた。

　一希には食事の支度は不要と言われているが、美琴は毎日欠かさずふたり分の夕食を用意していた。しかし一度も食べてもらったことはなく、余った料理は次の日の美琴の食事になっていた。

　この一カ月、一希に歩み寄ろうと努力をしたものの結果は出なかった。

　一希は美琴と距離を置きたがっている。

　彼の言動で察したが、それでも美琴は食事の用意も挨拶もやめなかった。自分が諦めたら一希との距離はさらに広がり、取り返しがつかなくなる気がしたからだ。




　食器を片付け終わり、そろそろ休もうかとしていると一希が帰宅した。

　時計に目を遣ると十一時三十分。いつもより早い帰りだ。結婚してから彼は帰宅しないか、しても深夜一時を回っていて夜に顔を合わすことはなかったのだ。

「お帰りなさい」

　少し驚きながら声をかけると、一希はちらりと美琴を見たもののすぐに視線を逸らす。そんな態度はいつものことだが、なかなか慣れることはない。

　美琴は胸を痛めながらそれを隠して明るく話しかけた。

「お腹は空いていない？　よかったら夜食を作るけど」

　一希は疲れたような溜息をついた。

「いらない。いつもそう言っているだろ？」

「そうだけど……でも……」

　美琴が口ごもっている間に、一希はビジネスバッグをソファーに投げ置きバスルームに行ってしまった。

　その態度は普段は考えられないほど乱暴で、彼の苛立ちが伝わってくる。

（私の顔を見るのも嫌なんだ……）

　毎日帰りが遅いのは、仕事や千夜子との逢おう瀬せで忙しいからだけではなく、美琴と顔を合わせるのを避けているからかもしれない。

　そう考え至ると、一希がバスルームから出てくるのを待つことができなかった。

（嫌がられているのが分かっているのに、平気な顔なんてできない）

　本当は顔が見たい、話がしたい。

　そんな気持ちを抑え、美琴はベッドに入り頭から布団をかぶった。




　翌朝。

　いつもの習慣で朝の五時に目を覚ました美琴は、隣のベッドに一希がいるのを確認し、そっと音を立てないように寝室を出た。

　バスルームで身支度をすると、少し悩んでから簡単な朝食の支度を始める。

（多分、いらないって言われるけど）

　思い出すと、昨夜の一希はとても疲れている様子で顔色もよくなかった。

（具合が悪いのかな）

　それなら少しでも食べやすいものをと、お粥かゆを用意する。

　準備を終えて時計を見ると、ちょうど六時になるところだった。

　美琴は寝室に続く扉を見つめて、首を傾げた。

　普段ならもう起きている頃なのに、今日に限ってはまったく物音がしないのだ。

　少し迷ってから、寝室の扉を開けた。一希はベッドに横たわり、眠っているようだった。

「一希」

　緊張しながら呼びかけてみる……反応がない。

「一希、六時過ぎたけど、起きなくて大丈夫なの？」

　もう一度声をかけると一希はうっすらと目を開け、それから美琴と目が合うと驚いたように目を見開いた。

「あの、いつもの時間に起きてこないから、どうしたのかと思って」

「……今、何時だ？」

「え？　あ、ええと、六時十分だけど」

　そう答えれば、一希は勢いよく体を起こしベッドを降りてバスルームへ向かった。

　素早くシャワーと身支度を終えると、朝食には見向きもせずに出ていった。

（一希、やっぱり具合が悪かったのかな？　寝坊なんて珍しい）

　ずっと忙しくしていたから疲労も溜まっているのだろう。

　せめて家ではゆっくりしてほしいが、美琴がいては安らげないと分かっているから、どうすればいいのか分からなくなる。

（私が出ていった方が一希のためになりそう。でもそれはできないし）

　祖父との約束は、結婚して後継を産むことだ。

　その約束を果たせば離婚できるだろう。しかし今の時点では家を出られない。




　悩んでいるうちに、いつの間にか夕方になっていた。

　夕食の支度を始めようとしたとき、玄関で物音がしたので様子を見に行くと、ちょうど扉が開くところだった。そこには一希と、彼に寄り添うように立つ観原千夜子がいて、美琴はその場に立ち尽くした。

　一希は、リビングと玄関を繋ぐ廊下に道を塞ぐように立つ美琴に気付くと、千夜子に視線を向けた。

「千夜子はもう帰っていい。明日の件についてはあとで連絡する」

「でも……心配だしそばにいたいわ。ここで仕事をすれば一希のフォローもできるし」

　千夜子はそう言うと、一希の腕に手をかけ室内に入ってこようとする。

　唖然としていた美琴は、そこでようやく声を出した。

「一希、家で仕事をするの？」

　一希は疲れた表情で、千夜子の手から腕を離して言った。

「そのつもりだ。千夜子は会社に戻ってくれ」

「いいえ、体調の優れない一希を放っておけないわ」

　千夜子は美琴より先によく通る声で発言すると、再び一希の腕に触れようとする。

　その馴れ馴れしい仕草に不快感を覚えながらも、美琴は一希の様子を窺うかがう。

　朝よりも顔色が悪いように見えた。

（やっぱり体調を崩していたんだ。熱もあるかもしれない）

　だとしたらこんなところで揉もめていないで、早く休んだ方がいい。

「一希、ベッドは整えてあるから早く横になった方がいいわ」

　美琴がそう言うと、それまでこちらに見向きもしなかった千夜子が、険しい顔を向けてきた。

「美琴さん、口を出さないでもらえますか？　彼はのんびり休んでいる暇なんてないんです」

「でも無理をして悪化したら、もっと仕事に支障が出るかもしれないわ。体調管理も仕事のひとつですよね？　朝から具合が悪かったみたいだし、今日はゆっくり休んだ方がいいと思います」

　言い返されたのが不満なのか、千夜子は美しい顔をしかめた。

「美琴さんはまともな会社勤めの経験がないそうですからご存知ないのでしょうが、責任ある立場の人間は簡単に休めないんです。とにかくあなたが口を出すことではありません」

　千夜子の刺々しい言葉が終わると、大きな溜息が聞こえてくる。一希だ。

「千夜子は帰れ。これは上司としての命令だ」

　千夜子の顔に一瞬激情が浮かぶ。けれど次の瞬間にはそれを見事に隠し微笑んだ。

「分かったわ。私はオフィスで待機しているからなにかあったらすぐに連絡して」

「ああ」

　千夜子は美琴には苛立ちの視線を送ると、身を翻ひるがえし出ていった。その後ろ姿を唖然として見送っている間に、一希は廊下を進みリビングの扉を開けていた。

「あ、待って一希」

　慌てて追いかけ、声をかける。

「病院は行ったの？」

「……行っていない」

　一希はビジネスバッグを床に置くと、ソファーの背もたれに身体を預けるようにして目を閉じた。

（体がかなりつらいんだ）

　結婚してから、一希が美琴にこれほど無防備な姿を見せたことはなかった。

　手ひどく拒絶される心配はあったけれど、美琴は一希に近寄り、ソファーの近くで膝をついた。

「なにか飲み物を持ってくるわ。飲みたいものはある？」

「……水をくれ」

「うん」

　一希は美琴の申し出を拒絶しなかった。

（嫌いな私に頼むほど体調が悪いんだ……）

　ウォーターサーバーの水をコップに汲くみ、一希に渡す。そのとき一瞬触れ合った手は驚くほどに熱かった。

「かなり熱がありそう。お医者様に連絡して来てもらうようにするわ。いいでしょう？」

　往診を頼める医師の連絡先は、母屋へ挨拶に行ったときに教えてもらっていた。

　一希から返事はなかったけれど駄目だとは言わなかったので、受話器を取り電話をかける。医師に状況を説明すると、一時間ほどで来てくれるとのことだった。

　ほっとして一希のところに戻り、声をかける。

「一時間後に先生が来るからそれまで横になって休んでいた方がいいわ」

「……ああ」

　一希はゆっくりと立ち上がる。その動作は緩かん慢まんでいつもの彼らしくない。

「大丈夫？　よかったら肩を貸すけど」

　一希は小さく首を振り、ひとりで寝室に行ってしまう。

　美琴はそのあとを追いかけると、素早く着替えを準備して一希に渡した。

　一希は受け取り、美琴の前だというのに着替えを始める。億おっ劫くうそうにシャツを脱ぐと、彼の上半身が露あらわになった。

　鍛えているのかほどよく筋肉がつき引き締まった体をまともに見てしまい、美琴は顔を赤くして視線を逸らす。

　それでも直視しないようにしながら着替えの手伝いをし、横になった一希に布団をかける。それから体温を測ると、三十九度五分と予想以上の高温だったため、慌てて氷枕を準備して医者の到着を待った。




　予定より少し早く医師が到着し、早速一希の診察を始めた。

　疲労で体調を崩したのだろうという診断で、熱が下がるまではベッドで大人しくしているようにとの指示を受けた。

　一回目の薬を医師のいる前で飲んだ一希はすぐに眠りにつき、美琴はリビングでなるべく音を立てないように過ごしていた。

　しばらくすると、シンとした部屋に突然着信音が鳴り響く。驚き音の方に目を向ければ、一希のビジネスバッグの近くにスマートフォンが放り投げられていた。

（一希が起きちゃう）

　慌てて手に取り画面を確認する。表示されているのは千夜子の名前だった。

（さっき別れたばかりなのに……）

　電話が切れると音量を下げてスマートフォンをもとの場所に戻す。一希に知らせる気にはなれなかった。

（お医者様だって安静にしろと言っていたんだし）

　それから何度も着信音は鳴った。美琴が不安になるほど執しつ拗ように。

　――観原千夜子。

　その表示を目にするたびに、美琴の胸には重苦しい感情が募っていった。

　一希の第二秘書であり愛人である彼女は、彼と学生時代からの付き合いだそうだ。

　同じ年で同じ大学。一希の友人は千夜子の友人でもあり、美琴を嫌っている。だから一希と千夜子の深い関係について、嫌がらせのように事細かに教えてくれたのだ。

　ふたりは誰もが羨むような理想的な恋人同士だったそうだ。卒業後、仕事が落ち着いたら結婚するのではと囁ささやかれ、観原千夜子が一希の専属秘書になったことで、噂うわさはますます信しん憑ぴょう性せいを帯びていった。

　けれど、そこに突然美琴が割り込んできたのだと言う。

　家の事情で一希は仕方なく美琴と結婚をしたけれど、公私共に一希が心を許しているのは千夜子だけだそうだ。千夜子本人も、一希のパートナーは自分しか務まらないと自負している。だから妻の美琴に失礼な態度がとれるのだろう。

　ふたりの関係なんて知りたくなかった。彼女の存在を感じたくないのに、一希と暮らしている以上それも無理で、いつもつらく苦しい気持ちに悩まされていたのだ。




　寝室から物音が聞こえた気がした。

　美琴は少しだけためらってから寝室の扉をノックした。

　こんなとき、本当の夫婦なら迷いなく扉を開けて夫の様子を見るのだろう。けれど、美琴はなにをするにも一瞬立ち止まってしまう。

　拒否され続けたせいで、一希に関わるのが怖くなっていた。

　それでも好きだから無関心になれず、近づいていっては傷つけられる。

　ノックの返事はなかったが、少し間を置いてから静かに扉を開いた。

　一希は目を覚ましていた。顔色はよくなっているものの体はまだつらいようだった。

「あの、大丈夫？　なにか飲み物を持ってこようか？」

　放っておけと言われるのを覚悟しながら声をかけると、珍しく違った返事があった。

「俺のスマートフォンを探してくれないか？」

「え？　……ああ、ビジネスバッグと一緒に置いてあったけど」

「リビングか……着信はあったか？」

　一瞬どきりとしてから、平静を装って答える。

「着信音は鳴っていたけど確認してないわ。見たらいけないかと思って……」

　つい嘘を言ってしまい罪悪感が募る。でも千夜子の名前を口にしたくなかったのだ。

「持ってきてくれ」

「……分かった」

　一希は千夜子からの着信を待っているのだろうか。

（こんなに体調が悪いときまで、彼女が気になるの？）

　連絡を取ってほしくなかった。

　しかしそんなことを言えるはずもなく、リビングに行きスマートフォンを手に取る。

　着信音量をもとに戻してから寝室に戻り手渡した。

　スマートフォンを確認すると、一希は僅かに表情を緩ませたように見えた。千夜子からの連絡を喜んでいるのだろうか。

「電話する。向こうへ行ってくれ」

「……はい」

　一希のテリトリーから追い出されたことに傷つき、美琴は深い溜息をついた。




　午後六時過ぎ、美琴は再び寝室の扉をノックして静かに開いた。

　一希は眠っていたようだが、目を覚ました。

「あ、ごめんね起こしちゃって」

「いや……今、何時だ？」

「夕方六時過ぎ。お粥を用意したから食べないかと思って」

　一希は美琴の作った食事を取らない。心を許さないという決意の表れなのだろうと最近では察していたが、今は平常時とは違う。

「先生が薬を飲む前に少しでも食事を取った方がいいとおっしゃっていたから、嫌かもしれないけど食べた方がいいと思うの」

　一希は憂鬱そうな表情を浮かべていたけれど、諦めたように頷いた。

「……今、持ってくるから」

　美琴は急ぎキッチンに行くと、丁寧に出だ汁しを取った粥を器に移した。水と薬と一緒にトレイにのせ、寝室の一希のもとに戻り、サイドテーブルの上に置く。

「どうぞ、少し冷ましてあるからすぐ食べられるわ」

「ああ」

　一希は小さく頷くと、美琴の作ったお粥を口にした。口に合わない、という様子もない。量が少ないからかすぐに食べ終わり、薬を飲んだ。

　美琴はほっとしながら、温めたタオルと着替えを渡した。

　あとは特にやることがない。使用済みの食器をのせたトレイを持ち、寝室を出ようとすると、一希に話しかけられた。

「明日は休みにした」

「あ、そうなんだ……あの、私もその方がいいと思う。今夜と明日ゆっくり休んでね」

　予定を教えてくれたことに驚いてしまい、しどろもどろな返事になる。

　せっかくの会話も流りゅう暢ちょうにできない自分を情けなく思いながら寝室を出ようとしたとき、再び呼び止められた。

「美琴」

　ドアノブに伸ばしていた手をピクリと止めた。

　幼い頃を除いて、一希にまともに名前を呼ばれたのは初めてだったのだ。

　まさかと思い振り返ると、一希と目が合った。

「……それ、うまかった。手間をかけさせたな」

　予想もしていなかった言葉に、美琴は大きく目を見開く。

「こ、こんなの……手間じゃないよ。一希に早く治ってほしいから……あの、他にもなにか必要だったら遠慮なく言ってね」

　早口で言うと、美琴はぎこちない動きで寝室を出た。トレイを持つ手が震えている。

　一希が笑顔を向けてくれたわけじゃない。人になにかをしてもらったらお礼を言うのは当たり前だから、彼は礼儀を通しただけだろう。

　だけど、一希のくれた言葉は美琴にとってなにより嬉うれしいもので、涙が溢れそうになる。

　思いがけない出来事に、鼓動が速くなるのを止められなかった。










愛人




　翌朝、一希は美琴の作った消化のいい朝食を残さずに食べた。

「ご馳走様」

　そう言われたとき、結婚して初めて幸せだと感じた。

（拒絶されないと、こんなに心が安らぐんだ）

　それが普通のはずなのに、一希と過ごしているうちに感覚がおかしくなっていたようだ。夫婦どころか家族ともいえない関係が当たり前になってしまっていた。

（でも私が努力していれば、家族としては受け入れてもらえる日が来るかもしれない）

　少しだけ希望を持てた朝だった。

　一希は寝室にこもり眠っていたけれど、ときどき起き上がり、タブレットでなにかを確認していた。何度か電話をしているのも見た。

　千夜子と話しているのかと気になったけれど、目を逸らして家事に集中した。

　仕事を持たず、妻としての務めも果たせていない状況の中では自分の存在意義が見出みいだせない。だからせめて自分ができることは丁寧に完璧にこなしたいと思っていた。




　洗い終わった洗濯物を離れの庭で干していると、背後から足音が聞こえてきた。

　振り向くと、そこには不審そうな表情の観原千夜子が佇んでいた。

　彼女はライトグレーのスーツ姿で、手には大きめのバッグを持っている。スカートは膝丈タイト。ジャケットは体のラインを拾う細身のデザインで、インナーは襟が広く開いた女らしさを感じるブラウス。僅かに見える胸の谷間の上にはダイヤのネックレスが輝いている。

　つくづく女性らしい色気に溢れた人だと思う。そして一希とこの女性は男女の関係なのだと意識すると、その場から逃げ出したくなるような思いでいっぱいになった。

　自分は正妻なのだから堂々としなくては。そう思いながらもどうしても怖おじ気けづいてしまう。

　千夜子の方は美琴のことなど恐れるに足りない存在のようで、ためらいなく近づき、今干したばかりの洗濯物を見て眉をひそめた。

「あなた、洗濯なんてしているの？」

「え？」

　洗濯してはいけないのだろうか。

　戸惑う美琴に千夜子は軽蔑したような視線を送ってきた。

「家政婦も雇っていないそうね。神楽家の妻のすることとは思えない」

　その言葉に美琴は唖然としてとっさに返せなかったが、千夜子は気に留める様子もなく高圧的に言った。

「一希は部屋よね？」

「……そうですけど」

「玄関に鍵がかかっていて入れなかったわ。開けてくれる？」

　美琴が従うのが当然というように、千夜子は踵きびすを返し玄関に向かおうとする。

「待ってください。彼はまだ熱があって具合が悪くて……仕事なら明日にしてもらえませんか？」

　千夜子は勢いよく振り返ると、不満そうに顔をしかめた。

「まさか、私に帰れと言っているの？　追い返すつもり？」

「そういうわけでは……でも、休日に自宅まで来るのはなるべく遠慮してほしいです」

　こんな風に頻繁に来られて、文句を言われてはたまらない。

　勇気を出して言うと千夜子の頬に赤みがさした。怒りからくるものだろう。

「あなた何様のつもり？　私を追い返したと知られたら、あとで一希に罵倒されるわよ？」

「罵倒？」

「だって、彼は私に会いたいと思っているはずよ？　あなたが勝手に追い返したら怒ると思わない？」

「それは……」

　千夜子の言い分は不快だったけれど、言い返せなかった。

（確かに、一希は私ではなくこの人と一緒にいたいと思っている）

　具合が悪くて心細くなっているときなら、愛する人のそばにいたいのは当然だろう。絶対に部屋には入れたくないと思っていたけれど、一希の気持ちを思うと揺れてしまう。

　そんなとき、新たな声が割り込んできた。

「美琴さん？　そこにいるのか？」

　そう言いながら現れたのは一希の父親である神楽朗あきらだった。

　彼はそろそろ七十歳。三年前に現役を引退し、母屋でのんびりと趣味の盆栽を楽しんでいる。美琴との関係は可もなく不可もなくというところだ。

「お義父様、なにかありましたか？」

　義父が離れに来るのは初めてだ。

「珍しく一希が体調不良で仕事を休んでいると聞いてね。様子を見に来たんだ」

「そうなんですね、一希さんは今、寝室で休んでいますが……」

　義父を部屋に通すのは当然だけれど、千夜子をどうしようか悩んでしまう。

　すると義父はようやく千夜子の存在に気付いたようで、少し驚いた顔をした。

「君は……一希の第二秘書だったな」

「はい。観原千夜子と申します」

　千夜子は、美琴に対するものとは正反対の礼儀正しい態度で頭を下げる。

「観原君はどうしてここに？」

「山さん東とうの工場で事故が発生し現地スタッフが負傷したため、その報告に参りました」

「事故か……あれほど注意しろと言っているのになくならないものだな」

　義父は大きな溜息をついてから、千夜子に指示を出す。

「観原君、一希へは私から報告するから、君は会社に戻りなさい」

「え？」

　千夜子の顔色が変わる。

「アジアの工場は長なが浜はま君の指導下だから彼に状況を伝え、対処を依頼するように」

「いえ、他にも懸念事項がありますので、私から神楽社長に報告いたします」

　千夜子はどうしても一希に会いたいようで、理由をつけて帰ろうとしない。

「その必要はないと言っている。立場をわきまえなさい」

　叱責されたことが悔しいのか、千夜子は顔を赤くして、逃げるように去っていった。

　思いがけない義父の厳しさに美琴が驚いていると、それに気付いた様子の彼は気まずそうな表情になった。

「美琴さんの前で悪かったね」

「い、いえ……」

「彼女はちょっと問題があるようでね……まあ報告通りだな」

　義父はそう呟つぶやくと、離れの玄関の方へ向かっていく。美琴はそのあとを追い、急ぎ鍵を開けた。

（彼女の問題ってなんだろう）

　気になるけれど、夫の愛人について義父に聞くのはためらわれた。

　義父を寝室に案内してから、美琴はお茶を用意するためキッチンに入った。

　リビングのローテーブルに運んでいると、寝室から大きな声が聞こえてきた。

「――口出ししないでくれ！」

　びくりとして寝室の方に目を向けたとき、扉が音を立てて開き、義父が出てきた。

　目が合った瞬間、どきりとした。義父の目がとても冷たく見えたのだ。

「あ、あの、お義父様、よかったらお茶を飲んでいってください」

　気が動転したせいか、とっさにそんな台詞せりふを口にする。

　義父はテーブルの上をちらりと見たあと、作った笑顔で「ありがとう、でもまた今度ご馳走になるよ」と言い、離れを出ていってしまった。

　義父を見送ってから、美琴はためらいながら寝室をノックして扉を開く。

　一希はベッドの上で上半身を起こし、窓の外に目を向けていた。その横顔には他人を拒絶するような意思が溢れていて、近づくのに勇気が必要だった。

「一希」

　意を決して呼びかけると、一希がこちらを振り向く。

「お義父様帰ったわ」

「そうみたいだな」

　彼の返事は素っ気ない。自分の父親なのに関心がなさそうに見える。

「あの、お義父様に聞いた？　観原さんが来たこと……」

「いや、千夜子が来ていたのか？　いつ？」

　千夜子については関心が湧くようだった。美琴の返事を待っている。

「……お義父様と同じタイミングで来たわ。仕事の件で一希に話があったみたいだけど、報告は必要ないってお義父様がおっしゃったの。彼女は会社に戻ったわ」

「追い返したのか？」

　一希は不快そうに眉をひそめる。

「追い返したとかきついことではなく、会社に戻って仕事をしなさいって」

「同じだろ？　分かった、千夜子に連絡を入れるから出ていってくれ」

　冷ややかに言われ、美琴は落ち込みながら寝室を出た。

　正直に言ったことを後悔した。けれど明日出社すれば、千夜子の口から聞くはずだ。黙っていたら、もっと怒らせる恐れがあった。

（やっぱり話したのは間違ってないわ）

　なんとか気持ちを立て直し、音を立てないように部屋の片付けを始める。

　しばらくすると寝室の扉が開き、一希が足音荒く出てきて、美琴を睨にらみつけた。

「千夜子に聞いた。追い返したのはお前だったんだな」

「え？　いえ、私は……」

「言い訳するな。今後来ないでほしいと言ったんだろ？」

「それは……言ったけど」

　美琴の返事を聞くと、一希はスッと目を細める。

「自分で追い返しておきながら、父のせいにするとは最悪だな……。いいか、千夜子は俺の秘書で、お前とは違ってなくてはならない存在だ。今後同じようなことをしたら許さない」

　冷酷な一希の言葉が胸に刺さり、なにも言い返せなくなった。

（お前とは違うって……私はいらないと言いたいの？）

　茫然としている美琴を冷ややかに一いち瞥べつすると、一希は再び寝室に戻り、固く扉を閉めた。

　今までも冷たくされてきたけれど、今のひと言は一番心に突き刺さった。

（いらないって言われちゃった……）

　自分なりに心を尽くしてきたつもりだったが、一希には受け取ってもらえなかったということだ。看病したことで距離が縮まったような気がして、これから少しずつ溝を埋めていきたいと思っていたのに。

（一希、すごく怒ってた）

　おそらく、多々誤解があるのだろう。千夜子は美琴の言葉だけを一希に伝えたのかもしれない。自分の不利になる内容は一切話していない可能性がある。

　けれども、美琴が千夜子を拒否したのは事実。

　でも、妻が愛人に家に来ないでくれと望むのがそんなに悪いことなのだろうか。

（私だって傷ついてるのに……）

　一希は少しも思いやってくれない。それどころか傷口に塩を塗るような真似ばかりされている。

　さすがにこたえてしまい、全身に疲労を感じながら、一希のこもった寝室の扉に目を向けた。

　ここは自分の家なのに、身の置き所がないと思う。寝室に行く勇気はないし、リビングにいてもいつ一希が出てくるかと気を張っている。

（こんな生活、長く続けられるわけがない）

　かといって、改善の方法が分からない。

　一希には完全に嫌われてしまっていて、話し合いも難しいのだから。

　心が重く苦しくて、美琴は深い溜息をついた。




　夕方になると一希が部屋から出てきたが、美琴の存在を無視するように目を合わせようとしなかった。

　彼の体中から拒絶の意思が滲にじみ出ているように思えて、話しかける勇気は持てない。

　それでも夕食として、温かなポトフと生しょう姜がおにぎりを用意した。

　それらは食べられることはなく、翌朝、一希は美琴を無視して家を出ていった。

　話があったのに、取りつく島もない態度に悲しくなる。どうすれば彼の気持ちを和らげられるのだろう。

　沈んだ気持ちでスマートフォンを手に取り、メッセージアプリを起動する。

　読まれるかは分からないが、短い文章を作り送信した。

【急用ができたので出かけます。帰りは六時過ぎの予定ですが、食事の準備はします】

　昨日の件を謝ろうかとも迷ったが、結局それについては書かなかった。謝るのはなにか違うと思ったからだ。

　一希と仲良くしたいけれど、千夜子の存在はどうしても容認できない。

（愛人なんて……私は平気でいられない）

　せめて家には来ないでほしい……その気持ちはどうしても譲れないから。










離れる決意




　一希の食べなかったポトフとおにぎりで朝食を済ませてから家を出た。

　美琴にとっては、結婚して初めての外出だ。屋敷の門を抜けると、久しぶりの解放感を覚える。

　駅までは美琴の足で十五分ほど。

　通り沿いに植えられた、トウカエデの美しい葉に目を奪われながらも足早に進む。

　昨夜、実家の継母から連絡が入った。家族皆が風邪をこじらせているので、一日だけでも手伝いに来てほしいと。

　美琴の育った実家は、小さな文具店を営んでいる。大手文具メーカーや通信販売などと比べ品しな揃ぞろえは悪く店構えも昔ながらのものだが、地元の学校や企業との契約があり、豊かとは言えないまでも家族が困らずに暮らせていた。けれど父が倒れてからは数社から契約を切られ厳しい状況に陥っていた。

　神楽の屋敷を出て一時間後。午前九時三十分に実家に到着した。

　実家は駅から離れた住宅街の中の公立の中学校近くにある。一階が店舗と駐車場。二階が家族の生活空間になっている。店舗はシャッターが閉まり、休業の張り紙が貼られていた。

　建物の脇の階段で二階の玄関に上がりインターフォンを鳴らすと、継母の恵え美み子こが扉を開いた。

「ああ、美琴ちゃん来てくれたのね、助かるわ」

　継母はとても申し訳なさそうな顔をして言う。

　父の後妻の彼女は、美琴と十歳しか年が離れてなく、まだ三十四歳だ。それなのに、顔色は悪く疲れ切った印象で、実年齢より十は上に見えた。

　父はリハビリ入院中のため頼れない。子供たちは幼く、まだまだ目が離せない時期。仕事をして、子育てをしてでは、気が休まる暇がないのだろう。

「大丈夫、気にしないで。陸りくたちは寝込んでいるの？」

　靴を脱いで上がりながら聞くと、恵美子は沈んだ表情で頷いた。

「元気はあるけど、なかなか熱が下がらなくて……でも病院にはまだ行けてないの」

「じゃあ今から行こう。タクシーを二台呼べばみんなで行けるわ。恵美子さんも診てもらった方がよさそうだし」

「ええ……ありがとう美琴ちゃん」

「子供たちの支度をしないとね」

　生活スペースの間取りは４ＬＤＫだが人数が多いので狭く感じる。

　子供部屋の扉を開けると、ぎゅうぎゅうに敷いた布団の上で、パジャマ姿の弟たちがテレビを見ていた。

「あっ！　お姉ちゃん？」

　美琴に気付くと、今年九歳になる一番年上の弟の陸が駆け寄ってくる。続いて、二番目の弟の海かいと三番目の弟の空そらもやってきた。

「お姉ちゃん、帰ってきたの？」

　まだ小学校低学年の子供でも、三人がかりで抱きつかれるとよろけてしまう。

「三人とも落ち着いて。みんなが風邪をひいたって聞いたからお見舞いに来たのよ」

「ええ……じゃあ、また帰っちゃうんだ」

　しょんぼりされると胸が痛む。同時にじんわりと嬉しさがこみ上げる。

（この子たちは私を必要としてくれている）

　一希に必要ないと拒絶されたせいか、無邪気に慕ってくれる弟たちの言葉が心に染みる。

「夜になったら帰るけど、また明日も来るからね」

　連日外出しては神楽家の人たちになにか言われるかもしれないとちらりと考えた。それでも家族の役に立ちたい気持ちが強かった。

「今から病院に行って先生に診てもらおうね」

「うん！」

　子供たちは自分で着替えを始める。

　男の子たちはある程度のことは自分でできる。問題は三つ子の妹たちだった。彼女たちはまだ三歳なので、何事もフォローが必要だ。

　三つ子の部屋に行くと恵美子が着替えをさせていたが、三人とも機嫌が悪そうでぐずっており苦戦していた。

　美琴が部屋に入ると、気付いたひとりが声をあげる。

「あ、お姉ちゃんだ」

　弟たちのように駆け寄ってくることはないけれど、三人とも嬉しそうな顔をしていた。

　恵美子を手伝って着替えをさせながら、様子を見る。

「この子たちの方がひどいみたい」

「そうなの。だから心配で」

「早く病院に行こう。私、タクシー会社と念のため病院にも連絡してくるね」

　弟たちがもっと小さな頃は、頻繁に病院に行っていたので慣れたものだった。

　手早く連絡をしてから荷物をまとめる。

　やってきたタクシー二台に全員で乗り込み、無事受診すると、疲れた三つ子がぐずるのを宥なだめるのに苦労しつつも、なんとか家に帰ることができた。

　子供たちに食事をさせ、薬を飲ませてから寝かしつける。その間、恵美子はリビングのソファーで身体を休め、美琴の淹いれたお茶を飲んでいた。

「美琴ちゃん本当にありがとうね、助かったわ」

「いいって、全員発熱だなんて緊急事態だもの。心配だし、あと二、三日は通うから」

「えっ？　でも神楽さんは大丈夫なの？」

「うん、今日だって駄目なんて言ってなかったから」

　正確には、なんの反応もないのだけれど。

　メッセージは既読になっていたのに、返信は来ていない。

（きっとどうでもいいんだわ）

　美琴がどこに行こうと構わないのだろう。




　その後、実家でひと通りの家事を済ませてから神楽の屋敷に帰った。

　時刻は夕方の五時四十五分。一希に連絡しておいた時間を守れてほっとする。

　どうでもいいと思われているとしても、約束は守りたい。

　キッチンに入り、急いで夕食の支度を始める。

　病み上がりの身体に負担がかからないように、身体が温まる刺激の少ないあっさりした味付けの鍋物にして、すぐに温めて出せるようにしておく。

　その後簡単に寝室とリビングの掃除をして休憩していると、八時を過ぎた。

　きっと、一希は帰ってこない。美琴の用意した食事も無駄になるのだろう。

　そう予想しながらも、自分だけ先に夕食を取る気にはなれなかった。

　シャワーを浴び、そのついでにバスルームの掃除をして、一希のためにお湯を溜めておく。

　十一時になると、美琴は夕食を取らずに寝室に入り、眠りについた。

　今までは、『先に寝ます。夕食は冷蔵庫にあるので温めてください』と書き置きしていた。けれど今夜はそれをしなかった。

　その行動は、彼にとって余計なことなのだと気付いたから。




　翌早朝目覚めると、一希が隣のベッドで眠っていた。

　美琴が気付かないうちに帰ってきていたようだ。

　キッチンに行き冷蔵庫を開けると、予想通り夕食は手つかずで残っていた。

（やっぱりね）

　慣れてしまったのか、もう大して傷つかない。

（頼まれてないのに、私が勝手にやってるだけだもの、自己満足なだけ。一希が食べてくれないからって傷つくのは間違ってる）

　結婚してからこれまで自分に言い聞かせていたからか、本当にそう感じるようになってきていた。

　リビングのカーテンを開けて、コーヒーを準備する。

　朝食は作らなかった。もし一希が食べると言ったら手早く用意すればいい。

　それよりも今日も実家に行く予定だから、準備をしないと。

　荷物をまとめていると、一希が起きてきた。彼は美琴の存在はないものとしているのか、挨拶もなしにバスルームに向かう。

　二十分ほどで出てきて、自らコーヒーを淹れて飲んだ。

「……一希、おはよう」

　そう声をかければ、彼の視線がこちらに向く。

　いつもならば、『朝食は？』と聞くところ、今日は別のことを口にした。

「今週いっぱい日中は実家に行きます。夕方六時頃には帰るようにするので」

「実家に？」

　珍しく一希が反応した。

「ええ、看病と家事を手伝いに」

　彼は険しい顔をする。

「久我山さんはどこが悪いんだ？」

「祖父の家ではなく鈴すず本もとの家の方に。弟たちみんな熱が出て大変なの」

「ああ……別に構わない、好きにすればいい」

　育った実家の話だと言った途端、一希は興味を失ったようだった。美琴の祖父については気にしても、弟たちはどうでもいいらしい。

　あからさまなその態度に残念な気持ちになる。けれどそれを隠し、美琴は一希から目を逸らした。




　実家に通って四日目になると、みんなの体調は目に見えてよくなった。

　弟たちは学校に行き、三つ子は保育園に登園した。

　静かになったリビングのテーブルで、美琴は恵美子と向かい合って座っていた。

「美琴ちゃん、ありがとうね。本当に助かったわ」

「いいの。困ったときはお互い様でしょう？　恵美子さんはいつもお父さんの面倒を見てくれているのだから」

　美琴の父は二年前に脳出血で倒れ、一度は回復したもののその後再発してしまった。二度目の出血は重症で後遺症が残ったため、未だにリハビリ施設に入っているが、美琴は家を出たので父の介護に参加できていない。その分、恵美子の苦労が増えていた。

「恵美子さん、大変でしょう？」

「確かに疲れてるけど、でもいいの。好きで結婚したのだから、彼が病気をしたってその気持ちは変わらないし、お世話を他の人に任せたくないもの」

　微笑む恵美子を見ていると、胸が締めつけられた。同じ夫婦でも、美琴と一希の関係とはあまりに違う。心から結びついているような強い絆きずなを羨ましく思った。

（私には得られないもの……きっとこの先もずっと……）

　目元が熱くなり涙がこみ上げそうになったとき、恵美子の意志のこもった声がした。

「だから店も絶対に潰さないように頑張りたいの」

「……そっか……じゃあ、洗濯とか掃除の家事サポートの人に来てもらうようにしたらどうかな？　そうしたらお店と子育てに集中できるでしょう？」

「そうしたいけどお金がかかるでしょう？　難しいわ」

「お金なら大丈夫。私がなんとかするから」

　家族を助けたいと思った。

（ここではみんなが私を必要としてくれているから）

　力になりたいと思う。それは自分自身のためでもあった。




　午後になり、三つ子を保育園に迎えに行ってから神楽邸に帰った。

　ここ数日では早めの帰宅で、午後四時三十分。

　時間に余裕ができたので久しぶりに丁寧に掃除をしようかと寝室の扉を開いた美琴は、その場で凍りつき動けなくなった。

　一希のベッドに千夜子が横たわり、美琴を挑戦的な目で見つめていたから。

「お帰りなさい」

　茫然としていた美琴は、千夜子の声にはっとして我に返った。と同時に強い怒りがこみ上げてくる。震えそうになる手を握りしめて、千夜子を見つめ問いかけた。

「なにしているの？」

「なにって、見ての通り、休んでいるのよ」

　ふざけた態度で言われ、美琴は顔をしかめた。

　部屋に入ったときは気付かなかったけれど、美琴のベッドに千夜子のものと思われるジャケットが投げ捨ててあった。千夜子はシルクのシャツを着ていたが、胸元が大きくはだけ胸の谷間がのぞいている。どう見ても、ただ休んでいたようには見えない。

　いや、そもそもなぜこの時間に彼女が一希のベッドにいるのか……。

「あなた、仕事中ではないんですか？」

「ええ、でも社長命令ですから」

「社長命令？」

「そう。俺のベッドで休んでろって」

　美琴は目を見開いた。

（まさか、そんな……一希がそんなことを言う？　いくら私を嫌っているからって）

　一希と千夜子は付き合っているのだから、当然体の関係があると分かっていた。

　しかし、それを美琴に見せつける意味があるとは思えない。一希と千夜子がなにを考えているのか分からなかった。

　それだけに対応に迷っていると、千夜子が気怠げに身体を起こす。千夜子が一希のベッドから降りるのを、美琴は不快感でいっぱいになりながら眺めていた。

　タイトスカートを穿はいてはいるが、剥き出しの足。どうしてそんな格好をしているのか、聞く気にもなれない。

　千夜子はジャケットを拾い上げると、ゆったりとした動作で羽織る。それが終わると、乱れた一希のベッドに腰かけ足を組んだ。

「あなたもタイミングが悪いわね」

「え？」

「戻りは六時頃って一希に聞いたから、ゆっくりしていたのに」

　千夜子のその言葉に、背筋が冷たくなった。

（私への嫌がらせじゃなかったんだ！）

　一希は美琴に千夜子との関係を見せつけたかったわけじゃない。美琴が不在だと思い、油断していただけなんだ。

（もしかしたら、昨日も一昨日もこの人は来ていたのかもしれない。私のベッドも触ったのかも……なんて無神経なの）

　もはや同じ人間と思えなかった。相手がどう思うかなんて気にもしない。ただ自分たちの欲望優先でやりたいようにやる。

（いえ、私が人間扱いされていないんだ）

　一希も千夜子も、美琴を人格のあるひとりの人として尊重していない。

　だからこんなひどいことができるのだ。

「美琴さん、どうしたの？　顔色が悪いけど」

　千夜子の甘ったるい声、人を馬鹿にしたような顔を見ていたら、吐き気がこみ上げてきた。美琴は口元を押さえて、トイレに駆け込む。

　するとなにを考えているのか、千夜子が追いかけてきて、閉じた扉を激しく叩たたいた。

「美琴さん、どうしたの？」

　ダンダンダンと、執拗に扉が叩かれる。

「気持ちが悪いの？　やだ、どうしよう」

　千夜子の声が耳障りで、ますます気分が悪くなる。

　嫌がらせのように続く扉を叩く音。耳を塞いで耐えていたけれど限界だった。

「うるさい！　出ていってよ！」

　ヒステリックに叫ぶ。

「美琴さん、どうしたの？　なんでそんなに怒ってるの？」

「いいから、出ていって！　目障りなの！　二度と私の前に現れないでよ！」

　こんなひどい言葉を人に対して言ったことはなかった。千夜子を攻撃しているはずなのに、変わってしまった自分自身に傷ついて涙が溢れる。

　けれど彼女にはなにも響かないようで、「あら、怖い」と言うと楽しそうに笑っていた。

　屈辱で身体が震えて止まらない。声を押し殺して泣き続けた。




　千夜子の声はいつの間にか聞こえなくなっていた。人の気配が完全にないことを確認してから扉を開ける。

　部屋はすっかり薄暗くなっており、時計を見れば針は七時三十分を指していた。

　ひどい倦けん怠たい感かんに襲われ、美琴はだらしなくソファーに座り込んだ。

　大声をあげ泣いたからか、力が抜けてしまったようだった。対照的に思考はクリアで冴え渡っている。今まで悩んでいたのが嘘のように心は凪ないでいた。

（一希も千夜子も心がない。あの人たちに思いやりや気遣いなんて必要ないんだわ）

　そう気付くと楽になった。




　しばらくすると、玄関の扉が開く音がした。続いてリビングの扉が開いたので目を遣れば、不機嫌そうな一希の姿があった。

「お帰りなさい、早かったのね」

　座ったまま声をかける。一希はその整った顔を歪ゆがめた。

「また千夜子にひどい態度をとったそうだな」

「ひどいって？」

「目障りだと言って、追い出したんだろう！」

　一希が怒りを露わにする。

「千夜子を責めるのは許さないと言ったはずだ！」

　厳しく詰められ、そういえば以前も同じようなことがあったと思い出す。

　あのときはショックで頭が真っ白になったが、今はもう心に響いてこない。

　だから自然と口にしていた。

「許してもらいたいなんて思ってない」

「なんだと？」

「それよりもここは私の家でもあるのだから、観原千夜子の出入りは今後一切認めないわ。また見かけたら追い返すから。彼女にもそう伝えておいて」

　それは、自分のものとは思えないほど冷ややかで、無感情な声だった。

　一希は美琴が反抗したことに、ひどく驚いている様子だった。

「あなたにとって彼女は誰よりも大切な人なのでしょうけど、私にとっては無神経で失礼な人にしか見えないの。二度と会いたくない」

　千夜子への嫌悪感を滲ませながら言うと、一希は再び苛立ったように声を荒らげた。

「彼女をよく知りもしないくせに、ただ気に入らないだけで拒絶するのか？　傲慢だとは思わないのか？」

「思わないし今後も拒絶するわ。彼女の内面なんて知りたくもないし……。でも一希こそ、彼女の全てを知っているって言えるの？　私への態度とか……」

「全てを知っているとは言わないが、彼女とはもう十年以上の付き合いだ、大抵のことは分かっている」

「十年以上？」

　では一希と千夜子は大学に入る前からの付き合いなのだろうか。

（一希の友達の話では大学で知り合ったってことだったけど、違っていたの？）

　一希が盲目的に千夜子の言葉を信じるのは、その年月積み重ねてきた信頼があるからなのか。

（だから私の言葉は一希に届かないの？）

　それでも、意思表示はしたいと思う。

「とても長い付き合いみたいね。だから彼女を信用していると言うのならそれでいい。でも私は彼女を受け入れられない。今後も私のテリトリーには入れないから」

「どこまでも頑かたくなだな。千夜子は俺の秘書だ。仕事で家にも来る。妻の権利を振りかざして仕事の邪魔をするのは許さない」

　一希は美琴を睨ねめつけて言う。

　脅すような低い声には迫力があるし、今までは嫌われたくなくて逆らえなかった。しかし、彼との関係を諦めた今、恐怖は感じない。

「頑ななのはそっちでしょう？　一希は観原千夜子の主張だけを信じて、私が一方的に悪いと決めつけている。今回に限らずいつも私の言葉なんて一切聞かないで、ただ責めてくるだけ。自分の言動を客観的に見てみたら？」

「……ならばお前の言い分を聞いてやる」

「さっきから言ってるわ。観原千夜子を私とこの家に近づけないで。秘書だから無理と言うなら秘書を別の人にして」

「なんだと？」

「彼女とは仕事以外でも会えるでしょう？　他の社員もそうすれば喜ぶかもしれないし」

　秘書が社長の愛人では、皆やりづらいだろう。

「他の社員が喜ぶってどういう意味だ」

「言ったままだけど。理由が思いつかないのだとしたら、一希の客観性は本当にひどいと思うわ。それで社長だなんて驚く」

　今までの鬱憤が吹き出しているのか、意地悪い言葉ばかりが次々と出て止まらない。

（ああ……私、怒ってたんだ）

　悲しむ気持ちばかりが強くて気付かなかったけれど、心の底にはいつ溢れてもおかしくない怒りが溜まっていたのだ。昔の優しい思い出すらも消し去るほどに。

　目を閉じても、一希の笑顔が思い出せない。代わりに浮かぶのは観原千夜子の蔑さげすんだ笑みと、狂気を感じる笑い声。

（この人たちと関わっていたら、私はおかしくなる）

　きっと今以上に攻撃的になり、他人を傷つけてしまうだろう。そして、その後悔に自分自身が耐えられなくなる。

「そこまで言って、ただで済むと思っているのか？」

　一希も美琴と同様、激しく怒りを覚えているようだ。

「分からない。でもお互い離婚はできないでしょう？　……次に観原千夜子が家に近づいたら、久我山の祖父に報告するから」

　一希がびくりと肩を揺らし動揺を露わにする。

（やっぱり……一希はお祖父様に弱い）

　婚約時代から今日まで、一希は久我山の祖父に決して逆らわないのだ。孫娘の婿という立場を鑑かんがみても、彼の態度には違和感を覚えた。

　だから、これまで祖父の名前を出すのはやめようと決めていた。一希の弱みをついて、自分の思い通りの結婚生活にしたいわけじゃなかったからだ。

　今となっては、そんな決意は虚しいだけだけれど。

「脅しか？」

　一希の顔色が悪い。

「どうしても観原千夜子とは顔を合わせたくないの」

　一希は眉間に深いシワを寄せて黙り込む。

　彼女を美琴に近づけない行為が、そんなに苦悩するほどのことなのだろうかと、怪訝に思いながらも次の要望を口にする。

「それから玄関脇の納戸を私の部屋にしたいの」

「納戸？　あそこは部屋としては使えない」

「それは感覚の違いだわ。私からすれば綺麗な部屋だけど」

　部屋は五畳ほどの広さがあるし、小さな窓もついている。自室として使用するのになんの不足もなかった。

「あの部屋でなにをするんだ？」

「生活を。あそこで寝起きしたり、本を読んだり普通のことをするだけ」

「寝起きって……寝室を使わない気か？」

　一希の顔に驚きょう愕がくが浮かぶ。美琴は平然と頷いた。

　一希と観原千夜子が抱き合った寝室で眠れるわけがない。

　彼のベッドを見ると、乱れた姿で横たわっていた千夜子の姿を思い出し、吐き気が襲ってくるのだから。










懐かしい人




　美琴の私物は、玄関近くの納戸部屋に全て移した。

　もともとそれほど物を持っていないので、納戸部屋が狭くなることはなかった。

　ただの白壁に、チーク材のフローリング、照明はダウンライト。飾り気のない部屋でも、扉を閉めてひとりになるとほっとした。

　一希と仲のいい夫婦になるという希望は粉々に砕け散ったが、代わりに自由を手に入れた気になっていた。

　傷つけられ、傷つけたけれどもう涙は出なかった。




　翌朝。久々にぐっすりと眠った美琴は、六時に目を覚まし自分の身支度をしてからコーヒーを落とした。

　よい香りがリビングダイニングいっぱいに漂う頃、一希が寝室から出てきた。

「おはよう」

　昨夜の争いなどなかったかのように挨拶をすると、一希は意外そうな顔をした。

　無視されるかと思っていたけれど、彼は美琴を観察するように眺めて言う。

「あんなところで眠れたのか？」

「いつもよりぐっすりと眠れました。結構快適だった」

　正直に答えると、一希は不満そうに眉根を寄せた。

（私が音ねをあげると思っていた？）

　思い通りにいかないから腹を立てているのだろうか。

「朝食になにか作りましょうか？」

　答えは予想がついているが、あえて聞く。

「必要ない」

　素っ気ない返事。

　美琴は気にした様子もなく頷くと、食事のことなどもう忘れたように話題を変えた。

「日中、外出します」

「また、実家か？」

「いえ、買い物に。新しい部屋に必要なものを揃えないと」

「……好きにすればいい」

「私が留守だからって、観原千夜子を入れないでね」

　一希は、嫌悪感を隠さず苛立たし気に美琴を睨む。

　その視線をさらりと受け流し、美琴は自分の小さな城に戻った。

　昨夜、自分なりに考えて決めたルールがある。

　後継を作るという条件を果たす目め処どがたたない今、離婚は難しい。円満離婚でないと、祖父の怒りを買い実家への援助は止まり、弟たちの生活が困窮する。

　感情優先で、ここを飛び出すのだけは駄目だ。一希に歩み寄る気持ちはもうないけれど、妻としての義務はきちんと果たすと決めていた。

　ただし、これまでのように限界まで我慢するのはやめる。嫌ならはっきり言う。

　夫を気遣うよりも、自分を守ろうと決心したのだ。




　家庭内別居のような暮らしは、想像以上に快適だった。

　一希とはほとんど顔を合わせなくなっていた。美琴が納戸部屋にこもっているからだけではなく、彼が帰宅しない日がだんだんと増えていっているからだ。

　堂々とした外泊。当然、美琴に連絡はない。

（観原千夜子の部屋に泊まっているの？）

　それともどこかに部屋を借りて、一緒に暮らし始めたのだろうか。

　心の奥深くが軋きしむのを感じたけれど、すぐに考えるのをやめた。また、一希に抗議する気もなかった。

（約束通り、観原千夜子が私に近づかなくなったのだから）




　十二月上旬の週半ば。

　ひとりでの簡単な夕食を終えて片付けをしていると、玄関の鍵が開く音がした。

　驚いて時計を見れば、午後の八時十五分。一希の帰宅には考えられない時間だ。

　そもそもここ一週間、家に寄りついていなかったのだし。

　途中だった洗い物のスピードを上げたところで、リビングの扉が開き一希が現れた。

「……お帰りなさい」

　一希はとても疲れた顔をしていた。目の下にはクマがあるし、肌が荒れている。

「食事はしてきたの？」

「いや……不要だ」

　歯切れ悪く答えた一希は、「話がある」と言い、ソファーにどさりと座り込んだ。

「話？」

　よい内容とも思えず警戒していると、一希はビジネスバッグから白地に金の細工のついた封筒を取り出し、ローテーブルに置いた。

「柿かきノ木き家で大きな集まりがある」

「柿ノ木製薬の創業者のこと？」

「そうだ。先日会長を退いたが、今までの功績を称たたえて祝いの席を設けるそうだ。俺たちも招待されている」

「私も？　それは招待状なの？」

　ローテーブルの封筒に手を伸ばす。

「そうだ。正式なパーティーは基本的に夫婦同伴だからな」

「……分かった、準備しておくわ」

　名ばかりとはいえ、美琴は一希の妻だから義務は果たさなくてはならない。

「先に言っておくが、その集まりには千夜子も出席する」

「ど、どうして？」

　パーティーは妻同伴と言ったそばから、なぜ彼女を連れていこうとするのか。

（まさか、三人で行こうとでもいうの？）

　そうだとしたらひどい屈辱だ。ふたりへの怒りがこみ上げてくる。

「彼女を連れていくなら私は不要でしょう？　妻役がふたりもいたらおかしいもの」

　美琴の張り詰めた声に、一希は眉をひそめる。

「なにを言っている？　千夜子は観原家の人間として招待されているんだ。俺の同行者になれるわけがないだろう？」

「え……そうなの？」

「お前がいくら不満を言っても、千夜子が出席するのに口出しはできない。当日顔を合わせたとしても、間違ってもこの前のような態度はとるな」

「言われなくても、分かってるわ」

　一希の言う通り、その状況ならば美琴が介入できることではない。

　テーブルの上の招待状を取り中を確認すると、日付は一週間後と迫っていた。

　……なにかが起こりそうな気がする。

　嫌な予感に、美琴は気持ちが沈むのを感じていた。




　柿ノ木家のパーティー当日。

　相変わらず外泊続きだった一希も、この日は早い時間に帰宅した。

　お互い構うことなくそれぞれの部屋で支度を進める。

　美琴のドレスは紺色のレース素材のもの。スカートは膝下丈で、デコルテもレースで覆っており、露出度が少ない。地味とまではいかないけれど、目立ちもしないだろう。髪はヘアサロンへは行かず自分でシニヨンアレンジにした。

　一方、一希は光沢のあるライトグレーのスーツで、色味の違うシャツとのグラデーションが絶妙な装いだった。艶のある黒のストレートミディアムの髪は、いつもよりもしっかりとセットされている。隙なく決まった一希の姿に一瞬目を奪われたけれど、すぐに目を逸らし素っ気なく言った。

「用意ができたわ。いつでも出られるから」

　一希は美琴に目を向けると、特になんの感情も浮かばない顔で「ああ」と頷き、座っていたソファーから立ち上がった。もう出るということなのだろう。

　彼のあとに続き玄関を出ると、運転手付きの黒塗りの車が停まっていた。一希が仕事で使っている車で、いつもは千夜子が同乗している。

　嫌な気持ちになりながら広々とした後部座席のシートに収まると、車は静かに走り出した。

　運転席と後部座席の間には、パーティションがあり、実質ふたりきりの状態だ。

（この空間に一希とふたりきりなんて息が詰まる）

　一希も美琴と同じ思いなのか、窓の外に視線を投げている。

　無言のまま時は過ぎ、あと少しで柿ノ木邸に着くという頃、一希がようやく口を開いた。

「車を降りたらわきまえろ。分かってるな？」

「どういう意味？　……言いたいことがあるなら、はっきり言ってもらえますか？」

「今みたいな刺々しい態度はやめろ。周りに余計な気を使わせる。それから千夜子に会っても噛みついたりするな」

　漆黒の瞳に冷ややかに見つめられ、美琴は顔をしかめた。

（まるで私が悪いみたいな言い方……。もとはといえば、一希と観原千夜子のせいなのに）

　不満がこみ上げたがぐっとこらえた。車がスピードを落とし始めたからだ。おそらくもう到着するのだろう。今は争うことはできない。

「分かっているわ」

　苛立ちを抑えながら、諦めて言った。




　車寄せに停まった車から、一希のエスコートで降りる。

　彼に触れるのはあまりに久しぶりで、緊張した。

　柿ノ木邸に入ると一希はにこやかな笑顔になり、すれ違う人々と挨拶を交わしていく。多様な企業を傘下に置く神楽グループの御曹司である彼には、近寄る人があとを絶たない。主催者並みの注目を浴びているようだった。

　当然妻の美琴も注目される。一希の腕に手を添えながら、そつなく会話をこなす。

　このような場には不慣れだけれど、結婚前にマナー教育と神楽家の交友関係は叩き込まれており知識はある。はたから見ればおかしなところはないはずだ。

　一希とふたりで、主催者への挨拶も終えると歓談の時間になる。

　彼は旧友に会ったとかで、美琴の知らない男性と楽しそうに話し始めていた。

　少し離れた場所でその様子を眺めていた美琴は、複雑な気持ちになった。

（一希、明るい笑顔で楽しそう……。しかめ面をしているのは、私の前でだけなんだ）

　そういえば、幼い頃の一希はいつも気さくで明るく面倒見がよかった。

（私が嫌われてるだけなのね）

　美琴にとってはひどい夫である一希も、他者から見れば素晴らしい男性なのだろう。

　やりきれない気持ちで、ウエイターから差し出されたカクテルを飲みながら会場の隅にあるソファーで休憩していると、ふと一希の姿が消えていることに気がついた。

　キョロキョロと辺りを探るもどこにもいない。

（どこに行ったの？　……まさか！）

　まだ観原千夜子を見かけていない。彼女が来て一希に声をかけたのかもしれない。

　美琴は衝動的にソファー席から立ち上がると、人の少ないテラスの方へ足を進めた。

　ふたりが会っているとしたら、人ひと気けのないところだと思ったからだ。

　テラスから続く中庭は、灯りが抑えてある。

　そちらの方に向かおうとした美琴を、聞き覚えのない声が呼び止めた。

「美琴？」

　ここで美琴を呼び捨てにする者はいないはずだ。驚き振り返ると、視線の先には長身の男性が佇んでいた。

　アッシュブラウンの柔らかな髪に、くっきりとした二重の目。高い鼻梁にすっきりした口元。ダークカラーのスーツに、鮮やかなブルーのタイがよく似合っていた。

（この人が私を呼んだの？　……でも、誰だっけ？）

　ハーフのような華やかな印象の彼は、一希とはまた違ったタイプの美形だ。けれど親し気な笑顔に親近感が湧く。

　しばらく考えて、はっとした。

「もしかして、葉は月づき慧けい？」

「そう、久しぶり」

　懐かしそうに言う長身の男性を見つめながら、美琴の意識は過去を遡さかのぼっていた。

　葉月慧――中学時代のクラスメイトで、二年のときに同じクラスで親しくしていた。だから彼のことはよく覚えている。

「本当に久しぶりだよね。かなりイメージが変わったから、すぐには分からなかったよ……。どうしてここにいるの？」

「どうしてって、招待されたからだけど……時間あるならそこで話さないか？」

　慧はテラスに設置されたテーブルセットに目を遣る。

　一希のことが気になったけれど、思いがけず十年ぶりに会った同級生とこのまま別れたくない。

　美琴は了承して、慧とテーブル席に向かった。

「こんなところで再会するとは思わなかったな」

「ほんと、ここで昔の知り合いに会うなんて驚いた。もしかして慧は名家の御曹司だったりするの？」

　美琴の発言に、慧は苦笑いを浮かべた。

「御曹司って柄じゃないけどな。まあ、実家はそれなりだよ。葉月ホテルって知ってるか？」

「知ってるよ。全国展開しているホテルでしょう？」

　一泊十万以上する高級ホテルから、リーズナブルなビジネスホテルまで、幅広い客層をターゲットにしている大手の会社だ。

「そこが俺の家」

「えっ？　すごいじゃない！」

「美琴こそどうしてここに？　その格好なら招待客だよな？」

　今度は慧が質問してきた。

「夫が招待されていて、私はその同伴」

「え？」

　慧は美琴が結婚していると聞いて、驚愕の表情を浮かべた。

「さっき、夫と挨拶回りしていたんだけど、見かけなかった？」

「俺は仕事で少し遅れて、来たばかりなんだ」

「そう。神楽一希って知ってるでしょう？　彼と結婚したの」

　そう告げると、慧はさらに衝撃を受けたようで、「嘘だろ？」と呟いた。

「神楽さんは旧華族久我山家の令嬢と結婚したって聞いたけど」

「それ、私のこと。久我山俊三は私の祖父で、一希とお見合いして結婚したの」

「美琴が、久我山俊三の孫？」

「……やっぱり、驚くよね」

　慧が御曹司だったのは意外だったけれど、慧からしたら美琴が久我山家の娘だという方が驚きだろう。

「まあ……お前、お嬢様の気配ゼロだったからな」

「それは、お互い様だよね」

「ほんと、驚きだな」

　とりあえず落ち着こうと、ふたりともドリンクで喉を潤す。

「ところで、神楽さんはどこにいるんだ？」

「それが、見失ってしまって。彼を捜してたの」

「そうなのか？　じゃあ俺が邪魔したってことだな」

「いいよ。こんなところで昔の友達に会うなんて驚いたけど、嬉しかったし」

　美琴がそう言えば、慧も屈託なく笑う。

「そうだな。俺も見かけたとき驚いたよ、まさか？って」

「私のことはすぐに分かったの？」

「ああ、美琴変わってないし。だから人妻だなんて未だに信じられない」

「そうかな？」

　少し複雑な気持ちになった。

　十年ぶりに会ったのに、少しも変わっていないのは問題がある気がする。

　人妻らしくないのは、ちゃんとした結婚生活を送っていないからかもしれないけど。

「神楽さんとはどうやって知り合ったんだ？」

「結婚を決めたのは祖父なの。いわゆる政略結婚かな」

「そうなのか？　美琴もだけど、あの神楽さんが政略結婚だなんて意外だな」

　慧はしみじみと言う。

「意外って、慧は一希と親しいの？」

「いや、挨拶したことがあるくらいだ。神楽さんは有名だから、噂はよく聞くけどな」

「どんな？」

　美琴は一希の外での様子をほとんど知らない。だから興味が湧いたが、慧は言葉を濁した。

「ただの噂だよ。奥さんに言うことじゃない」

「つまり、よくない噂なの？」

「良いも悪いもあるし、なにが真実かも分からない。気になることがあるなら本人に聞けよ。神楽さんは無口なイメージだけどかわいい妻の頼みなら聞いてくれるだろ？」

　慧は一希と美琴の仲が険悪だなんて、想像もしていないようだった。

　久しぶりに会った友人に夫婦仲が悪いのを話すのもためらわれ、返事をしかねていると背後からよく知る声で呼びかけられた。

「美琴」

　はっとして振り返ると、予想通り一希がいた。いつも通りの不機嫌さを浮かべた表情で、千夜子を伴っている。

（やっぱり観原千夜子と一緒だったんだ）

　分かっていたことなのに、不快感がこみ上げてくるのは抑えられない。

　千夜子が美琴へ向ける挑戦的な視線も苛立ちのひとつだった。

　彼女が視界に入ることが耐えがたかったけれど、ぐっとこらえて一希を見つめた。

「どこに行っていたの？」

　まるで罪を追及するような厳しい声が出た。一希が僅かに顔をしかめる。

　それでも慧の目があるからか、冷ややかな言葉を投げつけてくることはなかった。

「彼女から仕事の報告を受けていた。他人に聞かれたくない内容だったから、外に出たんだ」

「そう。私はそれを知らなかったから、あなたを捜していたんだけど。同伴しておいてひと言もなく置いていくのは非常識ではないの？」

　一希と千夜子がふたりで並ぶ姿を見たことで、自分でも制御できない感情が湧いてくる。家ではどんなに蔑ないがしろにされても、こんな風にならないのに。

（観原千夜子がいるから……）

　彼女の存在が、美琴から冷静さを奪うのだ。このままではもっと攻撃的なことを口走ってしまいそうだと感じたとき、慧の声が割り込んできた。

「神楽さんお久しぶりです」

　慧の声は、緊迫した場に不似合いなほど明るい。それが美琴に客観性と冷静さを思い出させてくれた。

（いけない……落ち着かなくちゃ）

　一希から目を逸らし、小さく息を吐いている間に一希と慧の会話が進んでいく。

「君は……葉月ホテルの」

「葉月慧です。ご無沙汰しております」

「ああ、今日はひとりなのか？」

「はい。一応葉月家の代表として来ました。こういう場はいつもは父と兄に任せているので戸惑っていたところ、彼女を見かけたので声をかけたんです」

「……なぜ美琴に？」

　それまで作ったような笑顔だった一希の顔に、僅かながら警戒が浮かぶ。

　慧はそれに気付かないかのように朗らかに言った。

「俺たち同級生なんですよ」

「同級生？」

「ええ、中学のときの。十年ぶりの再会だよな」

　慧は、後半は美琴に視線を向けて楽しそうな声で言う。

　返事をしようとした美琴ははっとした。彼は笑顔なのに目が笑っていないのだ。

（機嫌が悪い？　でもどうして？）

「……慧、どうしたの？」

　小声で問うと、彼はほんの少しだけ目元を緩ませる。どうやら美琴に対して怒っているわけではなさそうだ。慧は一希に、それまでと同じ口調で言った。

「神楽さん、もう少し美琴さんと昔の話をしたいんですけど、いいですか？」

　思いがけない慧の申し出に美琴は動揺する。一希を見れば、不満顔を隠しもしていない。けれど慧は構わずに続けて言う。

「神楽さんはまだ仕事の話があるんですよね？　秘書を同行させているくらいなんだから」

「秘書を同行させているわけではない。彼女は招待客としてここにいる」

　一希は千夜子をかばうように言う。

「仕事の話をしていたと神楽さん自身が言っていたじゃないですか。それとも今からはプライベートな話をするんですか？」

　慧の口調は明るく軽いけれど、明らかに一希を苛立たせていた。

　こんな態度を取ってしまって大丈夫なのかと心配になる。神楽グループの地位権力は強く、大抵の人は彼にとても気を使うのに。

「慧……」

　止めようと、彼の腕を引く。すると、その様子を見ていた千夜子が口を挟んできた。

「随分と仲がいいのですね」

　はっとして千夜子を見れば、彼女は美琴に対するものとは違う、感じのいい笑顔を慧に向けていた。今の台詞も彼に向けて言ったようだ。

「……同級生ですからね」

　慧はかなり素っ気ない。誰にでも友好的だった彼の態度とは思えずに、美琴は戸惑う。

　千夜子は気にした様子もなく微笑んだ。

「ごめんなさい、ご挨拶がまだでしたね。わたくし、観原千夜子と申します。神楽一希の秘書でもあります」

　慧に歓迎されていないと分からないはずがないのに、千夜子は堂々と名乗る。

「葉月さんのご活躍は聞き及んでいますわ。ご実家のホテル業とは別に、個人的に新たな会社を立ち上げられたとか……」

（この人、本当に自分に自信があるんだ……）

　そして、一希は完全に自分の味方だと信じている。だから堂々と会話に割り込み、自己主張できるのだ。

　確かに、頭は切れるのだと思う。慧の仕事まで把握しているところから、勉強も欠かしてないのだろう。彼女なりに努力はしているのかもしれない。

（でも、私は認められない）

　今、この場で妻である美琴の存在を無視し、一希の隣に当たり前のように立つ。

　その態度が厚かましく、妻を傷つけているのだと、どうして一希は気付かないのだろう。

（もしかして、慧も？）

　艶やかに微笑む千夜子に絆ほだされてしまったのだろうか。

　不安になりながら、慧の様子を窺う。慧は先ほどと表情を変えていなかった。

「ご丁寧にありがとうございます。観原さんも招待客とのことですが、観原家と柿ノ木家に交流があるとは知りませんでした」

　淡々と言う慧に、千夜子は少しだけ顔を曇らせた。

「ええ……最近のお付き合いなので」

「そうなんですね」

　慧はそう言ったきり黙ったので、千夜子との会話は広がらなかった。

　不満そうな千夜子を隣で見ていた一希が、慧に言った。

「仕事の関係者と話すので、その間、美琴を頼みます」

「喜んで」

　慧は今度は笑みを浮かべて答える。

　一希は慧から視線を外すと、美琴を見つめた。

「あとで迎えに来る」

「……分かった」

　小さな声で答えると、一希は千夜子を連れて室内に入っていった。

　結局、千夜子は美琴に挨拶ひとつしなかった。

　近づくなと言ったのは美琴だけれど、この状態で無視をされるのも不快だった。

　かといって、彼女から話しかけられても苛立つだけだろう。

　複雑な気持ちでふたりの後ろ姿を見送っていると、慧の溜息が漏れ聞こえてきた。

「ごめんね。変なところ見せちゃって……」

「気にするな……それより向こうに行こう」

　慧は突然、美琴を室内に促す。

「え、慧？」

（まさか、一希たちを追いかける気？）

　そう思い慌てたけれど、慧が向かったのは、軽食と飲み物が用意されている休憩室で、中には二組の老夫婦がいるだけの比較的静かなところだった。










結婚の理由




　慧は部屋の隅にある三人掛けソファーに、美琴を連れていった。

「腹減った。俺なにも食ってないんだ、美琴は？」

「私はいいよ、お腹すいてないし」

　あんな出来事のあとに食べる気になれない。

「少しは食えよ。身体に悪いぞ」

「……分かった」

　慧が心配してくれているのが分かったので、美琴は素直に従った。

　サンドイッチとアイスティーを取り、ソファーに戻り少し間を空けて座る。慧は早速サンドイッチにかぶりつき、時折美琴にも食べるよう促す。

　美琴が二切れ食べ終えると、しみじみと言った。

「苦労してそうだな」

「え？」

「結婚生活うまくいってないんだろ？」

「……分かる？」

「すぐに分かった。神楽さんが来たとき、美琴、鬼みたいな顔してたし。修羅場が始まるんじゃないかって焦った」

　冗談ぽく言う慧に、美琴も脱力して笑う。

「鬼ってひどい、それに全然焦ってなかったでしょ？　澄ました顔してたよ」

　慧はふっと笑みをこぼす。それから不意に真面目な顔を見せた。

「俺、美琴から結婚したって聞いたとき、神楽さんが美琴を見初めたのかと思ったんだ」

「どうして？　政略結婚だって言ったでしょ？」

「けど客観的に見て、神楽家が久我山家と姻戚関係になってもメリットがないから」

「メリットがない？」

　首を傾げる美琴に、慧が頷く。

「こういう言い方をしたら悪いけど、もし神楽家が旧華族の血筋の女性を妻に迎えたいなら、美琴より条件のいい相手がいたはずなんだ」

　慧の言葉に美琴は黙り込んだ。その通りだと納得したのだ。

　戦後事業を広げ今の財産と地位を得た神楽家は旧華族の血筋ではないが、久我山家より格式が上の家との縁談も可能だったろう。

「でも本当にお見合いなの。祖父が神楽家と昔から付き合いがあるから、それで話がまとまったのかな……」

　慧は深刻な表情になった。

「分からないが、さっきのあの人の目は妻に向けるものじゃない。まるで美琴を警戒しているように見えた」

　美琴は小さく息を呑む。

（事情を知らない慧が気付くほど一希の態度はひどいんだ）

　諦めていたはずなのに、胸に痛みが広がっていく。

「神楽さんの秘書はいつもああなのか？」

「どういう意味？」

「あの人の態度だよ。美琴を完全に無視していた。神楽さんもそれを容認しているようだし、彼女を相当気に入っているように見えた」

　慧の口調には苛立ちが滲んでいた。それに、一希と観原千夜子の関係が普通ではないと気付いている。

「慧の言う通り、一希は彼女を特別に思っているみたい」

「やっぱりそうか。今日、観原家が招待されているのも違和感があったんだ。でも神楽さんの根回しがあったのだとしたら納得だな」

「……彼女が出席できたのは一希の力ってこと？」

　千夜子を同伴すると美琴が怒るのは明らかだから、わざわざ招待客として同席できるように計らったのだろうか。

（そこまでして一緒にいたいの？　……あんまりだわ）

　底がないほど傷ついていたと思っていたけれど、そうではなかった。あのふたりはどんどん美琴を追い詰めてくる。

　無意識に怖い顔をしていたのか、慧が気遣うように声をかけてくれた。

「美琴、大変な状況みたいだけど、あんまり無理するな。困ったことが起きたら、力になるからいつでも相談してこいよ。これでも結構頼りになるんだからな」

「……ありがとう」

　慧の言葉に励まされ、荒すさんだ心が少しだけ和らぐ。

　別れ際に連絡先を交換したとき、味方ができたような心強さを感じた。




　一希はひとりで迎えに来た。

　千夜子を伴っていたらと警戒していたが、彼女の姿は見当たらなくほっとする。

　迎えの車に乗り込み無言で外の景色を眺めていると、意外にも一希が話しかけてきた。

「葉月慧とは、どんな関係なんだ？」

　少し驚きながら、視線を一希へと移す。

「さっき聞いてなかったの？　中学校のときの同級生だけど」

　一希は探るように、スッと目を細くする。

「それだけか？」

「……どういう意味？」

「十年ぶりの再会とは思えないほど、親しそうに見えた」

　いつものことだけれど、一希の口調は冷ややかで、美琴への敵意を感じるものだった。違うのは美琴を無視するのではなく、自分から関わってこようとしているところ。

「どうして彼を気にするの？」

　美琴の言葉に一希は僅かに顔をしかめる。

「自分の妻の交友関係を確認するのは当然だ」

「妻って……」

（今さら、なにを言ってるの？　妻扱いをしてこなかったのは一希の方なのに）

　初夜に放置され、その翌日には愛人を家まで迎えに来させた。普通では考えられない屈辱を与えられた。

　それ以降も歩み寄ろうとする美琴を拒絶し続けたのは一希の方。それでも耐えてきたのに、千夜子を家に……それも寝室のベッドにまで連れ込んでいたのだ。

（私を妻だなんて思っていないくせに）

　理由は分からないが、慧のことが気に入らないのだろう。都合がいいときだけ、夫の権利を主張するずるさに怒りがこみ上げる。

　感情的に責めたい気持ちを理性で抑え、美琴は一希を冷ややかに見据えた。

「私の交友関係に口出ししないで」

「なんだと？」

　一希が眉をひそめ、車内は険悪な空気で満たされていく。

「私だって、一希の付き合いに意見していないでしょう？」

「だから、自分の行動にも干渉するなと言うのか？」

　一希が苛立っているのは明らかだった。

「そうだけど」

　怯まずに言い返せたのは、美琴の中に消えない怒りが燻くすぶっているからだ。

　一希は大袈裟な溜息をついた。

「お前は神楽家の人間になった。考えなしの行動で、家名に泥を塗ることは許さない」

「慧と仲良くすることのどこが、神楽家の恥になるの？」

　彼は家柄もよくしっかりした人だ。

「公の場でふたりきりで長く過ごしていたのが問題だ。ただの友人同士だとしても、周りはそうは受け止めない」

　美琴は信じられない思いで目を瞠みはった。

「なにそれ？　私と慧が不適切な関係に見られたって言いたいの？」

「そうだ。少し考えれば分かるだろう」

　一希は軽蔑したような目をして頷く。

　その視線を受け止めた美琴は、驚愕から怒りへと感情が動いていくのを感じた。

　そして、怒りは呆あきれへと変わっていく。

「……一希がそれを言うなんておかしいわ」

　美琴はクスクスと笑いながら、言い放った。

「みっともない真似をしているのは一希でしょう？　常に愛人を侍はべらせてるんだから」

「なにを言ってるんだ？」

　一希はうんざりとした目を美琴に向ける。

「ごまかそうとしているの？　今さらだけど。寝室で鉢合わせたこと聞いてるんでしょう？」

「寝室？　……なんの話だ」

　怪訝そうな表情の一希に、美琴は違和感を覚えた。一希が本当に戸惑っているように見えたのだ。

（まさか知らないの？　……いえ、あのときのことは観原千夜子に聞いてるはず。だって、私が彼女に目障りだって言ったのを知って怒っていた）

「知らないふりをしてやり過ごせると思わないで。観原千夜子が一希のベッドにいた事実は変えられないんだから」

　一希は美琴の苛立ちのこもった言葉に反応して口を開きかける。けれど彼がなにかを言う前に美琴はさらに言い募った。

「観原千夜子が一希の愛人なのは結婚前から知っていたけどね。でも結婚後も堂々と家に出入りするとは思わなかった。ふたりともよほど私を馬鹿にしてるのね」

　言葉にするたびに、蓄積してきた怒りがぶり返すようだった。

　一希を見る目がどんどん厳しくなっていく。

「馬鹿な勘違いはするな。千夜子は愛人なんかじゃない」

　あまりの往生際の悪さに、美琴は息を呑んだ。

（どうして認めないの？　行動は隠しもしないのに）

「結婚式の少し前にあなたと彼女の共通の友達が訪ねてきて教えてくれたわ。ふたりは恋愛関係にあるって。一希は私と結婚しているのだから、観原千夜子は愛人になるじゃない」

「友人？　誰だ！」

「学生時代の友人だって言ってたけど。昔から公認の仲のふたりの間に私が割り込んだって責められたの。でもおしゃべりな友人に怒るより早く認めたらどうなの？」

　口を閉ざし、彼の返事を待つ。

　不倫を認めたあとどうするか決めていない。それでもはっきりしたい気持ちが大きかった。

「千夜子は愛人じゃない」

　一希の返事に美琴は失望して項うな垂だれた。

（正直に話す誠実さもないんだ）

　虚しさに苛まれながら美琴は一希に冷ややかな声で告げる。

「そう……どうしても認めないのね。だったら彼女が一希のベッドに寝ていたのはどう説明するの？」

「……それはいつの話だ？」

「忘れたの？　私が実家に通っていた頃。私が彼女に目障りだと言ったと、あなたが怒った日よ」

　一希は記憶を探っているのか、眉間にシワを寄せる。しばらくすると、強気な表情で美琴を見た。

「あの日は視察で名な古ご屋やにいた。朝出たきり家には立ち寄っていない」

「そんなの信じられるわけないでしょ？　一希がいなければ彼女が家に入れるわけがないじゃない。事実、鉢合せをしたんだから」

　こんな穴だらけの、すぐに論破される言い訳をするような人だったのかと、失望が深くなる。

「あれは美琴が家から出てきたからだろう？」

　一希は悪びれずに言う。その言葉に美琴は表情を険しくした。

「私が家から出た？」

「そうだ。あの日、俺は第一秘書を連れて視察に出ていた。千夜子はオフィスに残って仕事をしていたが、急ぎの用件があり家に行ってもらったんだ。母屋だから問題ないと思った。だがお前が予定より早く帰ってきて、千夜子を責め立てたんだろう？」

「……観原千夜子がそう言ったの？」

　低い声が出た。一希が不快そうな顔で頷く。

「それをあっさり信じたんだ。前から思っていたけど、本当に彼女の言いなりね。自分の頭で少しも考えないの？」

「千夜子が嘘をついたと言うのか？」

「そう。完全な嘘よ。私が彼女と会ったのは離れの寝室。しかも乱れた格好で一希のベッドに横たわっていたわ」

　一希が目を見開く。

「ありえない。千夜子を侮辱するな！」

「侮辱されるような真似をするから悪いんじゃないの？　一希が私の言葉を信じないのは分かったわ。でも私も一希の話を一切信じない。名古屋に行ってたなんて嘘でしょう！　あの日、一希と観原千夜子は仕事中に家で不貞行為をしていたのよ。私の帰りが遅いのを知っていたからね」

「違う！　いい加減にしろ」

　怒りを露わにする一希にもう愛情は感じない。あんなに好きだったのに、悲しいほど気持ちが冷めてしまっていた。

「私は自分が見たことを信じる。一希が観原千夜子との関係を否定するのは自由だけど、どう見てもふたりは愛人関係だわ。今夜のパーティーだって、一希が手を回して彼女を招待客にしたのでしょう？　私が文句を言えない状態にして一緒に出席するためにね」

「違う！」

「どうして必死に否定するの？　結婚してからのあなたは私に対して驚くくらい冷たかった。それは彼女の存在があるからでしょう？」

「違うと言っているだろう？」

　美琴は呆れたように肩をすくめた。

「違うって、まさか私への態度が普通だったと思ってるの？」

「……そうじゃない、だが千夜子とは別問題だ」

　一希はそれまでより勢いをなくした声を出す。どうやら美琴への態度がひどかったのは自覚しているようだ。それでも千夜子との関係は認めない。

「話すだけ無駄みたい……もういいわ。一希は観原千夜子と好きにすればいい。でも公認したわけじゃないから私の視界に入らないようにして。それから私の交友関係には一切口出しをしないで。もし介入してきたら、彼女との不貞をお祖父様に報告するわ」

　そう宣言すると一希から視線を外し、車窓に向ける。

（一希の考えが分からない……）

　なぜ、ここまで頑なに否定するのか。普通に考えれば、愛人を持ちながらも妻が大切で離婚したくないからだろうけど、一希に限っては当てはまらない。千夜子のことがなくても明らかに美琴を嫌っているから。

（観原千夜子を守っている？）

　彼女を不名誉な噂からかばいたいのだろうか。

（今さら無駄だと思うけど）

　今夜のパーティーでも、ふたりが寄り添っているところを多くの人が目にした。皆、感心がないようにしながらもしっかりと見ていたはず。会社でだって似たようなものだろう。

（とにかく一希がなにを企んでいるのか調べなくては）

　背中に突き刺さるような彼の視線を感じながらそう決意した。




　気まずいまま自宅に帰り着いた。

　美琴はすぐに玄関脇の自分の部屋に入り、鍵をかけた。

　ひとりになると、ほっとする。

　久我山の祖父の名前を出すと一希は黙るが、視線が険しくなるのも分かっていた。

　かなりの怒りを感じているのを、理性でこらえているように見える。

（一希の考えが分からない）

　家の力関係は神楽家の方が上なのに明らかに祖父に気を使っていて、美琴を嫌いながらも、離婚を言い出す気配はない。

　祖父と一希の間に、なにか事情があるのだろうか。

　でも一希も千夜子も、現状に満足しているとは思えない。

（なにかの機会を窺っているの？）

　ある日突然、『離婚するから出ていけ』とでも言われるのだろうか。

　……今頃になって気がついた。

　一希がもし、円満離婚を望んでなかったら？　話し合いではなく、強引に追い出そうとしてきたら……。一希ならいずれ祖父との間にある問題を解決して、美琴に不利な離婚に持ち込むことも可能な気がする。

（油断しちゃ駄目だ）

　弟たちの暮らしを守るために、必ず有利な条件で離婚する必要があるのだから。




　考え込んでいると、スマートフォンから着信を告げる音がした。確認すると慧からメッセージが届いていた。

【久しぶりに会えてよかったよ。なにかあったら協力するから気軽に連絡しろよ】

　短い文だけれど、気遣いを感じる。

【ありがとう。私も会えて嬉しかった。またゆっくり話したいね】

　すぐにメッセージを返信した。

　一希との言い合いで荒んだ気持ちが、少しだけ和らいだ。




　翌日。五時に目覚めた美琴は、身支度をしたあとキッチンでコーヒーを淹れてから自室に戻った。

　美琴の使っている納戸部屋の広さは五畳弱。長方形で一辺の壁に小さな窓がある。その窓の下にベッドを置いていた。

　他には洋服をしまうための箪たん笥すと、小さな机に本棚。必要最低限の家具だが、これ以上は置くスペースがない。それでもひとりの空間は快適だ。

　美琴はベッドに腰かけ、コーヒーをゆっくり飲む。

　朝食を作らなくなってからは、こうして一希が出社するまで自室にこもっている。顔を合わせない方がお互いのためだからだ。

　彼は美琴が朝食を作らなくても見送りに出なくてもなにも言わない。むしろほっとしているのだろう。毎朝、挨拶もなしに家を出ていく。

　それだって前日に帰宅した場合の話だ。数日無断外泊は当たり前で、美琴とは滅多に顔を合わさない。

　家庭内別居、仮面夫婦。美琴と一希の関係を表すのに相応しい言葉だ。

　しばらくすると物音が聞こえてきた。一希が起きてシャワーを浴びにバスルームに行ったのだろう。その後はコーヒーを飲み、迎えの車に乗って出社する。

（そういえば、一希は私が淹れたコーヒーだけは飲む）

　先に美琴がコーヒーメーカーを使ってしまうので、仕方なく飲んでいるのかもしれないが、意外でもあった。

　ぼんやりと一希が出ていくのを待っていると、思いがけず扉を叩く音が聞こえてきた。一希が美琴の部屋をノックするのは初めてだ。

　昨日の今日なので警戒しながら扉を開く。そこには、スーツ姿の一希が険しい表情で佇んでいた。

「……おはようございます」

　不穏な空気を感じながらも、顔を合わせたからには挨拶をする。

　一希は無言で頷いた。

「今日は早く帰ってくる」

「そう、夕食は必要？」

　美琴は内心動揺しながらも、それを隠して答える。

「必要ない」

「分かりました」

　以前は家で食事をしてほしくて、頼まれてもいないのに毎日用意していた。

　でも今となってはそんな気になれない。いらないのならそれでいいと思ってしまう。

「昨夜話していた友人の件だが、写真を用意するから特定してくれ」

「一希と観原千夜子が付き合っていると教えてきた人？」

「そうだ。このままにはしておけない。美琴に近づいたのが誰だったのかを知りたい」

　一希は、友人に対して怒りを覚えているようだった。

（でも、犯人探しをするなんて、やりすぎじゃない？）

　濡れ衣を着せられたわけでもないのに、なぜこだわるのだろう。

「犯人探しをしたって無駄じゃない？　だって事実なんだから」

「まだそんなことを言ってるのか？　事実ではないから、おもしろ半分でくだらない噂を流したのが誰かを確かめ、釘を刺す必要があるんだ」

　一希は、かなりイライラしているように見えた。もう出なくてはならない時間なのに動く素振りはなく、強張った顔で美琴の返事を待っている。

　そんな態度に不審感を覚えたけれど、ふと気がついた。

「そんなに彼女が愛人扱いされるのが嫌なの？」

　うんざりした気持ちになりながら投げやりに言うと、一希は不快そうに眉をひそめた。

「どういう意味だ？」

「執拗に犯人探しをするのは、観原千夜子の名誉を守りたいからでしょう？」

「……皆の名誉を守るためだ」

「そう……どうせ認めないと思ってたけど。どちらにしても私を巻き込むのはやめて。一希に言いつけたって思われて逆恨みされたら嫌だもの。それに私にとっては今さらどうでもいい話だから」

　美琴が言い終わるのと同時に玄関のベルが鳴った。一希が玄関の方に顔を向ける。

「迎えじゃないの？　もう時間過ぎてるでしょう？」

　一希は腕時計に視線を落とし、諦めたように言う。

「続きは戻ってからだ」

　美琴は返事をせずに冷めた目で一希の後ろ姿を見送る。

　玄関に向かいかけた一希が思い出したように振り返った。

「まだなにかあるの？」

「……ちゃんと食事を取っているのか？」

　予想もしていなかった言葉だった。不意をつかれて、とっさに返事ができなくなる。

（どうして急に、そんなことを聞いてくるの？）

　なにもかもを見透かすように見つめてくる一希に、美琴は掠れた声で答える。

「一希よりはまともだと思うわ」

　素っ気ない返事だからか、一希は不満さを顔に出す。

　彼は「そうか」と呟くと身を翻し、玄関を出ていった。




　車が出ていくエンジンの音がしてしばらくしてから、リビングに移動した。

　どさりとソファーに座り、背もたれに身体を預ける。

「どうして、あんなことを言ったの？」

　自然とこぼれた独り言は、静まり返った家に響く。

　今まで美琴を散々蔑ろにし、拒否し続けてきたくせに、ここに来て急に気にしているような態度をとるなんて……。

（一希は私が作った食事を何度もいらないと言ったのに）

　いつだって彼の体調を気遣い、心を込めて作っていた。けれどそのたびに冷たく踏みにじられた。そんな彼に今さらのように気遣いを見せてほしくない。もう彼の言葉を素直に受け取れなくなっているのだから。

　けれど……思い出してしまった。実母を亡くして塞いでいたとき、一希がそばで励ましてくれた日々を。食事を取れなくなった美琴を気遣い、お粥を作ってくれたのは、実の父でも祖父でもなく、一希だった。一希がしっかり食べないと駄目だと言ったから、それ以来、彼からの教えを守って食事を大切にしてきたのだ。

　久しぶりに思い出した記憶は、美琴に深い悲しみをもたらした。




　しばらくぼんやりしたあと、家事を始めた。ふたり暮らしなので大して時間はかからないため、昼前には完了する。

　その後の時間は部屋で読書をしたり、広い敷地内を散歩をして過ごしていた。

　一希は予告通り、彼にしては早い夜八時過ぎに帰宅した。

「お帰りなさい」

　リビングで出迎えた美琴に、一希は小さく頷く。

「話をするんでしょう？」

「ああ」

　一希はソファーに座り、ビジネスバッグから封筒を取り出した。美琴は彼のはす向かいのひとり掛けのソファーに腰かける。

「これが写真だ」

　一希はローテーブルの上に、封筒から取り出したなにかの集合写真を置く。

　美琴はちらりとそれに目を遣ると、首を横に振った。

「告げ口するようだから限定はしないと言ったでしょう？　一希がそれでも話そうと言うから待っていたんだけど」

「美琴には害が及ばないように対処する。早く言ってくれ」

　美琴は内心大きな溜息をついた。なんて身勝手なのだろうと苛立ちが湧き上がる。

「そういう問題じゃないわ。私は一希が今後どうする気なのか聞いておきたくて話し合いに応じたの。自分の主張ばかり押しつけないで」

　思い通りにならないからか、一希が不満そうに顔を曇らせる。それでも、よほど美琴に接触した友人を知りたいのか、仕方なさそうに言う。

「なにが知りたいのか、具体的に言ってくれ」

「一希は観原千夜子との愛人関係を私に教えた人を知りたがっているけど、それは彼女の悪い噂をこれ以上広めないためよね？　そんなに彼女が好きなのに、どうして私と結婚したの？」

　冷静な態度で告げたつもりだったが、一希は苛立ちを隠さず美琴を睨んだ。

「いい加減にしてくれ。千夜子とはそんな関係じゃないと何度言えば分かる」

（そっちこそ、いつまでごまかすの？）

　詰め寄りたい気持ちを抑え、美琴は淡々と返事をする。

「一希の言い分は分かったわ。じゃあ、結婚については？　どうして私との結婚を承知したの？　一希の立場だったら嫌なら断れたんじゃないの？」

「……断れなかったから、結婚したんだ」

　美琴は怪訝な思いで首を傾げる。

「どうして？　前から思っていたけど、お祖父様に対してなにか弱みがあるの？」

　話の流れで今まで感じていた疑問を口にしただけだった。それなのに一希は驚くくらい冷酷な目で美琴を睨んだ。

「知りたければ、お前の祖父に聞けばいいだろう」

「……どうして、そんなに怒るの？」

「…………」

　肝心なところで黙る一希に、うんざりする。

「そこまで私が嫌いなら、初めから結婚しなければよかったのに」

　そう口にすると、一希の纏まとう空気がさらに冷たいものになった。

「お前が俺との結婚を望んだからだろう」

「え？　……わ、私が一希と結婚したいと言い出したと思ってるの？」

　目を瞠る美琴に、一希は歪んだ嘲ちょう笑しょうを浮かべる。

「そうだろう？　今さら知らないふりをするな」

「違う！　勘違いしないで！　私はお祖父様の命令で結婚したんだから」

　慌てて高い声をあげる美琴に、一希は表情を変えずに言った。

「命令で？　言いなりになって結婚したっていうのか？　これだけ噛みついてくるお前が？　信じられないな」

「事情があって結婚するって決めたのよ。でもそのとき、相手が誰かは知らなかった！」

　屈辱で叫びたい気持ちになった。

（一希はずっと私が望んで結婚したと思ってたんだ……）

　その上で、一希は美琴を蔑ろにし、千夜子をそばに置いている。

（余計にひどいじゃない）

「……私が一希を好きで結婚したくて、お祖父様を動かしたとでも思っていたの？　でも違うから。私はお見合い相手が一希じゃなくても結婚するつもりだった。誰だってよかったのよ！」

　吐き出すと、一希が笑みを引っ込め顔をしかめた。

「だとしたら、なぜ久我山氏はお前との結婚を俺に強いた？」

「分からないけど……神楽家と縁を結びたかったんじゃないの？」

　美琴としてはそれよりも、一希の認識がショックだった。

（無理やり妻の座に収まった女だと思われてたんだ）

　もしかしたら千夜子ともそのような話をしていて、だからこそ彼女はいつも美琴を見下していたのではないか？

（……最悪じゃない）

　千夜子の馬鹿にしたような笑い声が頭に響く。

　嫌悪感で息苦しさを感じていると、一希の低い声がした。

「その話が本当だったとして、お前はどうして結婚を決心したんだ？　目的はなんだ？」

「……さっきも言ったけど、私にも事情があるの。それは人に話すことじゃないから」

　特に信頼関係のない一希には、鈴本家の経済事情を打ち明けられない。

　一希は不快そうにしながらも、追及はしてこなかった。リビングには重く長い沈黙が訪れる。

　口を閉ざしている間に、だんだんと落ち着きを取り戻していった美琴は、小さく息を吐いてから一希に告げた。

「私たちの関係は最悪だけど、今のところ私から離婚を言い出す気はないから。一希はどう考えているの？」

　なにか考え込んでいる様子だった一希は、美琴の言葉に顔を上げ答える。

「俺もそのつもりはない」

「そう……」

（でも、いずれは別れたいと思っているんでしょう？）

　そして、いつ実力行使に出てくるのか分からない。油断はできないけれど、しばらくは夫婦として同居しなくてはならない。

「だったら、今まで通り私は納戸部屋で過ごして、必要なとき以外は干渉しないってことでいいの？　それから観原千夜子の私への接近禁止も」

「ああ、だが、この写真は確認してもらう」

　一希はその件だけは譲らないと、強い意志を持っているように見えた。

「こだわりすぎじゃない？　誰が言ったのかを特定したところで、周りが一希と観原千夜子を見る目は変わらないと思うけど。私だってふたりは愛人関係としか思えないし」

「勘違いするな。別にお前の誤解を解きたいわけじゃない。いいから早く答えろ」

　一希はかなり苛立っているようで、これ以上怒らせても、よい結果にはならないように思えた。かといって、言いなりになるのも納得がいかない。

（だったら……）

「それに答える代わりに私の質問にも答えて。あなたにとって観原千夜子はどんな存在なの？　愛人ではないならなに？　友達だなんて言わないでよ？　誰が見たってあなたたちの関係は普通の友人関係以上なんだから」

　一希は迷っているように目を伏せる。しばらく後、顔を上げてはっきりと言った。

「誓って愛人などではない。だが俺にとって、誰よりも守りたい相手だ」

　それは妻に対して告げるにはあまりに残酷な言葉だった。胸が鋭く突き刺されたように痛み、目元も喉も熱くなる。

（でも……一希の本心なんだ……）

　根拠はないけれど、喧けん嘩かの際の売り言葉に買い言葉などではないと感じた。

　体が震えてしまいそうになるのを必死に抑え、なんでもないふりをして一希を見つめる。

「分かった……私に彼女の話をしたのはこの人よ」

　今、一希と本当に決別したのだと思った。

　指先が震えないように力を込めて、写真を指した。










関係




　一希との話し合いは、お互いの溝をさらに深くした結果に終わった。

　その翌日から一希の帰宅はさらに減り、顔すら見なくなっていた。クリスマスも美琴は静まり返った部屋でひとりで過ごした。

（一希は今頃観原千夜子と楽しく過ごしているのかな）

　今となっては彼になんの期待もしていない。

　それでも募る孤独感はなくせなくて、大おお晦日みそかの昼過ぎに、実家に電話をした。

　家族の声が聞けたら、寂しさも癒いえるかと思ったからだ。

　けれど電話に出た恵美子はとても忙しそうで、会話もままならなかった。

《美琴ちゃん、ごめんね。今から出かけないといけなくて》

「大丈夫。大した用じゃないから新年の挨拶に行ったときにでも話すね」

《あっ、私もそのとき話があるの。ヘルパーさんの件で相談がしたくて》

　恵美子は早口で言う。

「ヘルパーさん？」

《そう……ごめんなさい、時間がないから切るわ》

「うん。分かった」

　美琴が言い終わるよりも早く、通話は途切れた。弟たちに代わってほしいと言う間もなかった。家族と話して穏やかな気持ちになろうとしたのに、逆に孤独感が深まった気がする。

（ヘルパーさんの相談って、なんだろう……もしかして、手伝いに来てもらう日を増やしたいのかな？）

　そう考え至ると、美琴は顔を曇らせた。

　ヘルパーへの報酬は、美琴が一希の妻として毎月受け取っているお金から工面して支払っているがかなりギリギリのやりくりで、これ以上は無理だ。

（どうしよう……）

　しばらく悩んだ末、久我山の祖父に相談することを決心した。

　神楽家ほどの財力はなくても、一般家庭を支援するくらいなんてことないはずだ。祖父は実家の状態を把握しているから、話もしやすい。

　ひとまず目処が立つと、再び気持ちが塞いできた。年の離れた弟妹のために、いつも大晦日や元日は、ご馳走を作って、みんなでワイワイと過ごしていたから、会話相手すらいない今の状況がこたえてしまう。

　諦めてスマートフォンを手放したとき、着信音が流れ出した。【葉月慧】の表示を見て迷わず出ると、明るい声が聞こえてきた。

「もしもし」

《美琴？　久しぶり。今、話せるか？》

「うん、大丈夫だよ。ちょうど誰かと話したいと思ってたの」

　慧が小さく笑った。

《なんだよ。主婦は忙しいときじゃないのか？》

「だってやることないんだもの。大掃除だって必要ないし。慧はなにをしてるの？」

《俺はついさっきまで仕事。ようやくフリーになったから、美琴に電話してみた》

　慧の声は明るく、話していると寂しい気持ちも薄れていく。

　会話は弾み、流れで初詣に行く約束を交わした。

「私は四日以降ならいつでも大丈夫だから」

《なら四日にしよう。もし神楽さんが駄目だって言ったら、キャンセルでいいから》

「多分大丈夫。地元の神社なら、一希の知り合いに会うこともないし」

　一希は神楽家として問題のある行動を取らない限りは、美琴に関心がないのだから。

《そうか、じゃあ楽しみにしてる》

「うん、私も」

　通話を終えたときには明るい気持ちになっていた。

　晴れ晴れした思いでその後は過ごし、夜になるとひとり分の食事を作り、早めに眠りにつく。

　一希は元日の朝早くに、一週間ぶりの帰宅をした。




　新年早々、母屋には神楽家の親族が大勢集まっていた。

　数回顔を合わせたことはあるとはいえ、美琴にとっては馴染みの薄い人たちだ。

　そんな中でも、夫の一希を頼りにはできない。

　顔には出さないながらも居心地の悪さを感じている美琴に一番気を使ってくれるのは、神楽家の現当主である義父、神楽朗で、反対に最も素っ気ないのが義母の寛ひろ子こだった。

　義母は、五十歳を超えているが、その年齢を感じさせない艶えん麗れいな女性だ。小柄ながら強い存在感を放っている。顔を合わす機会は少ないが、義母は美琴が気に入らないようで、関係はよいものではなかった。

　親族が集まるといっても一般的な家庭のように主婦が忙しく動き回るということはない。手伝いのスタッフが何人もいるので、義母も美琴も手が空いている。

　間が持たなくて、人気のない廊下でほっとひと息ついていると、「美琴さん」と声をかけられた。

　気配を感じなかったので、驚きながら振り返る。そこには義母が佇んでおり、硬い表情で美琴を見据えていた。

「あ……お義母様……どうかなさいましたか？」

　少し動揺しながらも作り笑いを浮かべる。

「話があります。少しいいかしら」

「話、ですか？」

「ええ、一希のことよ。ついてきて」

　義母は美琴の返事を聞かずに廊下を進んでいく。

（一希の話って、なに？）

　状況が把握できないながらも、美琴は急ぎあとを追う。

　義母は応接室に入り、ソファーに座るとすぐに話を切り出してきた。

「一希とはうまくいっていないようね」

「……え？」

　遠慮のない言葉に、動揺してしまう。

「一希は家に帰っていないと聞いているわ」

「あ、はい……仕事が忙しいようで」

　義母が夫婦の現状について、どこまで知っているか分からないので、下手なことは言えない。

「政略結婚だったのだから、うまくいかなくても仕方がないわ」

　義母は美琴の話などまったく聞いていないような返事をした。

（なにが言いたいの？　一希と不仲なことを怒っているの？）

「このまま夫婦でいるのは時間の無駄ね。美琴さん、一希と別れてもらえないかしら」

　予想していなかった発言に、美琴は目を見開いた。

「そ、それは一希さんと離婚しろという意味ですか？」

　義母は頷く。

「……でも、この結婚は私の祖父とお義父様が決めたことですから……一希さんがそう望まれてお義母様に相談されたのですか？」

　彼が母親にそんな相談をするとは思えないが。

「一希は不満があっても私に吐き出したりはしないわ。でも一希には結婚を考えていた相手がいるのよ。今からでも軌道修正するべきだと思わない？」

「結婚を考えていた相手？　……どなたですか？」

　その質問には答えたくないのか、義母は眉間にシワを寄せた。

「それはあなたには関係のない話です。でも私はその方との結婚を今でも望んでいます」

　冷ややかに告げられ、美琴は息を呑んだ。

（お義母様は、その人と面識があって応援しているんだ）

　はっきりとした答えはもらえなかったけれど、ほぼ間違いなく相手は観原千夜子だろう。

　千夜子が義母の信頼を得ている事実に衝撃を受けた。彼女が神楽家にそんなに深く入り込んでいるとは考えていなかったからだ。

　内心のざわめきは消えないまま、美琴はなんとか喉から声を絞り出した。

「離婚の件は私の一存では決められません。祖父に相談して……」

「あなたが一希と結婚したのは、どうせお金が目的でしょう？　離婚になった場合は、ある程度の保証はします」

「……すみません、すぐには返事ができません」

　義母に財産目当てと言われたことが、真実なのにこたえた。ひどく侮辱された気になり、気分が沈むのを止められなかった。




　しばらくしてから皆が集う部屋に戻った。

　一希の隣には人がおらず、彼はひとりきりでいた。美琴が席に着いても、彼は声をかけてはこない。

　賑やかな部屋の中で無言のまま過ごしていると、義父がやってきて、空いていた美琴の隣の席に座った。

「美琴さん、楽しんでるか？」

「はい、お気遣いありがとうございます」

「全然飲んでいないじゃないか……一希、美琴さんの飲み物がないぞ」

　義父が厳しい口調で言うと、一希は手伝いのスタッフにスマートな仕草で合図を送った。

「美琴さん、気の利かない息子で申し訳ない」

「いえ、そんなことはありません」

（一希は気が利かないわけじゃなくて、私に関わる気がないだけだから）

　義母と違い、義父は夫婦間の問題に気付いていないのだろうか。

　ふとそんな考えが頭をよぎったのと同時に、義父の不満そうな声が耳に届いた。

「一希、今年こそ第二秘書の配置換えをしなさい、分かったな」

　心臓がどきりと脈打った。

（観原千夜子のこと？）

　顔を動かさないように、横目で一希の様子を確認してみる。彼は、まるで美琴と言い争うときのような怒りを宿した目をして、義父を睨んでいた。

「その件については口出ししないでほしいと、何度も伝えたはずですが」

「お前がなんの改善策も取らないからだろう。寛子の親友の娘だというから大目に見てきたが、他の社員から苦情が出ている以上、いつまでも放ってはおけない」

　一希は不快そうにしながらも、反論の言葉が出てこないようだった。

　義父がさらに言い募る。

「今後彼女とは距離を置け。お前は大勢の社員に対して責任のある立場であり、また美琴さんの夫だ。頭を冷やして考えろ」

　周囲の目があるからか、義父の声は抑えたものだった。けれど、一希に対する不満がありありと現われていた。

　気まずい空気が漂う中、義父は表情を和らげ美琴に笑顔を向けてきた。

「美琴さん、変なところを見せてすまないね」

「い、いえ……」

「久我山家にはいつ挨拶に行くんだ？」

「三日の日に行く予定です」

「そうか。俊三さんによろしく伝えてくれ。近いうちに挨拶に伺うと」

　美琴は「はい」と頷く。

　一希は依然として不服そうな表情で、義父を見つめていた。




　昼過ぎに母屋から離れの自宅に戻ってからも、一希の機嫌はよくならなかった。

　美琴は早々に自室に引き上げ部屋着に着替えると、ベッドにごろりと横になった。

（離婚か……）

　義母は離婚に応じれば、それなりの保証はすると言っていた。離婚届と引き換えに、現金を渡すという意味だろう。そのときは侮辱されたと感じたが、よく考えれば美琴にとっても都合がいい話かもしれない。

　一緒にいても傷つくばかりの一希と夫婦関係を解消できないのは、弟たちを援助したいから。義母が言っていた通り、お金の問題なのだ。

　この先、祖父の援助がなくなったときに、弟たちが普通の生活を送れるくらいの保証が得られるならば、離婚に応じるべきか……。一希と千夜子がその後結婚したとしても、ふたりと無関係になれば心がざわめくこともないだろう。

　頭ではそう考えているのに、なんだか胸がモヤモヤとする。すぐに一希と離婚すると決断ができない。自分の気持ちも含め、分からないことばかりだった。

　ひとつだけはっきりしたのは、一希と千夜子の関係だ。やはり大学で知り合っただけでなく、もっと深い縁があったのだ。

（観原千夜子は、お義母様の親友の娘）

　もしかしたら、美琴が一希と知り合うよりも前からふたりは仲良くしていたのかも……そう考えると重い気持ちになる。

　いくら考えても、思考は同じところを彷徨さまよっているだけですっきりとしない。

　溜息をついてから、気分転換にスマートフォンを手に取ると、慧から新年の挨拶のメッセージが届いていた。

【明けましておめでとう。朝から餅食いすぎた】

　能天気な文面にほっとした気持ちになりながら、すぐに返信する。

【明けましておめでとう。私はまだお餅食べてない、初詣楽しみにしてるね】

　慧との初詣の約束は三日後だ。ふたりが通っていた中学校のそばの神社に行くから昔の知り合いにも会えるかもしれないので楽しみだった。




　夜の八時過ぎ、書斎から出てきた一希と鉢合わせた。

　母屋から帰ってきてずっと書斎にいたようで、昼間のスーツ姿のままだった。

　特に会話もなく美琴はキッチンに入り、食事の支度をするため冷蔵庫を開ける。一希は寝室へ入っていった。

　おそらくこれから外出するのだろう。いつも通りひとりだし簡単なものでいい。

（月見うどんにしようかな……）

　冷凍うどんのストックを確認してからネギを刻んでいると、寝室の扉が開く音がした。反射的にそちらへ視線を向ける。

「あれ……」

　思わず漏らした声に反応した一希の視線が、美琴に向いた。

「なんだ？」

「いえ、出かけないのかと思って」

　千夜子と新年のデートでもするのかと思っていたのに、一希は外出着ではなく部屋着に着替えていた。

「家にいたらいけないのか？」

　一希が眉をひそめて言う。

「そんなつもりじゃないけど、珍しいと思って」

　答えながら、まな板の上のネギを見る。

（……お正月に自分の食事の支度だけするのは、あんまりだよね）

　一希に対しての思いやりの気持ちはもう失せているけれど、存在を無視して自分だけ夕食を取る真似はできない。

「あの、うどん食べようかと思ってるんだけど、一希もいる？」

　いつものように、断ってくれたらいいと思った。そうすればなんの罪悪感もなく、自分だけ食事ができる。けれど、一希は今日に限って、「ああ」と短く答えた。

（観原千夜子の都合が悪いのかな？）

　恋人同士は、いつでも会っていたいものではないのだろうか。

　月見うどんを鍋焼きうどんに変更してふたり分用意する。鶏肉を切りながらリビングをちらりと見ると、一希はソファーに座り、ゆったりと読書中のようだった。

（暇なのかな……）

　ひとり用の土鍋をふたつ用意してうどんを煮込む。それほど時間をかけずに仕上げ、一希のいるソファーの前のローテーブルに運んだ。

「どうぞ」

「ああ」

　飲み物はなにがいいかと聞きかけてやめた。

（それくらい自分でできるでしょう……。それにしても一希って私には文句か『ああ』しか言わない気がする）

　そんなことを考えながら、自分の分の土鍋をダイニングテーブルに運び、冷たいお茶を用意する。

「いただきます」

　小さく呟いて食べ始めると視線を感じた。

「……なに？」

「そこで食べるのか？」

　美琴は眉をひそめながら答える。

「そうだけど……部屋に行けって言いたいの？」

　随分と険しい表情をしているが、美琴が視界に入るのが苦痛なのだろうか。

　一希は一瞬、苛立ったように顔をしかめた。

（また、文句を言う気？）

　身構えていると、一希は小さく息を吐いてから言った。

「明後日、久我山家に行くのか？」

「そうだけど」

「聞いていないが」

　非難するような言葉に、今度は美琴が溜息をついた。

「言う暇なんてなかったでしょう？　一希はずっと帰ってこなかったんだから」

「連絡方法などいくらでもあるだろう？」

「メッセージアプリのこと？　今まで一度も返事が来なかったから、使ってないのかと思っていたわ」

　返信がないのは本当だが、読んでいるのは知っていた。けれど、つい嫌味を言いたくなる。

「既読になっていただろう？」

（普通、ひと言でも返信入れない？）

　不満を感じたけれど、ここで怒っては、美琴が一希からの返信を心待ちにしていたように思われそうだ。

「そうだった？　まあどうでもいいわ。私の予定だけど、明日は鈴本の家、明後日は久我山家に挨拶に行くわ。四日は友達と出かけるから」

「……久我山家には俺も行く」

「そう」

　予定を聞いてきた時点で、想定していたので驚かなかった。

　一希は妻の美琴に付き合うのではなく、ただ祖父に気を使っているだけなのだ。鈴本家の方にはなんの関心も示さないところから明らかだ。

（相変わらず、あからさまだわ）

　それ以上話す気もなくなり食事の続きをしようとすると、一希が再び話しかけてきた。

「四日は誰と出かけるんだ？」

「え？」

「友人の名前は？」

　とっさに返事ができずに、口ごもる。

（慧だと言ったら嫌味を言われるかも……）

　以前、慧とふたりで話し込んだとき、周囲に誤解を与えるなと文句を言われたのを思い出した。

「……学生のときの友達」

　少し迷ってから慧の名前は出さない方がいいと判断した。

「名前を言えない相手か？」

「そうじゃないけど……前にお互いの交友関係には口を出さないと決めたでしょう？　干渉しないでほしいんだけど」

「神楽家の名前を貶おとしめる行動は慎めと言ったはずだ」

　威圧的に言われ、うんざりとした。

　せっかくうまくできた鍋焼きうどんなのに、食欲が一気になくなる。

（一希と話すといつもこうなる。争ってばかりで。食事は部屋で取ればよかった）

　後悔しながら、箸を置く。

「恥じるような行動はしていないし、今後もするつもりはないから。一希も約束を守って」

　人を気にするよりも、自分の行動を顧みたら？　そう言いそうになる口をギリギリで閉じる。

（言い返しても喧嘩になって、自分が疲れるだけだわ）

　今さら一希に変わってほしいとは望まない。だから気持ちを訴えても仕方がないのだ。

　干渉しないのが一番。だけど美琴が冷静な気持ちで距離を置こうとするときに限って、一希がつっかかってくる。

（いつもタイミングが悪い。私たちって本当に相性が悪いのかも）

　食欲がなくなっても残すのは嫌なので、気が乗らないまま食事を続ける。

　物言いたげな一希の視線を感じたけれど、目を合わさないようにした。




　翌日。美琴は朝の九時に、実家への挨拶のため出発した。

　一希はまだ寝室にいるようだった。

　彼が今日一日、どう過ごすのかは知らない。一日中家にこもっているとも思えないが、なにをするのかは聞かなかった。

　お互い干渉しないと自分から言い出した以上、決め事は守らなくては。

　いつもよりも空いている電車に三十分ほど乗り、実家に着くと小さな弟たちの大歓迎を受けた。

「お姉ちゃん！」

　親子ともいえるほど年が離れているせいか、小学生になっても変わりなく甘えてくる。素直に好意を伝えてくる姿を見るたび、美琴は喜びを感じた。

「みんな、明けましておめでとう」

　弟たちの相手をしながら靴を脱ぎ、玄関を上がる。リビングの扉を開けると、継母の恵美子に出迎えられた。

「美琴ちゃん、いらっしゃい」

　お正月の挨拶を交わしてから、リビングの大きな座卓を囲み皆で座る。

　美琴は恵美子にお年賀の菓子を渡してから、弟たちにお年玉をあげた。

「うわあ！　お姉ちゃんありがとう！」

　はしゃぐ子供たちとしばらく遊んでいると、恵美子が目で合図を送ってきた。話があるということなのだろう。おそらく家事ヘルパーの件だ。

「陸、外で遊んできなさい」

　恵美子が子供たちに告げると、「えー外は寒い」などと文句を言いながら、皆ジャンバーを着込み出ていった。

「やっと静かになったわ」

　恵美子が疲れたように言う。

「みんな相変わらず元気ね」

「元気すぎて手に負えないわ。今年はおせち料理も用意できなかったのよ」

「そうなの？　知らせてくれたら私が作ってきたのに」

　弟たちは年に一度のおせち料理を楽しみにしていたから、できれば食べさせてあげたかった。

「いいのよ。それよりも他に相談があって」

　恵美子は声を落として言う。

「電話で言っていたヘルパーさんの件？」

「そうなの。今、週三で来てもらっているけど、それでもちょっときつくて」

「なにかあったの？」

　ヘルパーが通い始めた頃は、とても楽になったと喜んでいたはずだけれど。

「病院の方が忙しくてね、家のことまで手が回らないの」

「病院って、お父さんになにかあったの？」

「前と変わらずよ。でも毎日でも来てほしいと言うし本当に大変なの」

「……お父さん寂しいのかな。でも恵美子さんは陸たちの世話もあるし、少しは我慢してもらわないとね」

　思ったことをそのまま口にすると、恵美子は「いいえ」と首を振った。

「病院でひとりだなんてかわいそうだわ。できるだけ顔を見せに行ってあげたいの。それで申し訳ないんだけど家事ヘルパーさんの通い日を増やしてもらうよう手配してほしいの。できれば保育園への迎えも頼める人がいいんだけど」

　口早に言われ美琴は黙り込んだ。

（恵美子さんが大変なのは分かるけど……）

　なにがとは自分でも分からないのだけれど、釈然としない気持ちになる。

「美琴ちゃん、どうかした？」

「いえ……私が自由にできるお金だと、ヘルパーさんの時間を今以上に増やすことができないの。だから、祖父に援助を頼んでみるから」

「美琴ちゃんのお祖父さん？　久我山家の？」

　恵美子の顔色が急に悪くなる。

「そうだけど……」

「大丈夫かしら？　あの人は私たちを嫌っているから」

　恵美子が心配する通り、祖父は美琴の父と継母を疎ましく思っている。祖父にとってふたりは他人なので、仕方がないのかもしれないけど、冷淡な態度だと感じていた。

「どうなるか分からないけど、今後のこともあるし、話してみる」

「お祖父さんより、神楽さんに頼んだ方がいいんじゃない？」

「それは絶対無理だから！」

　きっぱりと言い切ると、恵美子は驚いたように目を丸くした。

「急に大きな声を出してどうしたの？」

「ごめん、なんでもない。とにかく神楽家に頼むのは無理なの」

「そう……私にはどうして美琴ちゃんが夫に頼らないのか理解できないけど」

　恵美子ががっかりしたように呟く。

　今までにない気まずい空気が漂った。

　それから弟たちが帰ってきて、昼寝をしたのを見届けると実家を出て、後味の悪いまま自宅に帰った。




　特に寄り道もせずに午後三時過ぎに自宅に戻ると、思った通り一希は出かけているようで不在だった。

　なんだか疲れてしまったので、お茶を飲んでひと息つくことにする。

　紅茶を淹れてリビングのソファーに腰かけると、ローテーブルの上の大きな封筒が目についたので手に取り確認する。

　封筒の下部に『牧まき之の原はら病院』と印刷されており、宛名と差出人は書かれていない。

（病院の封筒？　一希のものだろうけど、どうしてこんなところに置いてあるの？）

　彼はリビングに自分の書類関係を持ち込まない。郵便が届いてもすぐに書斎に持っていく。

（封が開いている）

　少し迷ってから、封筒の中身をのぞいてみる。中身は写真と薄い冊子が一冊。

　取り出し確認すると、それは病院の案内だった。

　美琴のイメージする病院とはまるで違う、ホテルのような内装の綺麗な個室。広々としたエントランス。庭園などの写真が載っている。

（こんな病院あったんだ）

　驚きながら、写真の方に目を遣った美琴は、次の瞬間冷え冷えとした気持ちになった。

　それは、笑顔で寄り添う一希と千夜子の写真だったから。

（信じられない）

　こんな写真を、美琴が目にする可能性のあるリビングに放置しておくなんて。

　一希も千夜子も陰りのない笑顔でとても楽しそうに見える。

　背景は緑の樹々だから、観光地にでも行ったときに撮ったものかもしれない。

　観原千夜子はなんらかの病気にかかっているのだろうか。

（一希は彼女のためにいい病院を探していて、資料を取り寄せた？　誰よりも守りたいと言っていたのは病気だから？）

　もしそうならば、彼女をやみくもに排除しようとしている美琴は、非情なのかもしれない。

（でも、本当に病気だとしても、なんの説明もしてくれないんだから、分かるはずがないじゃない）

　一希と観原千夜子が誠意を持って、事情を話してきたら、美琴だって違う対応をしていたはずだ。それなのに、ふたりは常に攻撃的で、平気で他人を傷つける。

（……あの人たちに同情なんていらないわ）

　忌いま々いましい気持ちで写真を封筒に戻し、もとあった場所に置く。

　無神経な行動について、ひと言文句を言ってやりたいけれど、逆に中身を見たと責められて面倒なことになりそうだ。

（今日はついてない……）

　気分の悪い写真を見てしまったし、実家でもいつものように安らげなかった。というのも恵美子の態度が、今までと少し違うように感じたからだ。

　これまでの恵美子は美琴に頼ることはあっても、ひどく申し訳なさそうな態度だった。けれど今日は、さも当たり前のように、援助してくれと言ってきた。

　大切な家族を助けたい気持ちはいつだってあるが、美琴の状況を少しも考慮してくれない態度に悲しくなったのだ。




　その夜、一希は午後十時過ぎに帰ってきた。

「お帰りなさい」

　リビングでコーヒーを淹れていた美琴は、手を止めて声をかけた。

　仕事ではないはずなのに、彼はスーツ姿だった。どこか畏かしこまったところに行ったのだろうか。

　一希は「ああ」と小さく答えると、怠そうにネクタイを緩める。

「明日は何時に出るんだ？」

「祖父には午前中に行くと言ってあるから、十時には出たいわ」

「分かった」

　一希はそう答えると、ローテーブルの上の封筒に気付いた様子で眉をひそめたあと、美琴を振り向いてきた。

　なにか言いたそうにしていたけれど、美琴は気付かないふりをする。

　しばらくすると、一希は封筒を手に取り、寝室へ入っていった。




　翌朝、九時半。

　身支度をしてリビングに行くと、すでに用意を済ませた一希がソファーに座っていた。彼は昨日とは別のスーツ姿で、タブレットでなにかを確認している。

「もう出られる？」

　声をかけると美琴に目を向けて、怪訝そうな顔をした。

「……なに？」

　一希にじっと見つめられると、文句でも言われるのかと身構えてしまう。

「以前から思っていたが、なぜいつも同じ格好をしているんだ？」

「服のこと？」

　美琴の今日の服は、昨日と同じ紺のスーツ。結婚前に外出着として用意したハイブランドのもので、畏まった場に相応しい装いだ。

「持ち物もだ」

　指摘通り、バッグもアクセサリーも昨日と同じもの。一希は美琴の装いなど関心がないと思っていたから、意外だった。

「それほど出かける機会もないから、外出着を沢山揃える気にならないだけよ」

　美琴が、畏まった場に出る機会は限られている。

「そうだとしても体面があるだろう？」

「必要なものは用意しているじゃない」

「そうは思えないが。毎月必要経費分は渡しているんだ。もっと気を使ってくれ」

　当たり前のように告げる一希に「考えておくわ」とだけ答え、美琴は身を翻して玄関に向かう。

　不満そうに一希が呼びかける声がしたけれど、振り向けなかった。

　余分なお金など持っていない。でもそのことは一希に言えない。少しでも口に出したら、なぜかと追及されてしまいそうだから。

　それにしても、毎月もらっているお金の使い方について、クレームが入るとは思わなかった。神楽家の人間として相応しい持ち物は揃えているつもりだったけれど、どうやら不足しているらしい。

　この分では実家への援助をしていることを、そう長くは隠せないだろう。

　やはり祖父に相談するしかない。

　追いかけてきた一希と車に乗り込みながら、話の段取りを考えた。




　久我山家は神楽家から車で三十分ほどの閑静な住宅街にある。敷地面積四百坪の古い日本家屋だ。

　祖父、久我山俊三は、美琴と一希を穏やかに出迎えてくれた。挨拶を交わすと、美琴たちを中に案内する。

　途中、応接間の前を過ぎたとき、中から声が聞こえた。

「お客様がいらっしゃっているのですか？」

「ああ、古くからの知り合いがね。内ない藤とう食品の社長もいるから、一希君あとで挨拶をしてくるといい」

「はい、そうさせていただきます」

　一希は祖父の言葉に従い答える。

　冷静な態度だけれど、警戒しているのか祖父の後ろ姿をじっと見つめている。

（一希はやっぱりお祖父様が苦手なんだわ。でも、お祖父様の方はそうでもないみたい）

　和室には中央に広い机が置いてあり、その上に豪華なおせち料理が用意されていた。

「ゆっくりしていってくれ」

　祖父は使用人に、お酒を用意するように指示をする。それから、食事をしながら三人で当たり障りのない話をした。

　祖父の機嫌はよく、一希もそれに合わせているのか、和やかな笑顔だ。

　美琴は愛想笑いをしながらも、実家の相談をいつすればいいのか悩んでいた。

（一希がいるところじゃ切り出せない。でももう一時間経っているし）

　迷っていると、都合のいいことに一希から席を外すと言い出した。

「久我山さん、そろそろ内藤氏へ挨拶をしようと思うのですが」

「そうだな、では応接間に案内させよう。私はもう少し孫と話してから伺うよ」

「はい、お願いします」

　祖父の合図で使用人がやってきて、一希は部屋を出ていった。

　一希の足音が遠くなると、祖父は美琴に穏やかな目を向けた。

「なにか話したそうにしているな」

　思いがけないチャンスと、美琴は勢い込んで話し出す。

「はい。お祖父様にお願いがあるのです」

「お願い？」

　祖父は、珍しいものでも見たように眉を上げる。

「はい。鈴本家の件です。実は恵美子さんの負担が大きいため、週に数日家事ヘルパーさんを頼んでいるのですが、それでも足りないんです。もう少し頼めるようにお祖父様に援助をしていただきたくて……」

　最後まで話すよりも先に、祖父の表情は陰っていった。そして溜息混じりに言う。

「まだそんなことを言っているのか。神楽家に嫁いで落ち着いたと思っていたが……残念だよ美琴」

「残念って……どうしてですか？」

　なぜ、いかにも不服そうな顔をされなくてはならないのだろう。

「お前は結婚して神楽家の人間になったんだ。鈴本家は切り離して考えなさい」

「それは無理です。お父さんが入院してからみんなが大変なのが分かっているのに知らないふりはできません」

「大変なのは分かるが、まずは自分で努力するべきだろう。あの後妻は、昔から自分で働きもせずに美琴にばかり負担を強いる。そんな状況をおかしいと思わないのか？　私は美琴に鈴本家から離れもっと自分を大切にしてほしかった。それで一希君との結婚を勧めたんだ」

「え？　……結婚は、久我山家の跡取りが欲しいからって……」

　美琴は混乱しながら、記憶を探るように視線を彷徨わせる。

（……間違いないわ。お祖父様は、そう言っていたはず）

　実家への援助と引き換えに、結婚して後継者を産めと言われたのだ。

　祖父は苦笑いのような表情になる。

「あのときはそうでも言わないと結婚を承知しなかっただろう？　一希君と結婚して新しい家庭を大切に思うようになれば、美琴も目が覚めて、鈴本家で酷使されていた状況がおかしいと気付くと思ったんだよ」

「そんな……私は苦労しているなんて思っていませんでした。お金はなかったけど、みんなで仲良く暮らしていて幸せだったのに」

　非難するような目を祖父に向ける。すると祖父は困ったように首を振った。

「よく考えてみるんだ。私が無理にでも結婚を決めていなかったら、美琴ひとりが身を粉にして働く状況に陥っていたはずだ」

　祖父は厳しい声音で言う。

　そしてその言葉は美琴も頷ける部分があるため、強く言い返せなくなった。

「……お祖父様の考えは分かりました。でも、新しい家庭を作り実家から距離を置かせようとしたのなら相手を間違えました」

　美琴の言葉に、祖父は怪訝な顔をした。

「なぜだ？　美琴は子供の頃から一希君を慕っていただろう？」

「彼は私を疎ましく思っています。私もそんな彼と仲良く暮らしていくことなんてできません。お祖父様が思っているような、温かな家庭なんて到底無理です」

「一希君からそう言われたのか？」

　疎ましいどころか、必要ないとはっきり宣言されている。

「……態度で分かります。言い争いも何度かしてしまいました」

「言い争うばかりでなく、話し合うことで、距離を縮めていきなさい」

「無理です。どうして、初めから今の話をしてくれなかったのですか？　せめてお見合い相手を選ばせてくれたらよかったのに……」

　一希以外の相手なら、少しずつ夫婦になれたかもしれない。

（でも、一希には他に大切な人がいる。守りたい相手が……）

　観原千夜子の件を話してしまおうか。そんな考えが浮かんだとき、祖父がゆっくりと立ち上がった。

「お祖父様？」

　祖父は続きの間にある戸棚から封筒を取り出し、それを手にすると戻ってきて美琴に差し出した。

「これを見てみなさい」

　雑誌が入るような大きさの茶色く硬い封筒は、見たところ古いもののようだった。

　祖父に促され、美琴は封筒の中身を慎重に取り出す。薄い黒表紙のファイルだった。表紙にはなにも記載されていない。

　訝いぶかしみながらファイルを開くと、一ページ目には写真が挟んであった。

「これは……お父さんと恵美子さん？」

　けれど、大分若い。特に恵美子は美琴よりも年下に見える。

「いつの写真なんですか？」

「美琴の母親……絢あや子こが入院している頃の写真だ」

　祖父の言葉に衝撃を受け、とっさにファイルに記載してある日付を確認する。

「ふたりはお母さんが亡くなったあとに知り合ったんじゃないんですか？」

「違う。絢子が亡くなるよりも前から交際していた。その事実を絢子も知っていた」

「そんな……だって、お父さんとお母さんはとても仲がよかったのに」

　育った環境が違うふたりはひょんなことから知り合い、そして大恋愛をして結ばれた。障害を乗り越えた、強い絆がある夫婦だと信じていたのに。

「絢子の結婚には反対し続けた。美琴の父親が信用できなかったからだが、最終的には許してしまった。望む相手と結婚することが娘の幸せだと信じ……それなのに、結婚して十年であいつは裏切り、入院中の絢子に会いにも来なかった」

「嘘……」

　野心などなく穏やかな人だと信じていた父親にそんな冷酷な一面があったなんて……当時を思い出そうとするけれど、なぜか父親の様子が記憶にない。

　あるのは、居心地の悪かった久我山家での暮らしと、一希との交流だけ。

「その後、絢子が亡くなったが私は心から後悔した。娘がなんと言おうとあの男との結婚に反対すればよかったと……」

　祖父はつらそうに目を伏せる。

「その後、美琴は鈴本家に戻ったため、会う機会がなくなったが、私は定期的に調査を入れていた。報告はひどいものだったよ。勉強をする時間もないほど、家の仕事に明け暮れる生活。そして父親が倒れさらに事態は悪化し、もう見過ごせなくなった」

「それで結婚を……」

　思いもしない事実だった。厳しく、美琴を家の道具として扱っているように見えた祖父は、実は美琴を心配してくれていたなんて。

（信じられない……）

　しかし、祖父が嘘を言っているようにも見えなかった。

「……私に結婚を勧めた経緯は分かりましたけど、神楽家が承諾したのはどうしてですか？　あちらにはほとんどメリットがないように思います」

「いろいろ事情はあるが、美琴が気にする必要はない。一希君は夫として美琴に何不自由ない環境を与えられる相手であり、決して離婚を言い出したりもしない。結婚相手に相応しい人物だから安心していい」

　美琴は眉をひそめた。

「離婚を言い出さないって、どうして断言できるのですか？　一希には他に好きな人がいるかもしれないのに」

　祖父はまるで美琴の追及から逃れるように目を逸らし、ファイルを閉じた。

「あれは自分からは断れない。絢子のときのような間違いは二度としないよう相手は慎重に決めた。だから美琴は心配しなくていい」

「自分から断れないって一希との間になにかあるんですか？」

　祖父の言葉に違和感を覚えた。

「なにかとは？」

「彼がお祖父様に逆らえないようななにかです」

　だから一希は、不本意ながら美琴と結婚したのだろうか。

「……美琴は余計な心配はしないで家庭がうまくいくように努力しなさい。そうすれば実家の件も客観的に見られるようになるはずだ」

　祖父があえて話題を変えてきたことに気付いたが、実家の件も捨て置けない。

「お祖父様が恵美子さんを援助したくない理由は分かりました。私も今、複雑な気持ちです。でも弟たちにはなんの責任もありません。なんとか助けてあげたい」

「その気持ちは分かるが、後妻の要求通りに援助をするつもりはない」

　冷ややかに突き放され、美琴は項垂れた。

（どうしよう……）

　けれど、考えてみれば、自分だって恵美子と同じだ。自分の手に負えないことを自己満足で抱え込み、それを人の力を借りて解決しようとしているのだから。

　そう気付くと、しつこく援助を頼めなくなった。

　ならば一希との件を聞こうかと思ったが、一希が部屋に戻ってきてしまいそれもできなくなった。

　一希は部屋に流れる張り詰めた空気に気付いたのか、僅かに顔色を変える。

「なにか、ありましたか？」

「いや、なにもない。久しぶりに孫との会話を楽しんでいたんだよ」

　祖父は先ほどまでの会話などなかったかのように、笑みを浮かべる。

「そうですか……」

　一希は疑うような視線を美琴に向ける。それから机に置いたままのファイルに目を止めた。祖父がいるから手に取ることはなかった。けれど、いつまでもじっとそれを見つめていた。










本音




　久我山家からの帰りの車内では、一希も美琴も無言だった。

　お互い、言いたいことはあるのに、口にしない。気まずい沈黙がいつまでも続く。

　一希は自宅に着くなりどこかに出かけていき、美琴はひとりで夕食を取り、早めに眠りについた。

　翌朝起きると、一希は帰宅している様子だったけれど、構わず外出の支度を始めた。

　昨日、一希に服装について言われたばかりだから少し悩んだが、ベージュのダッフルコートに白いセーター、インディゴブルーのデニムというシンプルでカジュアルな服にした。

（地元の神社ならこれくらいがちょうどいいし）

　あまり気取った格好をしていたら逆に浮いてしまう。

　髪は邪魔にならないようにハーフアップにし、白のキルティングバッグを肩にかけて玄関に向かう。

　家を出る前に、一希に声をかけるか少し迷った。

（……遅くに帰ってきたんだろうし、起こしてまで挨拶する必要はないわよね）

　それに、お互い干渉しない取り決めになっているのだ。

　そう納得すると、美琴は静かにドアを開け家を出た。

　電車に乗って地元の駅に着いたのは、待ち合わせ十分前だった。

　待ち合わせ場所の改札近くに立つ彼は人目を引くため、すぐに見つけられた。

　足早に近づくと、慧も美琴に気付き歩み寄ってくる。

「美琴、明けましておめでとう」

「慧、明けましておめでとう。今年もよろしくお願いします」

　軽く頭を下げると、慧は笑顔になった。

「もちろん。早速初詣に行こうぜ、屋台も楽しみだな」

「そうだね。屋台なんて久しぶりだよ」

　ふたりでのんびりと、高台にある神社に向けて歩き出した。




　神社には予想通り大勢の参拝客がいた。

　屋台から美味しそうな匂いが漂い空腹を刺激されたが、まずはお参りをしておみくじを引くことにした。

　本殿の前で手を合わせ、今年一年の家族の平穏を願う。

（それから一希との歪んだ関係が解決しますように）

　新婚一年目の初詣でこんな願い事をするとは思わなかったなと自嘲しながらおみくじを引く。慧は大吉。美琴は末吉。

「慧って引きが強いよね、なにか持ってそう。私は微妙だよね」

　眉をひそめる美琴に、慧はからっと笑う。

「おみくじくらいでそんな深刻そうな顔するなよ」

「そうだね」

　気を取り直して境内を散歩する。

　途中屋台でおやつを買って、池のほとりのベンチに並んで座り食べる。寒くて手はかじかむし、白い息がこぼれるけど、気分は清々しかった。

「こうしてのんびり過ごすのっていいね。解放された気分」

「……家じゃのんびりできないのか？」

　珍しく遠慮がちな声に隣を向けば、慧の気遣うような眼差しと視線が重なった。

『そんなことないよ』と答えるべきなのに、口からは本音がこぼれ落ちた。

「のんびりは無理かな」

　今日は楽しく過ごすつもりだったのに、ここ数日の出来事で疲れ切っていたためか、取り繕えなかった。

　言った途端、失敗したと後悔して無理やり笑顔を作った。

「慧も見たでしょう？　一希の不機嫌な顔。暗い人と一緒に住んでると疲れるんだよ」

　冗談めかして言ったが、慧はにこりともせずに、悲しそうに眉を下げる。

「無理してごまかすなよ。悩みがあるなら話せばいいだろ？　話して楽になることもあるんじゃないか？」

「……話せないよ。きっと慧に軽蔑されるもの」

「しないって。誓うから早く言えよ」

　せっかちに促され、美琴は苦笑いになった。

　だけど、頼もしかった。誰かに相談したい気持ちもあったから。

　話すのに勇気が必要だったけれどひと言発すると、水が溢れるように次々と言葉が溢れていく。

　一希とのうまくいかない関係、千夜子の存在、実家の状況などをひと通り話し終えると、慧が同情の眼差しを向けてきた。

「随分ひどい生活していたんだな。それじゃあストレスも溜まるよな」

「うん。でも愚痴を聞いてもらってすごくすっきりした、ありがとうね」

　美琴の言葉に慧は心外だと顔をしかめる。

「なに言ってるんだよ。これから対策を考えるんだろ？」

「え？」

「美琴の状況を放っておけるはずないだろ？　よくなるように協力するよ」

　美琴は驚き、目を丸くする。

「よくなるって、どうやって？」

「それはまだ決めかねてるけど……とにかく実家は美琴に頼りすぎだよな、それを受け入れている美琴もよくない」

「うん……」

　昨日祖父にも言われたことだ。あのときは反発を覚えたのに、今はなぜか素直に聞ける。

「美琴が家族を守ろうと必死になるのは、翻っては自分の居場所を守りたいからだと感じる。違うか？」

「違ってないよ。一希にいらないって言われて落ち込んでたとき、弟たちが必要としてくれて嬉しかった。それに私だけ母親が違うから……疎外感を持たないようにするには、家で役に立つしかなかったから」

　今まで誰にも言わなかった本音を口にした。すると、継母恵美子への思いが、グラリと揺らぐのを自覚した。

（私、本当は分かっていた……ずっといいように利用されていたんだって）

「美琴は家族に必要とされたくて頑張ったんだよな？」

「うん。逆にそうでなければ家族の中にいては駄目な気がしたから……弟たちが心配なのは本当だけど、慧の言う通り自分自身のため、私は必要とされたかったんだよ」

　家族の窮地を救えば、父も恵美子も美琴を必要な家族と認識するだろうと期待した。

　結果、表向きは感謝されている。けれど、それは自分たちの環境向上のため利用したいから。心から美琴を必要として、想っているわけではないのだ。だから恵美子は、美琴に無理な要求をするのをためらわない。

　悲しい現実を認めて溜息をつくと、慧の手が伸びてきて頭に触れた。

「慧？」

「そんな悲しそうな顔すんな。血が繋がってなくても美琴を必要として大切に想う相手は必ずいるから」

　慧は励ますようにポンポンと美琴の頭を撫でる。

「……そうかな？」

「ああ。無理をしなくても、美琴が自分らしくいるだけでいいと言ってくれる相手と必ず出会える。だから自分が必要ないなんて思い込むなよ」

　慧はどこか悲しそうに微笑む。

「うん……」

　美琴も僅かに笑みを浮かべる。心が温かくなっていた。

「美琴は今、沢山の問題を抱えているけど、実家の問題と、神楽さんとの関係は切り離して考えていった方がいいんじゃないか？」

「切り離す？　でも祖父は結婚が決まって以来、弟たちの教育費の援助をしてくれているの。離婚でそれがなくなると困る」

「幼い弟たちは助けないと駄目だけど必要以上に手助けするのはよくない。美琴に頼れないと分かれば、恵美子さんだってしっかりするんじゃないか？」

「……そうだよね、恵美子さんは母親なんだもの」

　凝り固まっていた価値観が、少しずつ崩れていくようだった。

「美琴はまずは神楽さんとの関係を解決した方がいいと思う。美琴は神楽さんと離れられるのか？」

「分からない。ひどい関係だけど、彼は離婚はしないって……」

「そうじゃない。美琴は神楽さんが好きなんだろう？」

「えっ？」

　美琴は驚き高い声をあげた。

　慧には政略結婚だと話してあるし、不仲なところも見られている。一希への愚痴だってこぼしていたのに。

「好きだから悩むんだろう？　どうでもいい相手ならそこまで感情が揺れないと思う」

「私は……」

　目を伏せて自分の気持ちを見つめ直す。

　幼い頃、彼に救われてからずっと好きだった。大勢の人々の中で、一際存在感を放つ一希に憧れていた。

　観原千夜子との関係を知ったとき、目の前が暗くなった。だけど……。

「もう分からない。好きだったけど、拒絶され続けているうちに、少しずつそんな気持ちが削られていったみたい。ある日全部なくなったと感じたの。もう一希にはなんの期待もしない。昔優しかったあの人はもういないんだって……でも、今でも観原千夜子が絡むと私はおかしくなる」

　苛立ちが止まらなくなる。それは、まだ一希に想いが残っているからなのか。

「一希は私に観原千夜子との愛人関係を否定したの。それなのに誰よりも守りたい相手だと言った。私と彼女が争ったら一希は必ず観原千夜子を守るんだと感じた」

　その言葉を思い出すとどうしようもなく落ち込み、醜い気持ちが湧いてくる。

「彼女との関係は本当に恋愛関係じゃないのかもしれないな。そこまで美琴に無神経な態度を取っているなら、愛人であることを隠す必要がないからな。仮に美琴が彼女を不貞行為で訴えようとしても、神楽さんなら守りきれるだろうから」

「私もそう思うけど、でもそこまで大切な相手なのに恋愛感情が湧かないものなのかな？　それにどうして一希は嫌いな私と離婚しないんだろう」

「美琴のお祖父さんとなにかありそうだよな。その辺調べてみた方がいいかもな」

「そんなことできるかな？」

　慧は珍しく弱気な表情になった。

「どちらの家もガードが固そうだから厳しいかもな。でも動く価値はありそうだ」

「そうだね……私、知りたい。この結婚にどんな事情があったのか。別れるにしてもなにも知らないままなのは嫌だから」




　話し込んでいると、あっと言う間に時間が過ぎた。

「私、そろそろ帰らないと」

　門限があるわけではないが、神楽本家の人たちにひとりで遅く帰ってきたところを見られるのはまずい。

　慧と連れ立って待ち合わせをした駅に戻り、別れ際に感謝の気持ちを伝えた。

「今日は楽しかった。私の悩みを聞いてくれてありがとうね。すごく楽になったよ」

「今はつらい時期だけど美琴は必ず幸せになれるよ。また連絡するから遠慮なく俺に頼れよ」

「ありがとう、心強いよ」

　慧に手を振り別れ、電車に乗り込む。最寄り駅の店で食材を少し購入してから自宅に戻った。

（今日は本当に楽しかったな）

　前向きな気持ちで玄関の扉を開く。けれど次の瞬間一気に顔を強張らせた。

　一希が険しい顔をして、待ち構えていたから。

　一希の醸し出す空気には明らかに美琴に対しての怒りが表れていた。

『ただいま』と言うことも、無視することもできずに美琴は玄関に立ち尽くす。

　恐れているわけではないけれど、一希がなぜ不機嫌顔で待ち構えていたのか分からず対応を決めかねたからだ。

　無言の美琴に一希は眉をひそめる。

「なぜ上がらない？」

「……一希が道を塞いでるから。どいてもらえる？」

　一希はなにか言いたそうにしながらも横にずれてスペースを空ける。

　美琴は素早くスニーカーを脱ぐと、ルームシューズに履き替えた。その間も物言いたげな視線をひしひしと感じ、居心地が悪い。

「話がある」

　命令調の言葉に、美琴は内心溜息をついた。

　彼が『話がある』と言い出したときは、ほぼ間違いなく美琴へのクレームだ。

（せっかく楽しい時を過ごしてきたのに）

　一日の最後がこれかと思うと落胆したが、仕方なく彼についてリビングに行く。

　一希はいつものソファーではなく、ダイニングテーブルに着席したので、ある程度の距離を置けるよう彼の斜め前の席に座る。

「今日は友人と出かけると言っていたが、その友人は葉月慧だそうだな。ふたりでなにをしていたんだ？」

　美琴はすぐに否定しようと口を開きかけ、けれど思い留まった。一希の表情は絶対的な自信に溢れていたからだ。まるで、今日一日の美琴の行動を把握しているとでもいうように。

　後ろめたいことはしていないから一希に知られても困らないが、慧に迷惑がかかる可能性が少しでもあるなら秘密にしておきたかった。

（でも一希はなんらかの理由で、慧と会ったと確信を持っている？）

　ならばごまかしても無駄だ。しかし疑問はある。

「私の行動を見ていたような言い方だけど、まさかあとをつけていたの？」

　そんなわけはないと分かっているが、あえて軽蔑したように言う。

　すると一希はうんざりとしたように答えた。

「千夜子がお前たちふたりを見かけたそうだ」

　美琴は思わず息を呑んだ。

　まさか、ここで観原千夜子の名前が出てくるとは思わなかった。

「……観原千夜子が一希にそう教えてきたの？」

「そうだ。余計なことかもしれないと、悩んだようだが」

　真面目に告げる一希に、呆れてしまった。

　観原千夜子が悩むわけない。きっと、ほくそ笑んで一希に連絡したはずだ。

　やはり一希は千夜子の悪意にまるで気付いていない。どんなときでも彼女が善で、美琴が悪なのだ。

（それにしても観原千夜子はどこにいたの？）

　美琴は気付かなかったし、慧も同様だろう。特別な名所はない地域で、千夜子と偶然居合わせたことにも違和感を覚える。

　考え込んでいると、一希の冷ややかな声が耳に届いた。

「以前も言ったが、他人に誤解されるような行動は慎め」

　美琴は、はあ、と大きな息を吐いた。

「慧は友人で、誤解されるような行動はしていないわ。前も言ったけど私の交友関係に口出ししないで」

「俺は承知した覚えはない」

「え？」

　今まで一希は美琴が強く言えば引き下がっていた。祖父に弱みがあるからだ。

　だから、今もこれで話は終わると思っていたのに、思いがけなく反論された。

　美琴は戸惑いながら、一希の冷たい眼差しを受け止めた。

　一希は堂々とした態度で美琴に命令する。

「お前は俺の妻だ。わきまえろ」

「なに言ってるの？　妻扱いしてこなかったのは一希じゃない！」

（どうして今さらそんなこと言うの？）

　一希の勝手さに苛立ちがこみ上げる。

「俺の態度が原因で勝手な行動をしたというのか？」

「そもそも勝手なことをしているとも思ってない。友達と出かけただけだもの。それに一希を夫だなんて思えるわけがない。そんな考えにしたのは一希の態度が原因よ」

「ならば今後は改めよう」

　一希はなんでもないように言う。

「私の話聞いてた？　今さら一希と夫婦としてやっていく気になんてなれないの。一希だって、嫌いな私を妻として扱うなんて無理でしょう」

「なぜだ？　お前は結婚相手は誰でもよかったんだろう？　ならば俺でも問題ないはずだ」

「！　……そうだけど、一希とは結婚後に関係が悪化したんだから例外よ」

（どうして一希は急にこんなことを言い出したの？）

　観原千夜子になにか吹き込まれたのだろうか。警戒する美琴に、一希は驚くべき発言をした。

「今日、美琴の継母から連絡があった」

「え？　……恵美子さんから？」

　思いもしなかった事態だった。

「どうして？　……なんの用で？」

「美琴に用があったようだが、外出中だと言うと俺に用件を話し始めた」

「家の電話にかけてきたの？」

「そうだ」

　短い返事を聞くと、強い不快感が襲ってきた。

　恵美子にはなにかあったときのために自宅の電話番号を知らせていた。けれどそれは緊急時のためのもので、普段は美琴の携帯電話に連絡する約束になっていた。

（今日、恵美子さんからの着信はなかった。どうして家にかけたの？）

「継母はなんて？」

　聞くのが怖かった。でも知らないままではいられない。

「美琴が経済的に困っているからなんとかしてほしいと頼まれた」

　一希は値踏みするような目で美琴を見つめる。一瞬、目の前がグラリと揺らいだ気がした。すぐに声の出ない美琴に、一希はさらに言い募る。

「美琴には必要経費として十分な金額を渡している。それなのになぜ困っているんだ？」

「それは……」

　本当の理由は絶対に言いたくない。けれど、下手な言い訳はきっと通用しない。

（弱みを握られてしまったみたい）

　圧倒的に不利な立場になった気がして、美琴は一希からとうとう目を逸らしてしまった。

「答えられないのか？」

「……答えないといけないの？」

「毎月の経費が不足しているのなら増やすしかないが、理由は必要だ」

　再び視線を上げると、一希はまるで見定めるように美琴をじっと見つめている。

「今まで通りで問題ないわ。恵美子さんの話は気にしないで。今後は家に電話をしないように言っておくから」

　実家の問題に一希を関わらせる気はなかった。

　一希も美琴の意向に気付いたのか、顔をしかめる。

「そうはいかない。継母からの連絡がなくても一度話し合おうと思っていたことだ」

「話し合い？」

「そうだ。ろくに身なりも整えず、なにに金を使っている？」

　執拗な追及に息苦しくなる。

「悪いことに使ってるわけじゃないし、借金だってしていないわ。私はお金の使い道を細かく全て一希に報告しないといけないの？」

「そうは言っていない。だが実際足りないと継母と話しているのだろう？　神楽家に恥をかかせているのが分からないのか？」

　放っておいてと強く言いたいが、恵美子の件を持ち出されるとそうもいかなくなる。

（恵美子さん、どうして余計なことをしたの？）

　口ごもった美琴に、一希がさらに問う。

「鈴本さんは入院中だったな。継母と兄弟たちは生活に困っているのか？」

　核心に迫られ、心臓がひやりとした。

（本当は実家の状況を知っているんじゃないの？）

　さっきから美琴の口から言わせようと質問してくるが、実は恵美子が全て話したのだとしたら……。

　彼がどこまで把握しているのか分からないため、迷いながら返事をする。

「……以前よりは厳しいけど、弟たちの学費は祖父が払ってくれているわ」

「久我山さんが？」

「そうだけど」

　一希は気に入らないのか、顔をしかめる。

「そんな話は聞いていない」

「私が祖父にお金をもらってるわけじゃないんだから、一希が気にする必要はないと思うけど」

　なぜ、いちいち機嫌を悪くするのか理解できない。

（本当に一希の考えは分からない）

　結婚してから一度も彼の内面を理解できたことはない。美琴に対する態度はいつだって無関心か怒っているか。心が通じるはずがないのだ。

「ねえ、こんな話し合いしてもお互い疲れるだけでしょう？　私はお金を増やしてほしいと思っていないし、恵美子さんにも二度と一希にそういった話をしないように言っておく。だからもうこれで終わりにしない？」

「そういうわけにはいかない」

　頑なな彼の態度にうんざりしてしまう。

「どうしてそこまでこだわるのか分からない。私の服装が気になるっていうなら新しい服を揃えると約束するから、それでいいでしょう？」

「俺はその場しのぎの解決をしたいわけじゃない」

「そこまで深く考えなくてもいいんじゃない？　だってそう遠くない未来に離婚するかもしれないでしょう」

　美琴の言葉に、一希が意外そうな表情を浮かべる。

「離婚はしないとお互い同意したはずだろう」

「あのときはそう思ったけど、考えが変わってきているの。一希の家族も離婚を望んでいるみたいだし、もう一度離婚について検討した方がいいと思うわ」

「俺の家族？　どういう意味だ」

　一希が、怪訝そうな顔になる。

「お正月に本家に挨拶に行ったときにお義母様に一希と離婚してほしいと言われたわ。結婚を考えていた相手がいたそうね、お義母様も賛成していた相手だったから今からでも軌道修正してほしいって……相手は観原千夜子よね？」

「母がそんな話を？　なぜすぐに俺に言わない？」

　一希は苛立ったように美琴を睨んできたが、義母の意向は知らなかったのか動揺しているように見えた。

「離婚についてひとりで考えをまとめたかったから」

「離婚はふたりの問題だ。なぜひとりで考えようとする？」

「私たちは普通の夫婦じゃないから。一希は私に嘘を言ってばかりでまったく信用できないわ。結局、観原千夜子とは結婚を意識するような関係だったのだし」

　美琴の言葉に、一希は溜息をつく。

「……千夜子との結婚など考えたことはない」

「でもお義母様は彼女を一希の奥さんにしたいみたいだった。観原千夜子はお義母様の親友の娘なんですってね、自分の本当の娘のように感じているんじゃないの？」

　千夜子の件になると美琴の口から嫌味が流暢にこぼれ落ちる。一希の顔を見ていると、傷つけられた恨みをぶつけるように、つい言いたくなるのだ。

　一希は決まってそんな美琴を不快そうに睨み、反論してくる。『千夜子を侮辱するのは許さない』と。

　しかし今回は反論もなく、強引とも思える不自然さで話を千夜子から逸らした。

「離婚の件は改めて話し合うとして、本当に困っていないのか？」

「お金のこと？　……一希から多くもらおうなんて考えたこともないわ」

　はっきりと答えたが、なんの反応もないことに違和感を覚えた。いつもなら千夜子の話になればむきになって反論してくるのに。

　お互い言葉がなくなり沈黙が訪れる。

　一希と美琴は顔を合わせれば、いつだって沈黙するか、そうでなければいがみ合うかだ。あまりに寂しい関係でとても夫婦とは思えない。

「話は終わりみたいだし部屋に戻ります」

　椅子から立ち上がり納戸部屋へ向かおうとすると、一希も立ち上がり美琴の前に回り込んできた。

「な、なに？」

　急に近くなった距離に動揺する。

「葉月慧には話しているのか？」

　低い声で問われ、美琴はびくりと肩を震わせた。

「話って、実家のこと？」

「俺との離婚の件もだ」

「……友達だから相談はするけど、なんでも話しているわけじゃないわ。神楽家の恥になるような話はしていないから安心して」

　そう答えると一希が舌打ちをした。彼のそんな荒々しい態度を見るのは初めてだ。

「今後、葉月慧と会うのはやめろ」

「どうして友達と会うのを制限されないといけないの？　神楽家のことは話してないって言ってるでしょう？」

「だが鈴本家の話はしているのだろう？　友人に相談するより夫婦で話し合う方が先だと思わないのか？」

　思いがけないその言葉に、美琴は目を瞠った。

「思うはずない！　だって私たちは普通の夫婦じゃない、一希には一番守りたい観原千夜子がいるんだから……そんな相手と話し合いたいなんて思わない、当然相談もしたくない。私たちは他人より遠い関係で、離婚しないのはお互いその方が都合がいいからでしょう？」

　美琴は弟たちの生活のために、一希は祖父になんらかの弱みを握られているから。

　打算で繋がった夫婦なのだ。

　顔色の悪い一希に、美琴は言葉を続ける。

「私、結婚をすると決心したとき相手は誰でもいいと思った。でも違っていた。他の誰でもよくても一希とだけは無理だわ……離婚してください」

　まだ問題は山積みで感情のまま動いてはいけないと、理性では分かっている。

　それなのに一希を目の前にしていると我慢ができなかった。今までも言い争いはしてきたけれど、ここまではっきりと〝離婚〟の意思を伝えたのは初めてだ。

　一希は驚いたように目を見開く。しかしすぐに動揺は消え、蔑むような目で美琴を見据えた。

「離婚なんてできるわけがないだろう」

「どうして？　一希だって私との暮らしにうんざりしているでしょう？　離婚したらこんな風に言い争うこともなくなる。祖父への説明は私がするわ。もうこれ以上我慢できないって」

　それで祖父が納得するとは思えないが、今は自分でも驚くくらい一希を拒否する気持ちが膨らみ抑えられない。

「久我山さんへの説明は不要だ。俺は離婚に同意する気はない」

　宣言されて美琴は息を呑んだ。

「どうして？　離婚しないで一希はどうする気なの？」

「どうもしない、これまで通りだ」

「それが嫌なの！　私はもう無理だから！」

　頑なな一希に対して苛立ちがこみ上げる。一希の方も美琴の言動に怒りを覚えているようで、ときどき顔をしかめる。

「自分から離婚は言い出さないと言っていたはずだ。なぜ発言を平気で翻す？」

「それは……さっきも言ったけど考え方が変わったし、それに一希は約束を守ってくれないじゃない」

「約束？」

　一希は訝しそうな表情になる。

「観原千夜子を私に近づけないこと。私の交友関係に干渉しないこと。どちらも守られていないわ」

「千夜子を近づけた覚えはない」

　心外そうに言う一希に、美琴はうんざりしながら告げる。

「確かに家には近づかなくなったみたいだけど、彼女の存在は相変わらず消えてない。今だって彼女に言われて私と慧のことを問いただしてきたんでしょう？　本当に不快だわ」

「彼女とは不適切な関係ではないと言ったはずだ。なぜ誤解が解けたあとも嫌い続ける？」

　一希の口調はきついものではなかったが美琴にとっては、聞き流せないものだった。

　確かに初めは一希の言う通り、夫の愛人への嫉妬心から避け嫌っていた。けれど今は違う。

「私は嫉妬して彼女を嫌っているんじゃないから。あの人の人間性が許せないの」

　怒りを込めて言えば、一希の顔に戸惑いが浮かぶ。

「……千夜子が美琴になにをしたと言うんだ？」

　こんな風に、具体的に聞かれるのは初めてだった。一希は千夜子の件になると全て美琴が悪いと決めつけ、頭ごなしに文句を言うばかりだったから。

（どうして今日に限って聞こうとするの？）

　思いを分かってほしいと思っていた頃は拒絶の態度を崩さなかったのに。

　もし、もう少し前に同じ言葉をかけてくれたのなら、きっと嬉しくて自分の気持ちを訴えていただろう。

　一希が好きだから愛人がいるのがつらかった。温かな家庭を作りたい。一希ともっと穏やかに話し合いたい。もっとそばにいたいと。

　でもそれは決して叶わないと知り、諦めたのだ。干渉しない、期待しないと決心するまで沢山傷ついた。今はもう一希に気持ちを伝えたいとは思わない。

　けれど、彼への愛情も優しい気持ちもすっかり枯れ果てたはずなのに、些さ細さいなきっかけで怒りだけは湧いてくるのだ。ほとんどが観原千夜子がきっかけになる。

（私はまだふたりに嫉妬しているの？）

　そんな考えが思い浮かんだが、すぐに振り払った。

（違う。もう嫉妬なんてしない、ただふたりからされた仕打ちが許せないだけ）

　そう自分に言い聞かせると、さらに怒りが膨らんでいく。観原千夜子が素晴らしい女性だと思っている一希に、彼女の歪んだ本性を教えたくなった。

「一希は観原千夜子のいいところしか見ていない。だって彼女は一希の前では本性を隠しているから。私とふたりのときの態度を見たらきっとびっくりすると思うわ」

「以前言っていた美琴に挨拶をしないことか？　千夜子は美琴に疎まれていると分かっている。だから遠慮しているのだろう」

「あの人が遠慮？　そんなわけない。私の前でも一希のベッドで堂々と横になっていたくらい厚かましいのに」

　思わず失笑してしまう。一希は眉をひそめた。

「その話も信じられない」

「私が嘘を言っているって言いたいの？　違うから。でも一希に信じてもらわなくてもいいわ」

　一希はなにを考えているのか、難しい顔で黙り込む。

「一希も観原千夜子も私に対して驚くくらい無神経で無礼だから関わりたくないの。今日偶然でも彼女に見られていたと思うだけで嫌」

「……それは感じ方の問題だろう？　俺たちに悪気はない」

「そうやって妻以外の女性を〝俺たち〟と括くくって言うこと事体が無神経だって分からないの？　それにリビングに彼女と一緒に写っている写真を放置していたけど、あれも私が見たらどう思うか少しも考えなかったの？」

「写真？」

　一希は怪訝な表情を浮かべたあと、はっとした様子になった。

「封筒の中を見たのか？」

「見たわ。封が開いていたから。そんな風に顔色を変えるくらい見られたくないものだったら書斎にでも置いておけばよかったのに」

　しっかりと鍵をかけているのだから。

「わざと置いたんじゃない。急いでいて忘れたんだ」

「一希が忘れ物をするなんて思えないけど……写真はとても楽しそうだった、ふたりで旅行でも行ったの？」

　嫌味を込めて言うと、一希は眉間にシワを寄せた。

「誤解するな。あれはそんな写真じゃない、俺たち……いや、俺と千夜子はふたりだけで旅行をしたことはない」

　一希はむきになるように、声を大きくする。その態度に美琴の戸惑いは深まった。

（どうして弁解するの？　それに〝俺たち〟っていう言葉を使わないようにしているみたい……私が文句を言ったから気を使っているの？）

　一体、一希はなにを考えているのだろう。世間体のために離婚を避けようとしているのか。こうやって対たい峙じして予想外の姿を見せられると惑わされ、美琴の決意もぐらぐらと揺らぎそうになる。

（一希のペースにのまれては駄目だわ）

　もう大分長く話しているせいか、頭が整理できていない。そもそもの趣旨からずれてきてもいる。

　美琴は深呼吸すると気を取り直して言った。

「ねえ、もう今日はこれくらいにしたいんだけど。そこ退いてくれる？　部屋に戻ってひとりで考えたいから」

「……離婚には同意しない、忘れるな」

　一希はまだ言いたいことがありそうにしていたが、美琴が本当に疲れているのを察したのか、渋々といった態度で道を空けた。

　美琴はほっとして納戸部屋へ向かう。

　背中に一希の視線を嫌というほど感じていた。




　納戸部屋に入り扉をしっかり閉めると、ようやく肩の力が抜けた。

　一希の前に出るといつもこうなる。緊張して自然と力が入ってしまうのだ。

　バッグを置き、どさりと床に座り込む。

　思いがけなく言い争いになったが、言いたいことは大体伝えられたと思う。

　離婚の意思も、美琴が限界だということも。

　緊張したせいで喉が渇いていた。けれど一希がまだリビングにいるかもしれないので、しばらく飲み物を取りに行けない。

　そういえば観原千夜子の話の中で、一希の態度が不自然な点があったことを思い出した。

「なにを言っているときだっけ……」

　小さく声に出して、まだ新しい記憶を探る。

（そうだ……お義母様と観原千夜子の関係の話になったとき）

『……千夜子との結婚など考えたことはない』

『でもお義母様は彼女を一希の奥さんにしたいみたいだった。観原千夜子はお義母様の親友の娘なんですってね、自分の本当の娘のように感じているんじゃないの？』

　一希は美琴の発言への返事をしなかった。すぐに話題を変えてきたのだ。

　千夜子の件になると細かいことまでも追及してくる一希の態度とは思えなかった。

「お義母様と観原千夜子の関係について触れられたくないの？　でもどうして……」

　親友の娘というだけなら隠す必要もないはずなのに。

　今に始まったことではないが、一希の考えが分からない。ますます不可解だ。

　違和感を解消できないまま、リビングから一希の気配が消えるのを待った。










混迷〔一希ｓｉｄｅ〕




『離婚には同意しない、忘れるな』

　離婚したいと言い出し、心底嫌そうに顔を歪める美琴にはっきりと自分の意思を伝えたが、返事はなく冷ややかな目を向けられただけだった。

　言動、表情全てが一希を否定していると実感し、動揺した。

　美琴がこんな態度を取るようになったのはいつからだろうか。結婚してすぐの頃はもっと穏やかな表情をしていたはずなのに。

　少し疎ましく感じるほど、常に一希の動向を窺い、不要だと言っても食事の用意を欠かさなかった。美琴が必要以上に自分に気を使っていることに気付いていた。

　自分の都合で結婚を推し進めた罪悪感からだろうがそんな態度が疎ましく、家に帰る足が遠のいた。

　それでもときどき顔を合わせると、避けられているのに気付かないのかぎこちなく笑い近づいてきては、なにかと一希の世話をしようとしていた。

　その全てを拒否したが。

　妻としての仕事をしようとしている美琴の行動自体が不快だったわけじゃない。昔は美琴の境遇に同情していたし、いい子だと思っていた。

　ただ、人の弱みにつけ込んで強引に結婚を進めた久我山家の人間だと思うと、すぐに受け入れることができなかった。

　初対面のはずの千夜子を、わけもなく嫌う態度も傲慢に感じていた。




　翌朝、仕事始めの一希は早朝六時前に起き支度をしたが美琴が部屋から出てくる気配はなかった。

　以前は一希よりも早く起きて家事を済ませ見送りをしていたのに、いつの間にかそれもなくなっていた。コーヒーを飲みたかったが、当然用意されていない。

　諦めて冷蔵庫のミネラルウオーターを飲んでいると迎えの車が来たので、家を出た。

　神楽グループ本社は都心のオフィス街一等地に立つ高層ビル。ビル内は数多のグループ会社が入っており、役員の部屋は高層階にある。

　役員専用エレベータで上がり、社長室に入るとすぐに千夜子が追いかけてきた。

「一希、おはよう、久しぶりね」

　新年の挨拶で来客が続くためか、彼女はフォーマルな黒いスーツ姿だった。

　千夜子は自社ビル内のコーヒーショップの袋をふたつ一希の机に置くと、背もたれのない椅子を持って一希の隣に来た。

「今日はアボカドサンドよ。一希は野菜嫌いだから意識して取らないとね」

　上機嫌に言い、千夜子は自分のサンドイッチを上品な仕草で食べ始める。

　秘書の千夜子が一希の朝食を準備するのはよくあることで、今までその行動に特になにかを感じることはなかった。しかし、久しぶりに長期休暇を取り、間が空いたためか、落ち着かない気持ちになった。

「一希どうかしたの？」

「……いや」

「早く食べた方がいいわ。今日は予定が詰まってるわよ」

　千夜子はにこりと微笑むと、コーヒーをコクリと飲む。

「ねえ、美琴さんに葉月慧とのこと聞いた？」

「ああ」

「彼女なんて答えたの？」

　千夜子は興味津々といった様子だ。

「葉月慧は昔からの友人で、不適切な関係ではないと言っていた」

　千夜子は呆れたような顔をした。

「それを信じたの？　違うに決まってるじゃない、どうして追及しないの？　せっかくのチャンスなのに」

「チャンス？」

「離婚する正当な言い分ができたじゃない。美琴さんが不貞行為を働いたとなれば、久我山だって文句は言えないはずよ」

　力強く語る千夜子に、一希は内心溜息をついた。彼女に結婚が不本意だと漏らしたのは自分だが、ここまで介入してくるとは予想外だった。

「美琴たちを見かけたのは偶然じゃないんだな？」

「まさか」

　千夜子は微笑み否定する。だが間違いないだろう。

「……千夜子、俺は美琴とすぐに離婚をする気はない」

「あら、結婚が嫌だってあれほど言ってたのに？」

「確かに乗り気ではなかったが結婚した以上は彼女に対して責任がある。今離婚するのは彼女が不利だ。離婚するにしても状況が変わったあとの方がいい」

「一希もお人よしね、美琴さんにそんな気を使う必要ないじゃない」

　千夜子はそう言うと、手つかずの一希のサンドイッチを袋から取り出して「食べて」と強引に手渡してくる。

「美琴さんに一希の妻は無理よ、幼稚ですぐに感情的になるし容姿も平凡。とてもじゃないけど釣り合わないわ。神楽のお母様も不満みたいで早く離婚させるって言っていたわよ」

「母に会ったのか？」

　一希の声が僅かに硬くなる。

「ええ、新年の挨拶にね、いけなかった？」

「……いや」

　千夜子と母が会うことを、一希にとやかく言う権利はない。

「ねえ、前から気になっていたんだけど、美琴さんって一希のことを以前から知っていたんじゃない？　彼女の態度を見ているとそう思うの。でも一希はあの子を見かけたことはないのよね」

　千夜子は首を傾げて独り言のように呟く。

　彼女には、美琴との出会いを話していない。千夜子と出会った十五歳よりも前に美琴と過ごした時期があったことを。

　千夜子とはお互い嘘は言わないと誓い合っているが、言わなくてもいいことはある。美琴の話を千夜子としたいとは思わなかった。この話題も、もう終わりにしたい。

　しかし、ふと思い立ち問いかけた。

「俺が名古屋に視察に行ったときのことを覚えているか？」

「ええ、私は同行しなかったから向こうでのことは分からないけど」

「あの日俺の家に行ってもらったが、離れに行ったか？」

　一希の言葉に千夜子は一瞬表情を険しくする。けれどそれはすぐに消えていつもの余裕ある笑顔になった。

「行ってないわ。一希に頼まれたのは母屋への用だったから。なぜそんなことを聞くの？」

　千夜子がなにかをごまかしている様子はなかった。

　美琴はその日、千夜子と遭遇したと言っていた。しかも一希のベッドに寝ていたという。初めはなにを馬鹿なことを言っているのだと取り合わなかったが、考えてみれば美琴の様子が変わったのはあの日を境にしてだ。

　もしかして、なんらかの事情で千夜子が自宅に寄ったのかもしれないと考えたが……。

「いや……ただの確認だ。変なことを聞いて悪かったな」

「もしかして美琴さんになにか言われたの？」

「そういうわけじゃない」

「いいえ美琴さん絡みね、一希がこんなことを言い出すなんて他に考えられないもの。もしかして私が離れに来たとでも言われたの？」

　千夜子は一希をじっと見つめて言う。

「……なぜそう思う？　美琴と会ったのは母屋から車に戻るときだったと言っていたはずだ。本当は違うのか？」

　一希の言葉に、千夜子は激しく顔をしかめた。

「まさか一希は私が嘘をついたと思ってるの？」

「……そうじゃない、ただ認識違いがあるかと思ったんだ」

「認識違いって言い出すのはやっぱり美琴さんになにか吹き込まれたからでしょう？　あの子の言うことと私の言葉、一希はどちらを信じるの？」

　千夜子が怒りに満ちた目で迫ってくる。その強い眼差しを受け止めているうちに、違和感が生まれてきた。

（この千夜子を相手に、美琴が言い勝つなんてできるのか？）

　千夜子は美琴に何度も責められたと言っていたし、美琴もはっきりと千夜子の存在が不快だと宣言している。妻と秘書という立場だけ見れば美琴の方が強い。だから千夜子の訴えを疑いもしなかった。

「千夜子が嘘を言うとは思っていない。だが美琴の言うこと全てが偽りとも思えない。なにか誤解があるんじゃないか？」

「誤解？　そんなものないわ。あの子は私が気に入らないのよ。一希のお見舞いに行けば追い返されるし、目障りだとも言われたのよ？　ひどいと思わない？」

　千夜子は不満そうに一希を見つめている。

「千夜子は言い返さなかったのか？　美琴に言い負かされるとは思えないが」

　そう問えば千夜子は僅かに口ごもる。

「……あの子と口論していいなら負けないわ。でも一応、一希の奥さんだからこっちが引いたのよ。ろくな社会人経験もない年下の子に罵倒されてプライドが傷ついたわ」

「そうか……美琴がすまなかった」

　一希が謝ると千夜子の機嫌は悪化し、不満そうに眉根を寄せた。

「なぜ一希が謝るの？　私は一希じゃなくてあの子のことを怒ってるのよ？」

　どうやらなにを言っても千夜子を苛立たせるだけのようだ。一希の違和感も解決しそうもない。

　内心溜息をつき、千夜子に告げる。

「仕事をする。午前中の会議の資料を早めに用意しておいてくれ、確認したい」

「あら、会議の内容は頭に入っているんじゃないの？」

「連休後だからな、念のためだ」

「そう……分かったわ。サンドイッチ、残さずに食べてね」

　千夜子は腑ふに落ちない様子ながらも机を片付け、自分の席のある秘書室へ向かう。

　彼女の姿が部屋から消えると、一希は信用を置いている調査事務所に連絡を入れ、美琴の調査を依頼した。

　結婚したときに美琴の身上調査は行っていない。家柄に問題はないし、素行に問題があったとしても結婚は避けられない状況だったため、必要ないと判断したからだ。

　だが、昨日の美琴の継母、鈴本恵美子の話は無視できない。

『美琴さん、かなりお金に困っているみたいなの。生活が回らなくなってしまったみたいで……でも神楽さんには言いづらいと言っていたわ』

　予想外の訴えだった。ただ、考えてみればそれらしい兆候はあった。彼女の格好はいつも神楽家の妻として合格ギリギリのラインで、なんとか世間体を保てるようなものだったからだ。

　なぜ美琴が経済的に困窮しているのか考えると、すぐに答えに行き当たった。鈴本家は父親が病気で入院している。美琴が自分が使えるお金を回していてもおかしくない。今後について、美琴と話し合わなくてはならないと思った。

　事情を正直に打ち明けてくれたら、一希が鈴本家を経済的に支援するつもりだった。しかし美琴は一希の問いかけに不快そうな顔をし、話し合いを拒絶した。

　本人の口から聞くのが無理なら自分で調べるしかない。調査機関を使って情報を揃え、言い逃れできない状況を作ってから話し合おうと考えた。




　必要な連絡を済ませ、溜まった書類仕事を進めていると、資料を手にした千夜子が戻ってきた。

「はい、今日の経営会議の資料よ。重要そうなところはチェックを入れておいたわ」

「すまない」

　一希が資料を受け取っても千夜子は秘書室には戻ろうとしなかった。

「ねえさっきの話の続きだけど、急に以前の出来事を蒸し返してきたのは、美琴さんがなにか言い出したからよね？」

「そうじゃない、俺が少し気になっただけだ」

「いいえ、どう考えてもあの子が絡んでいるはずよ……。一希、まさか一緒に暮らしているうちに絆されてしまったんじゃないわよね？」

　千夜子は一希の表情を見逃さないとでもいうように、じっと見つめる。

「……そんなんじゃない」

「そうかしら？　結婚前は久我山家の愚痴を言っていたのに、最近は全然言わなくなったわよね、どうしてなの？」

「言う必要がないからだ。久我山氏は予想外に俺たちの生活に介入してこないし、美琴も普段は我わが儘ままなど一切言わない……。あのふたりのことを誤解していたのかもしれないと最近は思っている」

　脳裏に、久我山俊三から結婚の話を持ちかけられたときの記憶が蘇る――。




　久我山俊三に『内密の話がある』と呼び出されたのは、桜が咲き始めた頃だった。

　困惑しながらも無視できる相手ではないので応じたが、彼から出た言葉は予想もしていないものだった。

『私はね、君と観原家の関係を知っているんだ。しかしそれを他言するつもりはない、もちろん君の父親にもだ。ただ黙っている条件として私の願いを聞いてもらいたい』

『なにをおっしゃっているのか理解しかねますが』

　激しく動揺したが、すぐに気持ちを立て直した。久我山俊三がなぜ観原家の名を出したのかは不明だが、全てを知っている可能性は限りなく低いのだから。

　しかし彼は一希の反応を見越していたように、厚みのある封筒を差し出してきた。

『これを見てもそう言えるかな？』

　訝しみながら封筒を受け取り確認すると、中身は報告書で、一希にとって絶対に知られたくない内容が記されていた。

『……これをどうやって？』

　喉がカラカラに渇き、呻うめくような声が出た。

　久我山俊三は同情したような表情で一希を見たが、口から出た言葉は冷ややかだった。

『時間をかけて調べたんだ。かなり骨が折れたがこちらには手がかりがあったのでね』

『手がかり？』

（ありえない）

　そもそも情報が漏れるわけがない。

『私に娘がいたのは知っているだろう？　君の母、神楽寛子とも一時期親しくしていた』

『ええ……絢子さんですね』

　だが、彼女は十年近く前に病没しているはずだ。

『娘が偶然、君の母親と観原家の娘との会話を聞いてね。ずっと胸に秘めていたが、亡くなる寸前に話してくれたんだ。今渡したのがその裏づけをした調査書だよ』

　再度調査書を確認する。久我山俊三が自信を持って語る通り、全て真実が記されていた。千夜子の名前も出ている。

『……俺になにを望むのですか？』

　金か、それとも神楽グループ代表の座を退くように要求してくるつもりか？

　彼に逆らうことはできない状況だが、〝今〟はまだどちらも手放せない。

　緊張しながら続く言葉を待つ。彼はゆっくりと口を開いた。

『私の孫娘と結婚してほしい』

『……ご冗談を。あの子と結婚なんてありえない』

『あの子？　……ああ、君にとって美琴は子供のままということか。心配しなくていい美琴はもう大人になっている。今年で二十四歳だ』

　久我山俊三が穏やかに言う。

『……なぜ、俺との結婚を望むのですか？　こちらの事情を調べたのなら俺が久我山家の令嬢の夫に相応しくないと知っているはずです。あなたの孫娘ならば他にもっといい相手を見つけられるでしょう』

　一希の言葉に久我山氏は小さく息を吐いた。

『私はね、孫娘に幸せになってもらいたいんだよ。あの子を裏切らず十分な生活を与えられる相手とね。なにより美琴が君に好意を持っている。覚えていないか？　君のお嫁さんになりたいなんてかわいらしいことを言っていただろう？』

『それは……しかしそんなのは子供の戯たわ言ごとでしょう』

　すっかり忘れていたが、確かにそんなことを言われた覚えがある。だが今言われるまで思い出しもしなかった。

『この話は彼女が望み、あなたに頼んだのですか？　俺たちの秘密を美琴も知っているということですか？』

『美琴が君を慕っているのは確かだが、君を選んだのは私の独断だよ。あの子に幸せになってほしいからね』

『孫娘を幸せにしたいなら俺との結婚はやめるべきでしょう。俺には幸せにできない』

　するつもりもない。こんな風に人の弱みにつけ込み要求を突きつけてくるような女性をなぜ大切にできるのか。

『そうはいかない。結婚したら美琴には妻として十分な待遇を与えてもらう。断るのなら私は掴んだ事実を公表する。まずは君の父に話すよ』

　穏やかな面の中に狡こう猾かつさが垣間見られ、一希は息を呑んだ。

（久我山俊三は本気だ……）

『……俺にはあなたに従うしか選択肢がないようだ。だが、妻に迎えそれなりの待遇をしても、心を通わせることはできない。理由はあなただって分かるでしょう』

『一緒に暮らしていれば気持ちも変わるだろう。条件として跡継ぎも作ってもらう』

（彼の望みは後継か？　俺が神楽家にいる間に子供を作れということか？）

　探ろうとしても目の前の老人の顔からはなにも読み取れない。

『この結婚は君の父君も賛成しているよ。母君は当然反対だろうが。きっと観原千夜子と結婚させたいとでも思っているだろうからね』

『それはありえない。千夜子はそんな相手ではない』

　久我山俊三は今日初めて意外そうに眉を上げた。

『唯一の懸念事項が彼女の存在だったが心配はいらなかったようだ、安心したよ』

　そのひと月後に、久我山俊三の孫娘の美琴と再会した。彼女は思い通りに事が運び満足しているというより、なぜか戸惑っているように見えた。しかし、時折笑顔を見せたため、結婚を喜んでいるのだろうと感じた。




　結婚式当日は学生時代の友人たちが駆けつけてくれた。

　それぞれが仕事を持ち、普段は海外を拠点にしている友人も多く久々の再会で、披露宴のあとに飲みに出ようという話になった。

　美琴の方は一希に比べ友人の招待客が少なく、そうした話はないようだった。

　浮かない表情の花嫁を見ると重い気持ちになった。

　美琴は一希の友人たちに対してよそよそしい態度で、とても会話の輪に入れるようには見えなかったが、それでも礼儀として声をかけた。

『友人たちと飲んでくる』

　私も行くと言えば、多少場はしらけるかもしれないが連れていくつもりだった。

　気持ちのない妻でも、さすがに結婚式当日に放置するのは気が引けたからだ。

　しかし美琴は無表情で『そう、行ってらっしゃい、私はホテルで休みます』とだけ答え、ひとりで引き上げてしまう。

　翌日、ホテルが手配したリムジンで自宅に戻ると、待ち構えていたように千夜子がやってきた。仕事でトラブルが発生したからだったが、美琴は突然不機嫌になり、食ってかかってきた。

　美琴は千夜子と面識がないのに、嫌悪感も露わに不満をこぼし、千夜子の態度について批判を始めた。その過剰な反応に内心首を傾げたが、面倒だと感じたし、ヒステリックな声が耳障りだった。

『この際だからはっきり言っておく。確かに君とは結婚したが俺が望んだわけじゃない。夫としての最低限の義務は果たすが、それ以上の要求をされても応えるつもりはない』

　つい本音をこぼすと、美琴が息を呑んだのが分かった。

　それからは仕事が忙しく、家には深夜に帰る日々。美琴はいつも食事を用意して待っていたが、彼女を避けていたこともあり一度も口にすることはなかった。

　そしてあっという間にひと月が過ぎた。




　一希は寝起きは悪くない。時間になれば自然と目が覚めすぐに行動できる。

　しかしその日は違っていた。

『一希』

　まどろみの中、優しく呼びかける声が聞こえてきた。

　そのまま眠っていたかったが、だんだんと意識が覚かく醒せいしてくる。

『一希、六時過ぎたけど、起きなくて大丈夫なの？』

　その言葉で一気に目が覚めた。

　目の前には美琴の顔。いつもの怒りに満ちた顔ではなく、心配そうな目で一希を見つめている。どうやら起こしに来たようだ。

　時間を聞き慌てて支度をし出社したが、体調不良のため業務を続けるのは無理だと判断して夕方には切り上げた。千夜子が心配して自宅まで付き添ってくれたが、美琴は彼女を見ると不満そうに表情を曇らせた。

　妻でありながら秘書の千夜子を邪険にする美琴に対し不満を覚えた。

　本来なら夫を送ってきた秘書に対して礼を言うところではないだろうか。

　しかし、ふたりになると美琴は一希を気遣い、献身的に看病をした。医者を手配し、病人食まで用意してくれたのだ。

　彼女の料理を口にするのは初めてだったが、驚くくらい美味しかった。

　あっという間に食べ終えると、薬と水を差し出される。薬を飲み終えたら、温かいタオルと着替えまで渡された。

　体はつらいが不便はまったくない。美琴のおかげだと気付き、寝室を出ていこうとする彼女に話しかけた。

『明日は休みにした』

　今まで予定を告げたことはないからか、美琴は驚いていたようだった。

『今夜と明日ゆっくり休んでね』

　そう言う彼女の表情は優しく穏やかで、はにかんだような微笑みには幼い頃の面影があった。

（これが本来の彼女の姿なんじゃないのか？）

　一希の目に映る美琴は、卑怯な手を使い結婚を進め、千夜子に敵対心を持ちヒステリックな声をあげる高慢な人物。

　しかし、そんな女性がこんな優しい目をするのか？　心配する様子も本心に見える。

　そう思うと自然に感謝の言葉を口にしていた。

『……それ、うまかった。手間をかけさせたな』

　礼を言うなんて初めてだったから美琴は戸惑ったようで、ぎこちない顔をしていた。

　彼女は自分が思うほど悪い人物ではないのかもしれない。幼い頃は素直ないい子だったのだし、話し合えば穏やかな関係が築けるのではないか。

　そう考え始めていたが、やはり美琴は久我山俊三と同じ冷酷な人間だった。一希の頼みで神楽家を訪れた千夜子に、許しがたい暴言を吐いたのだ。

　項垂れる千夜子を目にして怒りが抑えられなくなり、帰宅してすぐに美琴を責めた。

『また千夜子にひどい態度をとったそうだな』

　いつもの言い合いになると思っていた。しかし美琴からはヒステリックな反論の代わりに、感情のこもらない声が返ってきた。

『許してもらいたいなんて思ってない』

　これまでにない美琴の態度に、一希は動揺して返す言葉を失った。

（まるで人が変わったようだ）

　そう感じるほど、目の前の美琴は冷ややかで熱を感じなかった。怒りすらなく、なにもかもを切り捨ててしまったかのようにも見える。

　さらに驚いたのは、脅迫までしてきたことだ。

『次に観原千夜子が家に近づいたら、久我山の祖父に報告するから』

　結婚を決めたときを除いて、彼女は弱みにつけ込むことはしなかった。だから油断していた。美琴は脅迫をするような人間ではないと思い込んでしまっていたのだ。

　美琴は寝室も分けると言い出し、当てつけのように個室には相応しくない環境の悪い部屋を使うと言った。止めようとしたが無理だった。それほどに彼女は頑なだった。

　それ以後の家庭内別居のような暮らしは、想像以上に苦痛で、自宅から足が遠のく日々が続いていた。




　そんなある日、オフィスで帰り支度をしていると、千夜子がやってきた。

『あら？　今日は早いのね』

『ああ、なにかあったのか？』

　千夜子は書類の束を手にしている。急な決済でもあるのだろうかと考えたがそうではないようで、彼女は書類を一希の机に無造作に置いた。

『これは明日で大丈夫よ。一希が帰るなら私も帰ろうかしら』

『ああ、帰れるときは早く帰った方がいい』

『そうね、一希は今日もホテルでしょう？　食事でもしていかない？』

『いや、今日は自宅に帰る』

　一希が答えると、千夜子の表情が曇った。

『どうして？　美琴さんが嫌でホテル住まいをしているのでしょう？』

『……そういうわけじゃない』

　美琴に対する感情は複雑で、自分でも整理できていない。

　言い合いをしているときは強い敵対心を覚えるが、彼女の優しさを感じるときも確かにある。穏やかなときの彼女と過ごすのは嫌じゃない。ただ、今の美琴とそんな時間を持てるとは思えないが。

『じゃあどういうつもりなの？　ねえあの子にはっきりと言ってるの？』

　千夜子がじれったそうに迫ってくる。

『なにを言うんだ？』

『あの子が神楽家の女主人になることも、一希に愛されることもないって事実をよ。勘違いしないように伝えるべきよ』

　一希は小さく溜息をついた。

　千夜子には結婚に至った経緯を伝えている。しかし一希の個人的な感情については話していないから、一希が美琴を毛嫌いしていると信じている様子だった。

『千夜子、俺と美琴の関係については気にしないでいい』

『あら、どうして？　私と一希の間で隠し事はなしのはずでしょう？』

『……この件は別だ。夫婦の問題なのだから俺と美琴で解決するべきだろう』

　千夜子は苛立ったように目つきを鋭くする。

『私は一希を心配して言ってるのよ？　あの子は子供で、まともに話し合いなんてできないじゃない。だから私が一希の代わりに言ってあげるわ』

　千夜子はどうしても一希と美琴の問題に介入したいようだった。

　だが美琴が千夜子の助言を受け入れるはずがないし、一希としても夫婦の問題にはいくら千夜子でも立ち入ってほしくない気持ちが大きい。

『はたからみれば歯がゆいのかもしれないが、これ以上は口出しするな』

　はっきりと拒否すると、千夜子は不満そうにしながらも引き下がり話題を変えた。

『ねえ、十五日の柿ノ木家のパーティーなんだけど、私も出席するわ』

『そうなのか？』

　そのパーティーは一希も招待を受けていた。会社宛てのものでなく個人に来た招待だ。だが千夜子個人が招待されるのは不自然だった。

『私も出席したくて神楽のお母様に相談したら手を回してくれたみたい。正式な招待状が届いたわ』

『なぜ柿ノ木家のパーティーに出たかったんだ？』

　それほど重要な集まりとも思えない。

『まあ、いろいろよ。ねえ、当日はエスコートをお願いね』

　当然とばかりに言われ、一希は困惑しながら口を開いた。

『俺は美琴を連れていくから無理だ』

『え？　あの子を連れていくの？』

　千夜子の声が低くなる。

『ああ、基本的に夫婦同伴だからな』

『だからってあの子にあなたのパートナーが務まるとは思えないわ』

『美琴は久我山氏の孫で、マナーも身につけている。不足はないはずだ』

　美琴だって、公の場では一希に噛みついてこないだろう。

　だが千夜子は不満そうな目で一希を見つめる。

　居心地の悪い思いで一希は椅子から立ち上がり、ビジネスバッグを手にした。

『千夜子の車はこちらで手配しておく。同伴者が必要なら誰かに声をかけるといい。千夜子なら相手に困らないだろう？』

『もちろん困らないけど、ベストではないわね』

　責めるような視線を振り切り、一希は急ぎ足で執務室を立ち去った。




　八時過ぎに自宅に帰った。

　美琴は納戸部屋ではなくキッチンにいたが、一希と目が合うとたちまち顔を曇らせる。歓迎されていないのは明らかだ。

『……お帰りなさい、食事はしてきたの？』

　なにを考えているのか読み取れない淡々とした声だった。

　キッチンのシンクを見れば綺麗に片付いていた。おそらく食事の片付けが終わったところなのだろう。夕食はまだ取っていなかったが、自分のためだけにまた支度をしろと言うのは気が引けた。

『いや……不要だ。話がある』

　そう言い、柿ノ木家からの招待状を渡した。美琴は気乗りしない様子ながらも、同伴を拒否することはなかった。

　どこかほっとしながら、続きを口にする。

『先に言っておくが、その集まりには千夜子も出席する』

『ど、どうして？』

　それまで落ち着いていた美琴が、突然声を高くした。

　千夜子の名を出すのだからある程度は予想していたが、想像以上の反応だった。

（なぜここまで千夜子を嫌うんだ？）

　千夜子がその立場から美琴を疎ましくするのは理解できる。しかし美琴の考えは理解できない。嫌うほど千夜子と関わりはないはずだ。

　美琴は依然として興奮が収まらないように、早口にまくし立てる。

『彼女を連れていくなら私は不要でしょう？　妻役がふたりもいたらおかしいもの』

『なにを言っている？　千夜子は観原家の人間として招待されているんだ。俺の同行者になれるわけがないだろう？』

　一希の妻は美琴だ。なぜそれが分からないのだろう。それに柿ノ木家のパーティーという公の場で千夜子を攻撃したら、美琴の評判が下がるだけだ。

　美琴もそれは理解しているようで、最終的には不満そうにしながらも納得した。




　柿ノ木家のパーティー当日。

　美琴は初めて見る上品な紺色のドレスを身につけていた。いつもよりしっかりと化粧をしているからか、雰囲気が違って見えた。

　柿ノ木家へ向かう車内では気まずい無言が続いていた。美琴は機嫌が悪いようで、一希の方を見向きもしない。

　しかし会場に到着してからの美琴は表面上は穏やかな笑顔で、顔見知りの招待客たちともそつなく会話をこなしていた。

　一希は旧友たちとの久しぶりの再会に会話も弾む。夫婦仲は良好と思われているようで、何度もからかわれる。

　うまくかわしていると、背後から声をかけられた。

『一希』

　振り返ると千夜子がひとりで佇んでいた。美琴がそばにいなくてよかったとほっとする。

『楽しんでいるところ申し訳ないのだけれど、少しいいかしら？　報告があるの』

　千夜子は声を潜めて言い、友人にも笑顔を向けて非礼を謝罪する。

『なにがあったんだ？』

　仕事の話のようだったので、千夜子を促し庭に出る。

『桜さくら川がわ不動産の社長が急ぎ連絡を取りたいと言っているの。それから経営企画部長が緊急で決済をもらいたいと……詳細を確認してもらえる？』

　千夜子は一希の隣に立ち、自分のスマートフォンを差し出す。一希は目を細めて電子決済画面を確認していった。

　その後、千夜子といくつか打ち合わせをしてから会場に戻ると、予想外の光景が視界に映り込んだ。美琴が若い男性客と楽しそうな笑顔で話し込んでいたのだ――。




　あのときの美琴は一希が見たことのない安心しきった笑顔だった。

（それだけ、葉月慧に心を許しているということか？）

　それにしても距離が近すぎる気がする。一希が彼との付き合いについて口にすると、過敏な反応も見せた。千夜子じゃないが、本当にただの友人なのかと疑いが拭えない。

「一希……一希！」

　高い声で呼びかけられ、一希ははっと我に返った。同時に視界に千夜子の不満そうな顔が映る。

「どうしたの？　返事もしないで」

「すまない、少し考え事をしていた」

　千夜子は呆れたような目をする。

「もう！　しっかりしてよ。そんなだから久我山にいいようにされるのよ」

「いいように？」

「そうよ、あのふたりのことを誤解していたのかもしれないと言い出すなんて信じられないわ。脅して結婚を強要するような卑怯な人間よ？　最近の一希は久我山家に対しての怒りを忘れてしまっている。彼らの思惑通りになってるのよ」

　千夜子の発言は過激だが図星でもあった。久我山俊三に脅迫されたときに感じたような強い怒りを、今は持っていないからだ。

　脅迫してきたのは初めの一度きり。その後は一切口出ししてこない。

　美琴の発言も大きかった。

『前から思っていたけど、お祖父様に対してなにか弱みがあるの？』

『私はお見合い相手が一希じゃなくても結婚するつもりだった。誰だってよかったのよ』

　今思い返せば、美琴が嘘をついているようには見えなかった。おそらく彼女は一希の事情についてなにも知らない。そして一希との結婚を望んでもいなかった。

　全ては久我山俊三個人が企てたことなのだ。だがその理由は想像ができない。

　孫娘の幸せを思うのなら、一希は結婚相手としてまったく相応しくなく、その事実を久我山俊三は知っているからだ。

「もう！　一希、聞いているの？」

「ああ……聞いているが、久我山家の件は気にしなくていい。千夜子には迷惑がかからないようにするから大丈夫だ」

　はっきりと告げると、千夜子は納得いかないように目を細めた。

「……私は、あの子の存在自体が迷惑なのよ？」

　その囁きが、一希の耳に届くことはなかった。




　数日後。その夜はいつもより早く夜七時過ぎに自宅に帰った。

　美琴はキッチンにいて、目が合うと「お帰りなさい」と声をかけられた。しかし目は笑っていない。礼儀として挨拶をしただけだと分かるものだった。

　居心地の悪さを感じながら頷こうとして、そういえば今まで自分は美琴に挨拶をしていただろうかと考えた。

（……していないな）

　いつも美琴に声をかけられ、それに応えて相槌を打つだけ。初めは強要された結婚が不満で親しくなどできなかったからだが、我ながら礼儀に反していた。

「ただいま」

　そう声にすると、美琴は家事の手を止めてなにか言いたげに一希を見つめてきた。

　しかし、しばらくすると会話を拒絶するように無言で目を逸らす。

　話をしたかったが、適当な言葉が思い浮かばず、一希も無言で書斎に向かった。

　今夜早く帰ってきたのは、鈴本家の調査結果が届いたからだった。ビジネスバッグから厚みのあるファイルを取り出して、ゆっくりと内容を確認していく。

　前半は美琴の身上調査。幼い頃からの経歴と特筆すべき事項が記されている。

　後半は、鈴本家の状況についてだったが、一希が想像していた以上に問題があった。

　自宅店舗で営んでいる文具店は休業状態で、ほとんど収入がない状態だ。借金はないようだが生活費はかなりかかっていると思われる。

　週に三回ほど、家事ヘルパーが通っているとあり、その代金は美琴が支払っていた。

　美琴の継母はなにをしているのかと疑問だったが続く報告によれば、連日鈴本氏の入院しているリハビリ施設に通っているということで、違和感を覚えた。

　夫が心配だろうが、幼い子供六人を置いてまで毎日通う必要があると思えない。

（美琴の継母……鈴本恵美子はなにを考えているんだ？）

　美琴が経済的に困っているのは自分たちが原因なのに、わざわざ一希に知らせてくるのが理解できない。普通なら隠したいものではないだろうか。鈴本恵美子は一希が思っているより強したたかな人物なのかもしれない。

　ヘルパー費用の概算金額が記されていたが、かなりの高額だった。これを毎月用立てていたら、美琴の生活は余裕がないのも当然だろう。

　重い気持ちになりながらファイルを閉じると一希は溜息をついた。

　美琴がなぜ結婚をしたのか、分かったからだ。

（実家の生活のために結婚したんだろうな）

　久我山俊三は一希を脅迫したのと同時に、美琴にも条件を突きつけていた可能性がある。

　結婚式での美琴の強張った微笑みが思い浮かんだ。

　一希が望んでいなかったように、美琴もこの結婚を望んでいなかった。

　それでも初めは歩み寄ろうと努力をしたのだろう。けれど自分はその全てを拒否した。久我山家と逆らえない自分自身への怒りが強く、ただ受け入れられなかった。そうすることで相手がどう感じるかを考える余裕がなかったのだ。

　ファイルを机の鍵付きの引き出しにしまう。その際、大きな封筒が目に入った。

　牧之原病院の名前が記載されたそれを手に取り、中から写真を取り出す。美琴との結婚式直前に撮ったもので、緑の樹々を背景に自分と千夜子が寄り添っている。

　今までそんな考えを持ったことはなかったが、不意に自分の手にしている写真が罪深いもののように思えてきた。

　この写真を見れば、事情を知らない者なら恋人同士と思うだろう。

　写真を撮ったことが悪いわけではない。必要なものだった。しかし、なぜ家に持ち帰り、不注意にも美琴の目に触れる場所に置き去りにしてしまったのか。

　頭の中に、ヒステリックな美琴の声が蘇る。

『リビングに彼女と一緒に写っている写真を放置していたけど、あれも私が見たらどう思うか少しも考えなかったの？』

　不快なその声の原因は紛れもなく自分なのだと、今頃になって気がついた。




　自分の至らなさを自覚したせいか、美琴に対してそれまでとは違った気まずさを感じるようになっていた。

　美琴も一希が帰宅すると極力部屋から出てこない。あの狭い納戸部屋にこもっていては窮屈だろう。

　一希にできることはなるべく自宅に戻らないようにすることくらいだ。

　結婚してすぐの頃のように、オフィスとホテルとの往復の日々を送っていた。

　そんなある日、待ちわびていた連絡が入り一希は仕事を切り上げ、待ち合わせをしているホテルのレストランに向かった。

「久しぶりだな。急ぎの用ってなんだ？　もしかして離婚の相談か？」

　一希と机テーブルを挟んで座る男性は柴しば本もとという名の、学生時代の友人だ。商社勤務で現在はヨーロッパに赴任している。誰に対しても遠慮のない物言いをする人物だ。

「いい眺めだな」

　ホテル高層階にあるレストランの個室の窓からは美しい夜景が広がっている。

　一希が相槌を打つと、柴本が探るような視線を向けてきた。

「ところで千夜子は？　あとから来るのか？」

「千夜子は呼んでない」

　柴本は不満そうな表情になる。

　この柴本は学生のときから千夜子を崇拝し、周囲にもそれを隠そうとしなかった。おそらく今夜、千夜子にも会えると思い期待していたのだろう。

「話は、俺の妻についてだ」

「妻？　ああやっぱり離婚を決めたのか？　政略結婚だっていってもあれはないよな」

　柴本はどこか嬉しそうな表情になり、ワインをゴクリと飲み込む。非礼な言葉を指摘したくなったが、その気持ちを抑え込んだ。

「妻に俺と千夜子が男女の関係だと言ったそうだな」

　一希の言葉に、柴本は困ったような苦笑いになった。

「もうばれたのか。久我山家の令嬢は結構おしゃべりなんだな」

「妻が誤解しているようだから、理由を強引に聞き出した。なぜそんな嘘を言った？」

　ごまかしは許さないと鋭く見据えると、一希の怒りがようやく伝わったのか、柴本は顔を強張らせワイングラスをテーブルに戻した。

「だって千夜子がかわいそうだろう？　ずっと一希と付き合っていたのに急に出てきた家柄しか取り柄のない女に取られるなんて」

「勘違いしているようだが、千夜子との関係は友人で仕事上のパートナーだ。認識を改め二度と妻に誤解を与えるような真似はするな」

　本音を言えばもっと責め立てたかったが、自分の態度にも問題があったのは確かで、彼ばかりを責められないと気持ちを収めた。

　しかし柴本の方は納得がいかないようで、不満そうに一希を睨む。

「なんだよそれ……妻を気遣うためなら、千夜子の気持ちはどうでもいいってことか？」

「これからも千夜子を蔑ろにする気はない。だが妻と彼女とでは立場が違うだろう？」

　なぜそんなことが分からないのだろうか。

「妻と変わらないだろ？　一希と千夜子が付き合っていたんだから」

「違うと言ってるだろう？」

「嘘つくなよ。千夜子本人がそう言って悲しんでいたんだぞ」

　非難のこもった柴本の言葉に、一希は眉をひそめた。彼女がそんなことを言うはずがない。なぜなら真実、一希と千夜子の間には男女の関係はないからだ。

「一希の結婚で千夜子がフリーになった方が俺には好都合だったが、いつも気丈な千夜子が涙を見せたからな。放ってはおけない。彼女の恋を応援するしかないだろう？」

「千夜子が……涙？」

　彼女が泣くなど信じられなかった。だが、柴本が千夜子の思惑で行動したのは真実だと感じた。

　黙り込んだ一希に柴本が言葉を続ける。

「このことで千夜子を責めるなよ？　嫉妬するのも自分の存在を伝えたくなるのも当然の感情だからな。裏切られて傷ついた上に責められたらかわいそうだ」

　柴本は千夜子の言葉だけを信用し、一希の主張に耳を傾ける様子はない。

　これ以上なにを言っても無駄だと察した一希は、席を立ち滞在しているホテルの部屋に引き上げた。




　翌日、朝オフィスでいつも通り千夜子と顔を合わせてすぐに切り出した。

「話があるんだ。どこかで休憩を取れないか？」

「いいわよ、午後二時過ぎから一時間ちょっと空くわ。どこか予約する？」

「ああ、個室がいい」

「分かったわ」

　千夜子は上機嫌で言い、執務室を出ていく。

　入れ替えに第一秘書が入室してきたので、来月の視察計画について打ち合わせをする。一段落つくと、第一秘書が扉の方を気にしながら口を開いた。

「観原さんのことですが、そろそろ配置換えを検討してもよいのでは？」

　重い気持ちになり、一希は無意識に目を伏せた。

　第一秘書は優秀だが、もとは父、神楽朗の忠実な部下だった。今でもその忠誠心は失われておらず、一希の動向を密かに神楽朗に報告していることに気付いてた。

　父が千夜子を敬遠しているせいか、第一秘書も千夜子にいい感情を持っていない。

「観原さんは優秀ですから、いつまでも私のアシスタントでは物足りないでしょう。いいポジションを用意してあげてはいかがでしょうか？」

　言葉は丁寧だが結局千夜子と距離を置けということだ。第一秘書にも父にも、もう何度も言われた言葉だ。

「……検討する」

　そう答えると第一秘書はあからさまにほっとした様子を見せた。

（もう時間がないな）

　今のまま過ごすのは限界だと感じていた。




　千夜子が予約したのはオフィス近くのイタリアンレストランだった。カジュアルな雰囲気の店だがきちんとした個室で、話が漏れ聞こえる心配はなさそうだ。

　オーダーを済ませ食事が運ばれてくると、千夜子が口を開いた。

「ねえ、改まって話ってなに？」

　興味津々といった様子で一希を見つめている。

　昔から感じていたが千夜子の眼差しは強く、こうして正面から見つめ合うと圧倒される。そして彼女のペースに巻き込まれることが多かった。

「昨日、柴本と会った」

　千夜子は驚いた様子もなく頷く。

「ええ帰国しているみたいね、私のところにも連絡が来たわ」

「柴本に聞いたが、俺と千夜子が付き合っていると噂になっていたようだ。千夜子の言動がもとで広まったらしい」

　一希のその言葉に、それまで上機嫌だった千夜子の表情が曇った。

「……そうね、そんなこと言ったかもしれないわ」

　千夜子は一希から目を逸らし、スマートな所作で食事を始める。

　一希は手をつけず、千夜子に問いかけた。

「なぜそんな嘘を言ったんだ？」

「大した意味はないわ。ただ彼にしつこく誘われて困っていたから一希の名前を出したのよ。相手が一希なら大抵の男は敵わないと引き下がるのよ」

　千夜子の言い分は柴本の話と一致している。だがそれならなぜ柴本の前で涙を見せたりしたのだろう。誘われて困るような相手に、弱みを見せるものだろうか。

「一希、怒ってるの？　でも仕方ないでしょう？　困っていたんだもの」

　上目遣いで見つめてくる千夜子に、一希は釈然としない気持ちで答える。

「怒っているわけじゃない。だが今後は違う方法を取ってくれ」

　すると千夜子は不満そうに溜息をつき、手にしていたフォークを置いた。

「それは美琴さんを気遣っての言葉？」

「……そういうわけじゃない」

「ならいいじゃない。私に変な男がつきまとわないように一希が防波堤になってくれたら丸く収まるのだから。噂を気にするほど小心者ではないでしょう？」

　千夜子は開き直っているのか、平然と言う。

「一希は私を守ってくれるんでしょう？　昔、そう約束したわよね？」

　千夜子の力のある眼差しに見据えられ、一希はぎこちなく頷いた。

　約束はした。そのときの気持ちは今でも変わらない。

　そのはずなのに、千夜子の行動に対して次々と疑問が浮かんできていた。




　千夜子とのすっきりしない話し合いのあとは、通常通りの仕事をこなした。

　ただ、遅くまで残ることはせずに、午後七時を回ったところでオフィスを出る。

　柴本と話した内容を美琴にも伝えようと思ったのだ。

　しかし家のどこにも美琴の姿はなく、一希はリビングで立ち尽くし眉をひそめた。

（外出しているのか？）

　メッセージアプリを確認したが、美琴からの連絡はない。こんなことは初めてだった。美琴は一希を避けながらも、断りなく家を空けるという行動は取らなかった。

　時計に目を遣ると、午後七時三十分。実家に行ったのかもしれないと考えながら、書斎に入り溜まった手紙の確認や個人的なメールの返信をして過ごす。

　どれくらいの時間が過ぎたのか、玄関が開く音が聞こえた。鍵を開けて入ってくるのは美琴以外にいない。

　出迎えようと椅子から立ち上がった一希は、シンとした家の中に響いた声を耳にして、ギクリと身体を強張らせた。

「今日はありがとう、慧のおかげでうまくいきそう。弟たちも慧にすっかり懐いてたね」

　美琴は一希がいることに気付いていないのだろう。楽しそうに会話を続けている。

　相手は葉月慧。先ほどから美琴が親し気に呼び捨てているのだから間違いない。

（……実家に連れていったのか？）

　なんのために？　……まさか葉月慧に経済支援を頼む気だろうか。

　苛立ちがこみ上げ、考えるよりも先に書斎の扉を乱暴に開いていた。大きな音に驚いたのか、スマートフォンを片手に玄関にいた美琴の目が大きく開く。

「あ、あの……ごめん、あとでかけ直す」

　美琴は早口で言い通話を切り上げ、一希に警戒の視線を向けた。

　カジュアルな白いコートに、茶系のパンツ姿。髪は無造作にまとめられているが、いつもと雰囲気が違って見えた。

　じっと見ていると、美琴の眉間にシワが寄っていく。

「なに？」

　葉月慧と会話していたときの朗らかさと真逆の、張り詰めた声。その態度に一希の苛立ちはさらに募っていく。

「連絡もなくどこに行ってたんだ？」

「友達と会ってたんだけど」

「友達ではなく葉月慧だろう？　弟に会わせたのはなぜだ？」

「！　……話を聞いていたの？」

　美琴が不快そうに一希を睨む。

「聞くつもりはなかったが聞こえてきた」

　ありのままを答えると、美琴も大きな声を出した自覚があるのか気まずそうな顔をした。

「一希がいると思わなかったから。最近は外泊続きだったし……どちらにしても私の交友関係には口出ししないでと言ったでしょう？」

「そうはいかない」

「どうして？　一希だって好き勝手してるじゃない。帰ってこない日はどうせ観原千夜子と過ごしているんでしょう？」

　思わず『違う！』と声を荒らげそうになったが、なんとか抑えた。

「千夜子の件は誤解だと言ったはずだ。昨日、美琴に間違った情報を伝えた友人と会い、二度と同じような過ちが起きないよう話をつけた」

「え？　私が言ったって話したの？」

「そうだ。だが美琴が困るような事態にはならないから大丈夫だ。二度と美琴に近づかないように釘を刺した」

　一希の言葉に、美琴は戸惑った様子を見せた。

「一希がそこまでしてくれなくても……私もあの人には二度と会う気はないし」

「会わなくていい。もし連絡が来たら教えてくれ、こちらで対処する」

「……うん」

　美琴は困惑の表情ながら頷く。その様子にほっとしたものの、「なぜ葉月慧と会ったんだ？」と改めて問うと美琴の態度は再び頑ななものになってしまった。

「慧との付き合いに文句を言わないでよ、私は一希みたいに人に言えないような真似は絶対しないわ」

　反論しようとするより先に、美琴は納戸部屋に逃げ入ってしまう。

　気まずい状態のまま会話が終わってしまったことに、落胆した。柴本の話は間違った情報だと伝えたかっただけなのに、なぜこんな風に言い争う結果になるのか。

　固く閉じた納戸部屋の扉を見つめていると、強い苛立ちがこみ上げてきた。




　美琴と葉月慧の関係を、このまま見過ごすことはできない。

　翌日、葉月慧と話をつけるために電話をした。

「神楽だ。妻のことで話がある、時間を取ってもらいたい」

　端的に用件を伝えると、慧はためらいもなく了承した。

《分かりました。俺からもあなたに聞きたいことがあるしちょうどいい、いつにしますか？》

　堂々とした態度。一希に対しても怯む様子は一切なかった。

「……今夜だ。場所はあとから連絡する」

《分かりました、では後ほど》

　慧との通話を終えると、第一秘書を呼び出しスケジュールの調整を頼んだ。

　千夜子には伝えなかった。この件に関しては彼女を介入させたくなかったのだ。




　葉月慧とは、第一秘書が手配した料亭の個室で落ち合った。慧は先に席に着いていたが、一希の到着に気付くと、洗練された動作で立ち上がり出迎える。

「急に呼び出して申し訳ない、座ってくれ」

　慧は再び着席すると、気負いのまったくない様子で一希を見据える。その堂々とした様子に居心地の悪さを感じながらも、用意していた言葉を切り出した。

「早速だが、妻の実家の件で君にも面倒をかけていると聞いた」

「それは誤解ですね。確かに友人として彼女の相談に乗ることはありますが、面倒だなんて感じていませんので」

　一希としては美琴の実家の問題から手を引くようにとの意味を込めて発した言葉だった。しかし慧はわざと気付かないふりをしているのか、さらりと流してしまう。

　僅かに眉を寄せながら、今度は曖昧さをなくしはっきりと伝える。

「そうか。だが今後は友人としての手助けも不要だ。鈴本家の問題は身内で対処する」

　不要とまで言ったのだから、さすがに手を引くだろうと思った。

　けれど慧は予想外に苦笑いになった。

「美琴に頼れるような身内はいないと思いますが」

「それはどういう意味だ？」

「美琴に頼る身内がいたら家庭の事情を友人に相談しないでしょう？」

　慧の主張に一希は反論できなかった。確かに美琴は自分に頼ろうとしない。

「だからといって踏み込みすぎではないのか？　昨日は鈴本家にまで行ったそうだな」

　慧は怪訝な表情を浮かべたが、なにかに思い至ったように頷いた。

「昨日の電話を聞いてたんですね、ただ誤解しているようだ」

「誤解？　君が美琴と会い、実家の兄弟たちと会ったのは確かだろう」

　美琴も否定はしなかった。もし誤解だというなら、弁解をしたはずだ。

「神楽さんは俺が美琴の実家に行ったと思い込んでいるようですね。実際は違いますよ。彼女とは昨日、俺たちの中学がある地元で他の友人も交え食事をしただけです。彼女の弟には店に行く途中に偶然会いました」

「……偶然？」

「そうです。彼女の弟に会うのは初めてでしたがいい子ですね。素直で姉を慕っているのが分かった。美琴があの子たちを守りたいと思う気持ちが理解できる」

　慧の言葉を聞きながら、昨夜の美琴の台詞を思い出した。特に矛盾点はない。

「……分かった。ひとまずは君の言い分を信じよう。だが鈴本家の件からは手を引いてくれ。幼い兄弟の件は俺の方で支援する」

　慧は大きな溜息をついた。

「あなたが美琴を救えるとは思えない。柿ノ木家で再会したときの彼女はひとりきりで心細そうにしていましたよ。とても頼りなくて、手を差し伸べたくなった」

「……頼りない？」

　あのときの美琴は常に機嫌が悪く怒っており、頼りなさなど感じなかった。

　慧は一希の心の声を読んだのか、呆れたように笑った。

「とてもそんな風に見えなかったと言いたそうですね……」

　無礼な態度に思わず慧を睨むが、彼はさらりと流して続きを口にする。

「神楽さんは、観原千夜子さんとの関係をどうするつもりですか？」

「なにが言いたい？」

　美琴は千夜子のことまで、葉月慧に話しているのだろうか。夫婦の内情を全て把握されているようで気分が悪い。

「観原さんとは特別な関係ではないと主張しているそうですが、美琴は納得していないですよ。俺に話を聞くよりも美琴と話し合った方がいいんじゃないですか？」

「美琴にはもう何度も話をしているが受け入れようとしない」

「少し話したくらいで認識を変えるのは無理ですよ。客観的に考えてみたらどうですか？　あなたは観原さんを愛人ではないと言いながら、なによりも優先している。今だって俺が彼女の名前を出した途端あなたは顔色を変えた。その反応は美琴に対するものよりもずっと強く、あなたにとって大切なのはどちらなのかが現われている」

　慧の指摘に、一希は口ごもった。

「そんなつもりはない……突然千夜子の名前が出たからつい反応しただけだ」

「そうは見えなかったですけどね。今みたいな態度を日頃から美琴に対して取ってきたんじゃないですか？　そのたびに彼女は傷ついたはずだ」

「美琴には千夜子の話はしていない」

「覚えていないだけでしょう。少なくともあなたは観原さんを〝誰よりも守りたい人〟だと言っている。喧嘩のときの売り言葉に買い言葉だったとしても、妻を傷つける絶対に言ってはいけない言葉だった」

　一希がついに黙り込む。慧も言葉を切ったけれど、しばらくしてから再び口を開いた。

「あなたは言葉で美琴を傷つけただけでなく、蔑ろにし続けた。クリスマスも大晦日も家に帰らず彼女はひとりきりだった」

　慧に指摘され、一希は反論しようと顔を上げた。けれど、声が出なかった。今さらなにを言っても言い訳にしかならないと思ったからだ。

「俺は美琴に同情しました。政略結婚だとしてもあんまりだ。彼女が離婚したいと言うなら応援しようと思いました」

「俺は離婚をする気はない」

「なぜですか？」

　鋭く問われ、一希は憂鬱な気持ちで口を開く。

「結婚して一年もせずに離婚などできない」

「そんな理由じゃ美琴の気持ちを変えられないと思いますよ……離婚したくないならあなたは態度を改めるべきだ」

「俺が態度を？」

「美琴に優しく尽くし、心を開く。いつだって彼女の気持ちを考えて行動する。そうですね、具体的にはとりあえず毎日早く家に帰って彼女の作った食事を感謝して食べるのがいいでしょう」

　慧がなぜこんなことを言い出すのか分からない。唖然としていると、慧は一転して表情を引きしめた。

「これ以上、美琴を悲しませるようなことをしたら、俺は絶対にあなたを許さない。そうならないように祈りますよ」

「分かった……だがなぜ俺に助言をする？」

　慧は大きな溜息をついた。

「あなたのためでないですよ……美琴があなたを本当に嫌っていたら、助言なんてしなかったってことです」

　慧は一希から視線を逸らし立ち上がる。

「お互い気分もよくないと思うので、今日はこれで失礼します」

　慧は深々と礼をすると足早に個室を去っていく。

　その後ろ姿を眺めていると、敗北感のようなものがこみ上げた。




　慧の言いなりになるつもりはなかったが、翌日は仕事後、外で食事を取らずにまっすぐ自宅に帰った。

　それでも夜の八時は過ぎていたからか美琴は夕食を済ませていた。

　キッチンで後片付けをしていた彼女は一希と目が合うと怪訝な表情になる。

「お帰りなさい」

「ああ……ただいま」

「今日は随分早いのね、なにかあるの？」

　美琴の視線は探るようなものだ。

「いや、なにもない」

「そう……」

　納得したようではないが、美琴は一希から視線を逸らし片付けの続きをする。もうこちらを見ようとはしないし、一希を拒否する壁のようなものがあるのを感じた。

　声をかけるべきだと思ったが、この場に相応しい言葉が思いつかない。仕方なく寝室に入り着替えをしてから再びリビングに向かった。

　美琴は片付けが済んだのか、キッチンにはいなかった。静まり返ったリビングのソファーに腰かけ、一希は息を吐く。

　美琴に優しくしろ、共に食事を取れと言われても、そうする機会がないのだと気がついた。一希の食事が出てくる気配はないし、顔を合わせるのも嫌がられている様子。これではどうしようもない。

　しばらくリビングにいたが諦めて書斎に入った。




　それからも連日、八時過ぎには帰るようにした。

　しかし美琴の姿はキッチンにはなく、部屋にこもりっぱなしで姿を見ることもない。

（……もしかして、俺を避けているのか？）

　より悪化した状況に落胆を隠せなかった。

　自分が家にいる時間が増えれば美琴も生活が不便になるだろうし、お互い気まずい。

　そもそも自分はなぜ葉月慧の助言を受け入れたのか。連日夕食を抜きにしてまで美琴との関係を改善しようとしているのは、どうしてなのか。

　今のままでも、夫婦としての体裁は保てている。急ぎ状況を変えなくてもいいはずだ。

　それでもなにかに急き立てられるように、仕事が終わると自宅に帰る。そんな自分の行動が腑に落ちない。

　リビングのソファーに座り考え込んでいると、突然声をかけられた。

「一希、どうしたの？」

　びくりとして預けていた背もたれから、勢いよく身を起こす。

「な、なんでそんなに驚くの？」

　気付けば美琴がリビングにいて、引きつった表情で一希の様子を窺っていた。

「あ……いや、なんでもない」

「なんでもないって……ねえ、どうして最近早く帰ってくるの？」

　美琴の眉間にはシワが寄っている。

　それほど自分と顔を合わせるのが不快なのだろうかと、重い気持ちになった。

「帰ってきたら駄目か？」

「そんなこと言ってないでしょ？　ただ、なんで早いのかなって不思議で。今まで少しも家に寄りつかなかったのに」

「…………」

　なんと答えればいいのか分からなかった。美琴の問いは、つい先ほどまで自分が考えていたことと同じだ。

　なぜ今さら律儀に帰るのか。明確な理由を言葉にできない。

　ただ自分でも不思議だが帰りたいと思うのだ。

　黙ったままの一希に美琴は溜息をつく。そのまま踵を返しリビングを出ていこうとした彼女は、ふと気付いたように立ち止まり一希を振り返った。

「ねえ……ちゃんとご飯は食べてるんだよね？」

　美琴はじっと一希の目を見て言う。

　正面から視線が交わり落ち着かない気持ちになる。そのせいか、取り繕うことができなかった。

「いや、食べていない」

「え？　……もしかして昨日も？」

「ああ」

「なんで？　お腹空かないの？」

「空いてる」

　美琴は丸い目を大きく見開いた。

「それなら、どうして言わないの？」

「もう食事は終わった様子だったからだ」

「だからって……」

　美琴は呆れたように呟いてから「ちょっと待ってて」と言い、キッチンに向かう。

　そう時間を置かずに、ハンバーグと白米と味噌汁が出てきたから驚いた。

　美琴はソファー前のローテーブルにそれらを手早く並べた。

「どうぞ。私用に作っておいたもので申し訳ないのだけど」

　一希は僅かに眉をひそめた。

「これは本来は美琴の分なのか？」

　そうだとしたら自分だけ食べるわけにはいかないだろう。

「……私はもう食べたから大丈夫。多めに作って冷凍しているの」

「そうか……」

　目の前の食事は温かな湯気を立てており、食欲を刺激した。

「いただきます」

　美琴の分の食事はなかったが、彼女は自分の部屋に戻ることなくダイニングルームの椅子に座った。どうやら食べ終わるのを待っているようだ。ふたりの間には距離があり会話をする雰囲気ではないけれど。

　驚くくらいの手際のよさで用意をしてくれた食事は、とても美味しかった。

　食事を美味しいと感じるのは、いつ以来だろう。そんな考えが頭に浮かんだ。




　翌日から美琴は一希の食事を用意してくれるようになった。

　一希のためにわざわざ作っているのか、バランスのいい食事が彩りよく盛りつけられている。リビングのローテーブルに並んだそれらはとても美味しそうだった。

　だが……。

「そっちで食べてもいいか？」

　今日もダイニングテーブルに座る美琴に声をかける。彼女はとても驚いた様子だったが、食事を一希が指定したダイニングテーブルに移してくれた。

「すまない」

「別に。どこで食べるかは一希の自由だもの」

　素っ気ない声。

「……食事もありがとう」

「え？」

　美琴は動揺したように瞳を揺らす。その後、一希から視線を逸らし言う。

「私の今の立場は専業主婦で、食事作りは仕事だもの。やって当然のことだから」

「そうか……」

　なんと答えるのが正解か分からずに、相槌を打つだけになってしまう。美琴の作る食事は美味しいが、気まずい沈黙はいたたまれなかった。

「今日はなにをしていたんだ？」

　会話のきっかけになればと深く考えないで言った台詞だった。しかし美琴は警戒するように、姿勢を正した。

「ずっと家にいたわ。どこにも行ってないから」

　それきり黙り込んでしまう。

　おそらく彼女は責められていると感じているのだろう。先日、言い争ったばかりだから、そう思われても仕方ない。ふたりの間の深い溝を改めて感じた。

　再び気まずい沈黙に陥りそうになったとき、自分でも思いがけない言葉が口からこぼれた。

「美琴の食事だけは美味しく感じる」

「え？」

　機嫌悪そうにそっぽを向いていた美琴が、信じられないといった表情で一希を見る。

　その様子で、自分が発した言葉に気付き、内心慌てる。

　機嫌を取るために褒めようなんて気はまるでなく、本心が漏れ出ただけだ。伝えるつもりは少しもなかったのに。

「まるで私の料理以外は美味しくないみたい……嘘つきね、そんなことあるわけないのに」

「嘘ではない。食事に満足したのは久しぶりだ」

「信じられない。だって昔の一希は食べることが大好きだったじゃない。私につらいときもしっかり食べなくちゃ駄目だっていつも言ってた」

「……そんなこともあったな」

　ぼんやりとした思い出が浮かんでくる。

　千夜子と出会うよりも前。悩みなどなく、将来に希望を持っていた頃。

　まだ幼い美琴が落ち込んで泣いていた。母親を亡くしたのだから無理はない。けれどいつまでも塞いでいては病気になってしまいそうだと思い、小さな彼女を食卓に誘い、食事の大切さを教えた。

「あの頃の一希はビーフシチューを美味しいって何度も言いながら食べていたわ。今では嫌いになったみたいだけど」

「ビーフシチュー？」

　好物だったことなどない。基本的に食べられないものはないが、できれば避けたい料理だ……少し考え思い出した。

「それは美琴が好きな料理だろう？」

「そうだけど、頻繁にビーフシチューを頼んだのは一希だったわ」

「食欲がなくても好きなものなら食べられるかと思ったから、美琴と食事をするときはビーフシチューを用意するように頼んでいた」

「……私に合わせてたの？」

　美琴は非常に驚いた様子だった。と同時に一希も内心動揺していた。以前、彼女がビーフシチューを作ってくれたことを思い出したからだ。

　あれは、一希の好物だと信じて作ったものだったのだ。それなのに自分は見向きもしなかった。思わず箸を置く一希に、美琴は表情を曇らせた。

「もう終わり？」

「……いや、全ていただくよ」

　それからは会話はなく、静かな食事が進んでいく。

　終わると美琴は食器などを片付け、自分の部屋に下がっていった。




　翌日、帰宅するとダイニングテーブルにはふたり分の夕食が並んでいた。

　驚く一希に美琴は淡々と言う。

「一緒に食べた方が用意も片付けも楽だから。それとも一緒では嫌？」

「そんなことはない」

　すぐに否定すると、美琴は頷いて食事を始めた。

　会話が弾むわけではないが、ときどきぽつりぽつりと言葉を交わす。

　美琴がなにを考えているのか未だに分からなかったが、穏やかな時間に心が落ち着いた。




　それから一週間後。美琴の継母、鈴本恵美子から一希のもとに再び連絡が入ったため、鈴本家を訪問することになった。

　鈴本家を訪れるのも、恵美子に会うのも初めてだった。婚約した時点で美琴は久我山俊三と養子縁組をしていたため、一希が鈴本家と関わる必要がなかったのだ。

　のんびりとした雰囲気の公立中学校のそばに、文具店を営む美琴の育った家がある。鉄筋造りのしっかりとした家だが、玄関周りは乱雑な印象だ。

　呼び鈴を鳴らすと、待ち構えていたようにドアが開いた。

　一希を見て驚いたように口を開いた女性は、その後すぐに愛想笑いを浮かべた。

「神楽さん？　お待ちしていました」

　恵美子は一希をリビングのダイニングテーブルに案内した。

「どうぞ」

　彼女は湯気の立つコーヒーカップを置いてから、一希の正面の席に腰を下ろした。

「電話で伺った件ですが」

　一希が早速本題を切り出すと恵美子は頷き話し始める。

「神楽さんはご存知か分かりませんけど、美琴ちゃんはうちに援助してくれているんです。具体的には私のフォローをする家事ヘルパーさんの費用なんですけどね。最近、お金がないと言ってあまり頼んでくれないんです。だからうちも困ってしまって」

　恵美子の言葉に一希は内心驚きを感じていた。実家の事情を聞き出すのにもう少し苦労すると予想していたのだが、恵美子はためらう様子がない。

「結婚したら久我山家から支援してもらえるって聞いていたのに、実際は子供の教育費を少しだけ。夫が遠方に入院しているので私も仕事ができないし本当に困っていて……美琴ちゃんも初めは親身になってくれていたんですけど、最近は身の丈に合った暮らしをするのが大切とか、とってつけたような言い訳で援助を渋るんです」

　恵美子は美琴に対して不満が溜まっているのか、吐き捨てるように言う。

　その様子に気分が悪くなるのを感じながら一希は口を開いた。

「美琴の発言は筋が通っていると思いますが」

「いいえ、結婚したからって実家に無関心になるのは違うと思うんです。家族は大切にしないと。そう思って私は実の娘ではない美琴ちゃんを今まで育てたんですよ」

　鈴本恵美子は美琴に比べ口数が多く、自己主張が得意のようだった。

「美琴は家族を大切にしていると思います。援助できないのは本当に余裕がないからでしょう。私が美琴に渡している経費はそれほど大きな金額ではないので」

「そうなんですか？　失礼ですけどそれはちょっとよくないんじゃないですか？　夫婦は平等なはずでしょう？　夫だけがお金を独り占めするなんて」

　恵美子は憮ぶ然ぜんとした様子だった。しかし一希の次の言葉で、一転笑顔になった。

「独り占めする気はありませんよ。美琴が育った鈴本家に援助をする用意もあります」

「あら？　そうなんですか？　……ごめんなさい、私ったら早とちりして」

　一希は名刺を取り出し渡した。

「今後は美琴に金銭的な要求をするのをやめてください。必要な経費はこちらに記載の私のアドレスまで連絡を」

「つまり今後は神楽さんが対応してくれるんですか？」

「ええ」

「分かりました。私にはもちろん異存ないです」

　恵美子は嬉しそうに、一希のアドレスが書かれた名刺をチェックしている。

　その姿を見ていると疲労感がこみ上げてくる。

「……義父は家に戻れそうにないんですか？」

「ええ、もう少しリハビリが必要みたいです。この家はバリアフリー化がされていないので、戻ってきても不便だし。改装できればいいんですけどなかなか難しくて」

　恵美子の口調には含みがあったが、一希は気付かないふりをした。

「そうですか……だが今後の生活について考えた方がいいでしょう」

　人に頼らず自立するべきではないのか……そう言いかけた言葉を呑み込み立ち去った。

　鈴本家の問題はとりあえずは解決した。

　恵美子が美琴に金銭の無心をする心配は当分ないだろう。




　残る問題は千夜子だった。

　彼女は一希にとって大切な相手だが、父や第一秘書をはじめ、会社の従業員たちがよく思っていない。

　それに美琴が千夜子を心から嫌っている。

　美琴の主張は、千夜子から聞いた内容とまるで違っていた。だが嘘をついているとはどうしても思えないのだ。ただそれは根拠はない感覚的なものなので、どちらが正しいのか決めつけることはできない。

　数日迷いながら、今一番いいと思える対応を選択し、千夜子を執務室に呼び出した。

「改まって話ってどうしたの？」

　今日の千夜子は機嫌がよかった。にこにこしながら来客用のソファーに座り、ほっそりとした足を組む。

「でももちろんいい話でしょう？」

　千夜子は期待の目で一希を見つめる。

「そうだな……千夜子に昇進してもらうことにした」

「昇進？　第一秘書をどこかにやれることになったのね？」

　弾んだ声が執務室に響く。千夜子は以前から自分が第一秘書になりたいと言っていたから望みが叶ったと喜んだのだろう。

　その様子に気まずさを覚えながら、一希は口を開いた。

「いや、千夜子には課長として経営企画部に異動してもらいたい」

　経営企画部課長は神楽グループ本部内でも、かなり重要なポストだ。第二秘書からの抜ばっ擢てきはこの上ない栄転といえる。しかし千夜子は驚愕したように目を瞠った。

「どうして？　私は一希の秘書がいいって言ってたでしょう？」

「だが今のままでは千夜子の実力が発揮できない。経営企画部はこの会社の中心で千夜子に相応しい部署だろう？」

「そうだけど……でも嫌よ。その話は進めないで。私は秘書をやめる気はないわ」

　よかれと思い、苦心して調整した人事を千夜子はあっさりと蹴る。

　一希は落胆して目を伏せた。そんな一希に千夜子はさらに言い募る。

「ねえ、どうして急にこんな人事を言い出したの？」

「理由はさっき話しただろう？　千夜子のためだ」

「いいえ、違うわ。一希、私を遠ざけようとしているでしょう？」

　千夜子の言葉に、胸が軋んだ。

（俺が……千夜子を遠ざけている？）

　そんなはずはない。あってはならないことだ。

　千夜子は怒りの目で一希を睨む。ソファーから立ち上がり、一希の執務机に近づいてきた。

「あの子の……久我山美琴のせいね？」

「……そうじゃない」

「ごまかさないで！　最近の一希の態度を見ていれば明らかよ。あんな子に絆されたのね？　……あれほど心を許さないようにって言っておいたのに。家じゃ仲良く夫婦生活でもしているの？」

「違う！　そんなんじゃないんだ……」

　美琴との関係は夫婦とはとても言えないものだ。

　彼女には嫌われているし、ふたりの間には壁があり仲がよかったことなどない。

　ただそれでも美琴の嫌がることはしたくないと思った……それだけだ。

　千夜子の立場も十分に考慮して決めたことだった。だが千夜子に一希の想いは伝わらない。

「もういいわ。この件はあなたのお母様に報告します、覚悟しておいた方がいいわ」

　千夜子は捨て台詞と共に足音荒く部屋を出ていく。

　茫然とその後ろ姿を見送ったあと、重い気持ちで家に帰った。




「お帰りなさい、今日は少し遅かったのね」

　自宅では美琴が夕食を準備してくれていた。

　いつもより一時間も遅れたのに自分も食べずに待っていてくれたようだ。

　テーブルに並ぶ温かな料理を目にすると、胸がいっぱいになった。

　黙り込む一希に美琴が言う。

「もしかして外で済ませてきた？」

　はっとして慌てて否定した。

「いや、そんなことはしてない……食事を用意してもらえたことが嬉しかっただけだ」

「え？」

　美琴が怪訝な表情をする。けれどなにか言うことはなく、飲み物を用意してくれた。

「いただきます」

　静かで穏やかな食事が始まった。




　翌日。母、神楽寛子から電話がかかってきた。

　仕事中だと分かっているはずなのに、都合を尋ねることもなく用件を切り出される。

《一希、美琴さんと早々に別れなさい》

「それは、無理です」

《駄目よ。約束を守らないのならこちらにも考えがあるわ。あなたの妻を傷つけたくないのなら早く別れなさい》

　威圧的な言葉に、一希は昨日千夜子から感じた以上の胸の軋みを覚えた。




　暗い気持ちで自宅に戻ると、今日も美琴が迎えてくれた。

「お帰り、今夜はオムライスを作ったの。意外だけど一希好きだよね？」

　優しい声に、胸が痛んだ。

「……どうして知ってるんだ？」

「どうしてって見てれば分かるけど、卵とケチャップ好きだものね」

「そんなことまで見ていてくれたのか？」

「もしかして気持ち悪いと思ってる？」

　美琴は少し膨れて言う。

「いや……後悔しているだけだ」

　今頃になって自分の想いに気付くなんて。

「後悔？」

　不思議そうな顔をする妻を一希は切ない気持ちで見つめた。

　彼女を傷つけたくない。苦しめたくない。こんなことになるなら関わらなければよかった。久我山俊三に脅されたとき、自分が消えていればよかったのだ。

　そうすれば、美琴は今頃別の……例えば葉月慧のような曇りのない男と幸せになっていたのだろう。

「……ごめん」

「え？　なにか言った？」

「いや……」

　彼女に手を伸ばしたい衝動を抑えて、一希は僅かに微笑んだ。










戸惑い




　ある日を境に、なぜか一希の様子が変わった。

　驚くくらい早い時間に帰宅するようになったのだ。

　一希が帰ってくると、美琴は自分の部屋にこもり扉の向こうの様子を窺う。

　彼はリビングにいるようだが、なにをしているのかまでは分からない。顔を合わせたら言い争いになるのが予想できるので、出ていく気にはなれなかった。

（突然早く帰るようになるなんて……どうしてなの？）

　美琴の好き勝手にさせないように監視するためだろうか。

（いくらなんでもそんな暇じゃないと思うけど……）

　夫としては問題があるが、仕事はしっかりこなしていると聞いている。

　一希がなにを考えているのか分からないが、いくらなんでもおかしいと思った。

（なにを企んでいるの？）

　落ち着かない気分でいると、慧からメッセージが届いた。

【久しぶり、特に問題はないか？】

　最近は忙しいのか連絡が途絶えており、どうしたのか心配だった。すぐに返信する。

【久しぶり。問題ないと言いたいけど、実は一希が毎日帰ってくるの。今のところなにも言ってこないけど、なんか企んでそうだよね】

　するといつもはレスポンスの早い慧が、やけに時間をかけて返信してきた。

【ただ家で寛ぎたいだけかもしれないだろ？　美琴から声をかけてみろよ】

【え……それは無理でしょ】

【これからも毎日帰ってくるかもしれないんだから、早めに確認した方がいいだろう？】

　慧の言うことはもっともだと思った。

　いつまでも不安のまま過ごすのは精神的にも消耗が激しい。

　それに離婚の話し合いをするには一希と向き合わなくてはならないのだ。

　なにを言われても傷つかないように、心を強く持ちリビングに向かう。

　一希はスーツ姿のままリビングのソファーに腰かけていた。なにか考え込んでいるのか美琴に気付く様子はない。

　相変わらず一部の隙もなく整った横顔は、険しい。彼の周りには人を寄せつけない冷ややかな壁があるようだ。

（なんか怖いこと考えてそう……）

　怯みそうになりながらも、声をかけてみる。

「一希」

　聞こえなかったのか呼びかけに反応はなかったが、彼はまるで絶望したような深い溜息をついた。

「一希、どうしたの？」

　思わずそう声をかけると今度は声が届いたのか、一希の体が大袈裟なくらいびくりと揺れ、勢いよくソファーの背もたれから身を起こした。

「な、なんでそんなに驚くの？」

　美琴の方が驚いてしまった。

「あ……いや、なんでもない」

「なんでもないって……ねえ、どうして最近早く帰ってくるの？」

　勢いで本題を切り出すと、一希は形よい目を細めて美琴を見た。

「帰ってきたら駄目か？」

（怖い顔……怒らせた？）

　帰宅を責めているように取られたのだろうか。また文句を言われるのも嫌なので急ぎ弁解する。

「そんなこと言ってないでしょ？　ただ、なんで早いのかなって不思議で。今まで少しも家に寄りつかなかったのに」

「…………」

　怒ったと思ったら、今度は黙り込んでしまった。

（無理……手に負えない）

　やはり一希と意思疎通は難しい。

　とりあえず美琴を攻撃したいわけではないようなので部屋に戻ろうとした。

　そのとき、ふと気がついた。

（一希、ご飯食べてるのかな？）

　毎日、夜八時過ぎに帰宅している。外で食べてくる時間などあるのだろうか。

　気付いたら黙っていられなくなった。

「ねえ……ちゃんとご飯は食べてるんだよね？」

「いや、食べていない」

　さらりと告げられ驚愕する。

「それなら、どうして言わないの？」

「もう食事は終わった様子だったからだ」

　美琴は呆れて一希を眺めた。

　濡れたような艶のある黒いストレートミディアムヘアに、ひと目で上等と分かるスーツを見事に着こなしたその佇まいは堂々としており、とても〝お腹が空いている〟と言い出せないような小心者には見えない。

　そもそもいつだって美琴に遠慮ない物言いをしてきたではないか。今さらどうして〝食事時間が終わってるから〟などと些細な理由で遠慮をするのだろう。

　わけが分からなかったが、キッチンに入り、すぐに用意できる食事を準備して持っていった。一希は本当にお腹が空いていたらしく、残さずに食べた。




　翌日は少し悩んだけれど、しっかりした夕食を準備した。ここ数日の行動を見ると帰ってくる可能性が高いと思ったからだ。

　予想通り一希は帰ってきた。いつもリビングにいるのでそちらに食事を準備すると、ダイニングテーブルで食べたいと言われその通りにした。

　食事の用意は主婦の美琴の仕事だから、しっかりやると決めていた。

　片付けのために一希の食事が終わるのを待っていると、今日の行動を聞かれた。

（まだ慧とのこと疑ってるの？）

　不快に感じながらも正直に答える。いつも通り信じてもらえず険悪な雰囲気になると思ったが、一希はあっさり引き下がった。

　意外に感じていると一希が呟いた。

「美琴の食事だけは美味しく感じる」

「え？」

　急になにを言い出すのだろう。今まで散々拒否していたのに。けれど一希は本音だと言う。

　そして思いがけず彼がビーフシチューを嫌いだった事実を知った。

　結婚してすぐに嫌いだと拒否されたとき、それは美琴が作ったものだから食べたくないという意味だと受け取った。しかし実際は本当に嫌いな料理だったようだ。昔よく食べていたのは、美琴の好みに合わせていたからだという。

（嫌いなものを私に合わせて食べるなんて……昔はそんな優しさがあったんだよね）

　あの頃の一希はもういない。目の前にいるのは夫でありながら美琴を蔑ろにし、他の女性を大切に守るような心ない人。

　そう分かっているけれど、優しい記憶を久しぶりに思い出していた。




　それからも一希は毎日決まった時間に帰宅した。いつの間にか、美琴も同じ時間に食事を取るようにした。

　初めはシンとした食卓だったが、少しずつ会話が交わされるようになっていた。

「明日、会議で関西支社に行ってくる」

「そうなの？　じゃあご飯はいらない？」

「いや、いつもの時間に帰る」

「そうなんだ」

　会議のあと、接待のようなものはないのだろうか。

「迷惑か？」

「え？　いえ、そんなことないよ」

　戸惑いながら否定する。

　最近の一希は人が変わったように遠慮がちになった。

（なんだか、怖い……）

　美琴の気持ちを少しも考えずに自宅に愛人を連れ込んだ人とは思えない。

　けれど、気遣ってもらうのはありがたい。本来、言い争ったりするのは苦手なのだ。穏やかな空気で過ごせるのは安心する。

「関西支社ってどこにあるの？　京きょう都との近く？」

「どうしてだ？」

「久しぶりに生八ツ橋食べたいと思って」

「分かった。買って帰る」

　一希は頷くと、もくもくと食事を再開する。今日も残さず綺麗に食べてくれそうだ。

　自分が作った食事をしっかり食べてもらえるのは嬉しい。

　美琴も食事を再開する。しばらくして、ふと気がついた。

（出張には観原千夜子も一緒に行くのかな？）

　一希と食事をするようになってから、観原千夜子の名前を出したことはない。言えば、争いになるのが予想できたから意図的に避けていた。

　けれど、今は黙っていられなくなった。

「ねえ、出張には観原さんも連れていくの？」

　千夜子の名を出したからか、一希はほんの少しだけ動揺した様子を見せた。

「いや……彼女はオフィスで別の仕事がある」

「そう。念のため言っておくけど、うちには来させないでね。また以前みたいに揉めたくないから」

　未だに観原千夜子のことを思い出すと気分が重くなるし、一希を責めたくなる。けれど最近穏やかな時間が続いたためか、冷静に要望を伝えられた。

　一希もいつものように機嫌を損ねたりはしなかった。

「美琴は、まだ千夜子が駄目なのか？」

　静かな声音。美琴はゆっくりと頷いた。

「無理だよ。前も言ったけど、あの人が一希のベッドで寝ているのを見てからトラウマみたいになってるの。あの人に言われたことも忘れられないしもう会いたくない」

『千夜子はそんな女じゃない！』そんな風に怒るかもしれないと思ったが、一希は黙り込んでしまった。

　少し気まずい気持ちで食事を続ける。終わると一希は美琴を見つめて言った。

「千夜子には、外出できないような仕事を頼んでおくから心配しなくていい」

「え？　……あ、うん……そうしてもらえると助かる」

　今夜の彼は怒っているわけでも、うんざりしているでもなく、そんな態度に美琴は戸惑うしかなかった。

　原因は分からないけれど、一希との生活は結婚して以来、最も安定して穏やかだった。




　それから数日後。夕食後に一希から話があると告げられた。

「改まって話ってなに？」

　美琴は少しの緊張を覚えていた。最近の彼の言動から理不尽な要求をされるとは考えづらいが、それでも今までの経緯を思えば油断はできない。

　一希も緊張しているのか珍しく顔を強張らせながら口を開いた。

「これまで千夜子のことで嫌な思いをさせて悪かったな」

　その言葉に、ひどく戸惑う。彼がこんな風に謝ってくるのは初めてだ。

「……どうしたのいきなり」

　彼はそれには答えなかったが、思いがけないことを言った。

「千夜子は俺の秘書から外れることになった」

「え……一希はそれでいいの？　彼女は本当に納得したの？」

　一希が千夜子を手放すことも驚いたが、千夜子が承知したのも信じられなかった。

（あの人が大人しく引き下がるとは思えないけど）

「昇進による人事異動だ。千夜子も受け入れた」

「……そうなの」

（プライベートで一緒だから、仕事では離れていてもいいってこと？）

　けれど、最近の一希は仕事が終わるとまっすぐ家に帰ってきているから、千夜子とゆっくり過ごす時間はないように思う。

（今、ふたりの関係はどうなってるの？）

　美琴は柿ノ木家の集まり以来、一希と千夜子が一緒にいるところを見ていない。なにか変化があり、それで一希は帰ってくるようになったのだろうか。

「千夜子がここに来ることももうないから、安心してほしい」

「……異動は私に気を使ってくれたの？」

「それだけではないが」

　一希は曖昧に濁したが、美琴の意向はかなり関係しているのだろう。

（どうして急に私の気持ちを考えてくれるようになったの？）

　気を使ってもらえるのはありがたくて嬉しい。けれど、理由が分からないため、素直に喜ぶことができないでいた。

　沈黙が訪れしばらくすると、再び一希から切り出してきた。

「離婚についても美琴の希望に沿うようにする。すぐには無理だがなるべく早くできるよう調整していくつもりだ」

「えっ!?」

　淡々と語られた一希の言葉に、美琴は思わず高い声をあげてしまった。

　一希は困ったような表情になる。

「美琴が早く離婚したいのは分かっている。すまないな」

「い、いえ……そうじゃなくて」

（どうして急に離婚を受け入れる気になったの？）

　あれほど頑なに離婚はしないと言い張っていたのに。この態度の変化はなんだろう。

　けれど一番困惑しているのは、自分の気持ちだった。

（私……一希に離婚するって言われてショックを受けてる）

　離婚したいと言ったのは本心だった。今だってこのまま暮らしていても幸せはないと分かっている。それなのに、離婚の言葉に動揺してしまったのだ。

（一希が優しくなったから……）

　離婚の話をしている今でさえ、かつての刺々しさは消え、美琴に対する気遣いを感じる。彼の態度が緩和していくにつれ、美琴の頑なだった心にも変化が起きていた。

　目を伏せて黙り込んだ美琴に、一希が言う。

「財産分与などはできるだけのことはする。離婚後の生活は心配しなくていい」

「財産分与なんて……結婚して一年も経ってないのに」

　一希との結婚はお金を抜きに語れないはずなのに、現実的な話をする気になれない。

　その後、一希に話しかけられてもまともな返事ができなかった。




　一希との離婚が現実味を帯びてきた。

　美琴の希望していたことなのに、気分は晴れない。観原千夜子を遠ざけながら、美琴とも離婚するという一希の気持ちが理解できなかった。結婚生活で一番の問題だった千夜子の存在がなくなるのに、急に離婚を進めるなんておかしいとも感じた。

　しかし一希にその気持ちは告げられない。自分で離婚を言い出していながら、具体的になってきた途端発言を翻すような真似はしたくなかったからだ。

　それでもモヤモヤする気持ちはなくならない。

（なんで一希は優しくなったの？）

　離婚を決意したから美琴に対する疎ましさがなくなったのだろうか。

　理不尽に感じた。だったら優しさなんていらなかったのに。お互い距離を置いたままの方がすっきりと別れられた。

　かといって別れの日までお互いを無視して過ごすこともできない。一希が帰ってくれば美琴は食事の用意をしてしまうだろう。




　その夜、予想通り一希はいつもの時間に帰ってきた。

　ダイニングテーブルには温かな料理を並べてある。今夜は一希の好きなグラタンをメインにしたメニューだ。テーブルを目にした一希の表情がほんの僅かに緩んだ。

　一希は意外と子供っぽい料理を好む。会食であらゆる料理を食べ慣れているはずの彼が、美琴の作る普通の料理を美味しそうに食べる。そんな姿を見るのが好きだった。

「いただきます」

　一希はそう言うとグラタンを口にして、ほんの少しだけ微笑んだ。

「美味しい？」

「ああ、うまいよ」

　一希は短く答える。素っ気ないとも言えるけれど、そこに冷たさは感じなかった。

　こうして過ごしていると不思議になる。

（私たち本当に離婚するのかな？）

　まるで嘘みたいだ。このまま日々が続いていくような気がする。

　いや、続いてほしいと思っている。

　そう自覚したとき、グラタンを食べ終えた一希が言った。

「美琴、近いうちに別居しよう」

「……別居？」

「離婚を進めるためには別居した方がやりやすい」

　一希の表情は穏やかだった。美琴を見つめる目は、これまでが信じられないくらい優しい。

（でも一希は本気なんだ、私と離婚すると決めたんだ）

　声が出てこなくて、美琴は小さく頷いた。

　一希との穏やかな生活は居心地がよかった。もう少しこのまま過ごしたいと思う。けれど離婚をやめたいと言い出す決心はつかなかった。

　つらかったときの記憶。かつて千夜子を守りたいと言った一希の声が頭から離れない。

　一希が千夜子を仕事上遠ざけたとしても、根本的な解決は難しそうだ。

　彼との生活を続けても幸せにはなれないのだろうと思う。離婚が正しい道なのだ。

　別れが現実味を帯びたことで感傷的になっているのだと自分に言い聞かせ、別居の心づもりをする。

　離婚後の生活――仕事や住まいをどうするかも決めないとならない。また、今までのように弟たちへの支援ができなくなる。その件もどうするか考える必要がある。

　まずは、鈴本家に行き恵美子と話し合わなくては。それから祖父への報告もあるが、こちらは一希と相談した方がいい。




　言い争うこともなく穏やかに、それでいて一定の距離を置いた関係のまま別居までの日が過ぎていく。

　恵美子と揉めるだろうと不安だったが、不思議なことに彼女はあっさりと美琴の話を受け入れた。

　祖父には一希から話をした。こちらも意外な反応だった。強く反対されるかと予想していたのに、あっさり別居を了承したのだ。離婚に関しては話し合うことになったが、この様子ではすんなり認めてもらえそうで、ふたりの反応に美琴は拍子抜けした。

　一希と祖父と話し合い、別居の間、美琴は久我山の屋敷に住むことになった。

　離婚後は仕事をして自立したいと思っている。




　慧に別居の報告をするとひどく驚いていたけれど、それ以来ときどき様子伺いの連絡をくれるようになった。心配してくれているのが伝わってきて、嬉しくなる。

　久々にカフェで待ち合わせをして、今後の生活の話もした。

「私、高校を卒業したあとずっと家の文具店の仕事をしてたから、仕事といってもなにをすればいいか迷うんだ。未経験では簡単に雇ってくれるところもないだろうし」

「文具店の仕事は気が進まないのか？　社員募集しているところがあるだろう？」

　慧はカフェラテを飲みながら相槌を打つ。

「それもいいかと思うんだけど、新しいことやってみたい気もするんだよね。これからは自由にできるんだと思うとすごく迷い始めたの」

　一希とふたりで食事をしていると、穏やかな生活の終わりを感じ、切ない気持ちになる。一方で新しい生活が始まる期待も膨らんでいた。

　慧はそんな気持ちが分かるのか、柔らかく微笑む。

「ゆっくり考えたらいい。経験のない仕事でも好きなことが見つかったら挑戦しろよ。まだ二十四歳なんだからなんだってできるだろ？」

　その言葉に納得して頷く。

「うん……そうだね、慧って本当に前向きだよね」

「美琴に諦め癖がつきすぎてるんだよ、まあ環境を考えれば仕方ないけど、これからは自分の気持ちを優先しろよ」

「うん……」

　慧と同じカフェラテを飲みながら考える。

（自分の気持ちを優先……今まではそんなことは駄目だと思ってたけど、実際私がいなくても実家は回っている）

「なあ……本当にこれでいいのか？」

「え？」

「神楽さんとのこと。離婚が嫌だったらそう言うべきだからな」

「……うん。大丈夫、ちゃんと考えてるから」

　そう答えれば慧はそれ以上追及はしてこなかった。「そうか」と言い、窓の外に目を向ける。

「春にはなにもかも片付いているんだろうな」

「そうだね、あと少し」

　冬が終わり桜咲く頃、美琴は一希と離れ、独りになる。




　自宅に戻ると部屋の掃除と夕食の下準備。それから別居に向けての荷物の整理をした。といっても、もともと荷物が少ないので、大した手間はかからない。

　片付けも終わり手持ち無沙汰になった頃、一希が帰ってきた。

「お帰りなさい」

　玄関で出迎えると一希は穏やかに微笑んだ。

「ただいま」

「今日は、和食にしたんだ。最近は一希の好きなお子様メニューが多かったから」

　ハンバーグ、オムライス、クリームシチューと続いていた。

「お子様メニュー？」

　一希は怪訝な表情で立ち止まる。

「なんでもない、着替えてくるんでしょう？」

「ああ」

　一希はなにか言いたそうにしながらも、美琴に背を押されるまま寝室へ行く。

　彼が着替える間に、手早くテーブルを整えた。

「いただきます」

　煮魚をメインにした夕食をふたりでいただく。

　好みのメニューでなくても一希は残さず綺麗に食べる。

「ご馳走様でした」

　食事が終わると、いつもは美琴は片付け、一希は書斎に行く。

　けれど、今日は一希が席を外す前に声をかけた。

「一希、ちょっと話があるんだけど」

「話？」

　椅子から立ち上がりかけていた一希が、再び席に座る。

「そう。別居の話。週末に久我山家に移ろうと思って」

　一希が美琴から視線を逸らす。

　彼は感情の動きが見えない方だけれど、今少し動揺したのではないかと感じた。

「それでいい？」

「……ああ、そのときは俺も付き添う。久我山さんに話もしたい」

「そう」

　内心がっかりして美琴は頷いた。

（私、一希が止めるのを期待していたのかもしれない）

　未だにぐらぐらとする自分が情けない。未練を断ち切るように明るく告げた。

「今日、慧と会ったの」

　一希は顔をしかめた。けれど以前のような文句を言うことはなく、「そうか」と答える。

「離婚後の生活とか話したの……仕事をどうするかとかね」

「生活の心配はしなくていい。離婚しても美琴に不自由はさせないから、しばらくゆっくりするといい」

「そうはいかないよ。健康な大人がなにもしないでいるわけにはいかないもの。もともと誰かのために働くのは好きだし、社会に出ても楽しくやっていけると思う。私の先のことは気にしなくていいよ。実家も最近は自分たちで頑張ってくれているから、私はお金をあまり必要としていないんだ」

　一希はなにか言いたそうにしながらも、言葉にはせず目を伏せた。その姿がなぜか寂しそうに見えて、美琴もつられて切なくなる。

「私たち、最近よく話すようになったね」

「ああ」

「初めからこうやって穏やかに会話できたら離婚にはならなかったのかな？」

「…………」

　答えない一希に、美琴は苦笑いをした。

「一希は無口だって前から思ってたけど、言いづらい返事だから黙ってるの？　どんなにうまく生活していたとしても私とは離婚した？」

　一希はなにか言いたそうにする。しかし言葉が出てこないようだ。

「私と結婚したのはお祖父様になにか言われたからだよね？　その件はもう大丈夫なの？」

　未だにその内容を教えてはもらえないが、一希と祖父の間で解決しているのだろうか。

「大丈夫だ。心配しなくていい」

「そう……私の方も大丈夫。お祖父様は私に早く結婚して幸せになってほしかっただけで跡継ぎとかは口実だったみたいだから」

「そうか」

　一希が相槌を打つと会話が終わってしまった。けれど彼が席を立つ様子はない。

「……別居のこと、観原さんには言ったの？」

「ああ」

　予想はしていた返事だけれど、改めて失望した。

（やっぱり一希は観原千夜子とは離れられないんだ）

「彼女、私がいなくなるって知って、喜んでいるんじゃない？」

　ついそんな言葉が口からこぼれる。

　するとそれまで言葉少なだった一希が、はっきりと言った。

「千夜子が別居を聞いてどう感じているのかは聞いていないし聞く気もない。別居も離婚も俺と美琴の問題で千夜子は関係ない」

「関係ないって……私はそんな風に思えないよ」

　一希との仲がこじれたのは千夜子の存在が原因だ。穏やかになった今も完全に心を開けないのは、一希と千夜子の特別な関係を何度も目の当たりにしているから。

「あの人は一希と結婚したいと思っているんじゃないの？」

「美琴、俺は離婚したあと、千夜子とも他の誰とも再婚する気はない」

「え？　……まさか、そんなの無理だわ。だって一希には後継者が必要でしょう？」

　一希は再び黙り込む。きっと美琴には答えられない事情があるのだろう。

（どうして再婚しないの？　それとも私にそう言っているだけ？）

　もっと聞きたかったが、一希は答えないだろうと思った。

　それから深い話をする機会もないまま、週末に美琴は神楽家を出た。










真実




　一希と別居して一カ月が過ぎた。

　久我山家での生活は予想していたより順調だった。

　祖父は出戻った美琴に対して寛容で、一希とのことを聞いてきたりはせずに適度な距離を置いてくれている。生活費は一希が祖父に渡しているようで、離婚が正式に確定するまでは仕事をしないように言われていた。

　継母の恵美子からの無心もなく、神楽家の義父と義母から連絡が来ることもない。

　祖父と義父の間でなんらかの話し合いがされたようだが、美琴が出る必要はないと言われていた。

　結婚が決められたときも自分の意思はなく、離婚でも蚊帳の外だ。ただ流されているだけのようで、このままでいいのかと、ときどきひどく不安になる。

　一希との別居前の穏やかな暮らしをたびたび思い出した。

　けれど夢に見るのは、冷ややかな目で美琴を責める一希の姿。それから観原千夜子の勝ち誇ったような微笑み。

（今頃一希はどうしているんだろう）

　気になったが自分から連絡する勇気が出なかった。一希からもなんの連絡もない。

（離れている間に、以前の一希に戻ってしまったかもしれない）

　気になりながらも動けないでいたある日、祖父から思いがけない知らせを受けた。

「神楽のお義父様が倒れた？」

　驚く美琴に、祖父、久我山俊三は平然と頷いた。

「そうだ。先ほど連絡があった」

「そんな……お正月に挨拶したときは元気そうだったのに」

「あえてそう振る舞っていたんだろう。彼は大分前から体調を崩して回復の見込みもないことから引退している。予想よりは早いがいつかこうなると皆分かっていた」

　冷静な祖父の言葉に、美琴は目を見開いた。

「体力に不安があるとは聞いてましたけど、そんなに悪いなんて……あの、私看病に行った方がいいですよね？」

　別居しているとはいえ、まだ一希の妻だ。けれど祖父は首を横に振った。

「神楽には専属の看護スタッフがついているから心配しなくていい」

「でも……」

「それに彼も美琴が行けば気を使って落ち着かないだろう」

「……そうですね」

　嫁といっても滅多に顔を合わさなかったのだし、心を許せる相手ではないだろう。

　それでも黙っていられずに別居後初めて一希に連絡をした。

《はい》

　コール数回で一希は出た。低く滑らかな声は少しも変わっていない。

「久しぶり、今大丈夫？」

《ああ》

　相変わらず言葉が少ない。一カ月ぶりなのに『元気か？』のひと言もない。

「お義父様が倒れたって聞いたから連絡したの。大丈夫？　よかったら私そっちに行こうかと思って」

　一時的に自宅に戻ってもいい。そう思ったがあっさり断られてしまった。

《その必要はない。父は完全看護の病院に入院したし、自宅には俺も帰っていない》

「え？　帰ってないってどういうこと？」

《別に部屋を借りている。あの離れは取り壊すことにした》

　淡々と語る一希の言葉がショックだった。

「なんで……」

《父の件があるが離婚の準備は進んでいる。あと少し待ってくれ》

「離婚ってお義父様がこんなときに？　そんな急がなくてもいいんじゃないの？」

《いや、だからこそ急ぎたい。まとまったらこちらから連絡する》

「あっ、待って！」

　叫んだけれど一希は無情に電話を切ってしまった。

　美琴は茫然として、その場に座り込む。

（やっぱり一希はもとに戻ってしまった）

　電話の一希は、冷たく美琴を拒絶していた頃の彼だった。




　一希からはなんの連絡もないまま、さらに一カ月が過ぎた。

　再び拒絶されるのが怖くて美琴からは連絡ができない。

　祖父にそれとなく状況を聞いても鈍い反応で、期待する答えは返ってこなかった。

　モヤモヤとして過ごしていたとき、慧から急ぎ会いたいと連絡が入った。指定されたレストランに着くと、奥まった個室に案内される。慧はすでに席に着いていた。

「慧、急にどうしたの？　なにかあったの？」

　今日の慧にいつものような笑顔はなく、強張った表情をしている。

「神楽さんが神楽グループの後継者の地位を退くと耳にしたんだが、聞いているか？」

「……え？」

　思いもしなかった情報に、美琴は言葉を失う。

「まだ正式に発表はされていないが確かな情報だ……けどなにも知らなかったみたいだな、大丈夫か？」

「大丈夫だけど……どうして一希が後継者の地位を失うの？」

　一緒に住んでいるときも、一カ月前の電話でも一希はそんな素振りを見せなかった。

「慧は、今一希がどうしてるのか知っている？」

「いや、神楽さんの個人的なことまでは分からない」

「……観原さんについてはなにか聞いている？」

　慧の表情が硬くなった。

「理由は分からないが退職したようだ」

「一希と一緒に辞めたってこと？」

　あのふたりは今一緒に過ごしているのだろうか。考えると苦しくなる。

「それは分からない。神楽さんからは連絡がないんだよな？　離婚の話は代理人を立てているのか？」

「立てていないと思う。最後に話したとき離婚を進めると言っていたけど、それ以来なにも言ってこないの」

「そうか……神楽さんはなにを考えているんだろうな」

　慧は浮かない表情で呟く。

「離婚の意思ははっきりしているみたいだけど、これからどうするつもりなのかは聞いてない……他人になる私になんて話す必要がないと思っているのかも」

　少し投げやりに言うと、慧は慎重な口調で言う。

「俺はそうは思わない。美琴が考えているより彼は美琴を大切にしているんじゃないか？」

　慧の言葉は意外で戸惑いを覚える。

「どうしてそう思うの？　前は一希のことでひどいって私が言うと同意してくれてたのに」

　慧は少し気まずそうな顔をした。

「言ってなかったけど、以前、神楽さんと会って話したんだ」

「一希と？　どうして？」

「まあいろいろあって。そこは突っ込まないでくれると助かる。直接話して感じたのは、神楽さんは話に聞いていたほど美琴を蔑ろにしていないってことだ。むしろ……」

「むしろ？」

「いや、とにかく神楽さんは分かりづらいけど美琴をちゃんと妻だと思ってる。だから美琴になにも話さないのはそれなりの事情があるからだと思う。このまま別れたくないと思うならちゃんと話し合った方がいい」

「うん……一希に連絡してみる。彼の考えが分からなくて不安だけど」

　慧は美琴を励ますように頷く。

「最後のチャンスかもしれないんだ。悔いが残らないように気持ちを伝えろよ」

「最後のチャンス……そうだね」

　このまま離れたら一希とは二度と関わらない人生になるかもしれない。

（一希にされたことは忘れられない。でもこのままじゃ終わりたくないのは確か）

「ありがとう、慧」

　慧に励まされ、勇気が湧いてくるのを感じていた。

　一希に会いに行こう。そしてもう一度本音で話し合いたい。今なにが起きているのか、彼本人の口から聞きたい。

　けれど相変わらず電話が繋がらず、美琴から連絡をする手段がなかった。自宅には戻っていないと言っていたし、会社も辞めるという話だからどこにいるのか分からない。メッセージを残し返信を待ったけれど、音沙汰がない。




　そんなとき、一希の代理人と名乗る初老の男性が、離婚届を持って久我山家にやってきた。

　一希の美しい筆跡で記入済みの離婚届を目にして、身体が震えた。想像以上にショックを受けている自分に戸惑う。

　身動きしない美琴に代わり同席していた祖父が離婚届を確認する。

「問題ないようだな。神楽のサインもある」

　そう言われて離婚届をよく見ると、保証人欄には義父のサインがあった。

「はい、それからこちらのリストが美琴さんへの財産分与の一覧になります。結婚期間を考えれば申し分ない内容かと」

　震える手でリストを受け取り目を通す。そこには想像以上の金額と固定資産が記されていた。

（まさか……これじゃあ一希の財産はなくなってしまうんじゃないの？）

　神楽グループの後継者でなくなり、財産まで手放しては今後の生活が立ち行かなくなるのではないだろうか。

　茫然としていた美琴は、続いた代理人の言葉で我に返った。

「鈴本家への援助も当面続けていく手配になっていますのでご心配なく」

「……援助？　どういう意味ですか？」

　困惑して隣に座る祖父に視線を送る。祖父は特に驚いた様子はなく、頷いていた。

「お祖父様？　どういうことなんですか？」

「一希君が鈴本家の援助をしていたんだ。最近、後妻からの無心はなかっただろう？」

「それは自分たちで頑張ってるからです。私、行政の支援とか調べて伝えたんです」

　美琴の訴えを、祖父は冷ややかに笑って流した。

「あの女が生活を変えられるわけがないだろう？　美琴から金を引き出せなくなれば、別のターゲットを見つける。そういう人間だ」

「そんな、まさか」

　恵美子に離婚の件を報告しに行ったときも彼女はそんな話はしなかった。

　けれど……。

（一希から援助を受けられると知っていたから、私の離婚に関心を示さなかったの？）

　よく考えれば、実家の様子は少しも変化がなかった。それほど散らかっておらず、弟たちの習い事も続けているようだった。

（あれは家事ヘルパーさんが、変わらずに掃除や送迎に来てくれてたからなんだ）

　いや、むしろ回数が増えて恵美子は楽になっていたのかもしれない。一希ならそれくらいの支援が可能だろう。

「一希はどうしてそんなことを？　恵美子さんにしつこく言われたの？　脅迫された？　私にはなにも言ってなかったけど」

　独り言のような呟きに祖父が答える。

「脅迫ではないだろう。後妻にそんな力はない、しつこくはしていただろうが」

「それならどうして」

「美琴に負担をかけないためと、弟妹を大切にするお前の気持ちを汲んだのだろうな。子供たちがある程度の年齢になるまで支援する気だろう。その後、後妻の生活は破綻するが知ったことじゃない、自業自得だ」

　祖父の口調は冷酷だった。

「……お祖父様は知っていたのですね」

「鈴本家には定期的に調査を入れているからな」

「私だけがなにも知らなかったんですね」

　一希がいつから支援をしてくれていたのか分からない。けれど恵美子が初めて一希に連絡をしたのは、まだ険悪だったときだ。あの頃は一希を人の気持ちの分からない冷酷な人間だと感じていたけれど、それは違っていたということだろうか。

（一希は私を嫌っていたわけじゃないの？）

　顔を合わせれば言い争いばかりしていたのに。

　無視しても一希としてはなんの痛手もない鈴本家の事情に対応していたのだ。

　一希と過ごしてきた日々を思い出す。

（分からない……夕食を共にするまで私、一希とまともに話をしていなかった）

「――他、細かい条件などはこちらに記載してあります。異論ないようであれば離婚届に署名いただきたいのですが」

　代理人の言葉にはっとして美琴は慌てて言う。

「待ってください。離婚届を書く前に本人と話したいのですが」

　こんな風に知らない人に言われてサインなどできない。せめて最後に一度、一希と話したい。

　しかし、その願いはあっさりと退けられた。

「いえ、依頼人は奥様と会うつもりはないとのことです。離婚に関しては私が代理人として一任されておりますので、不服があればおっしゃってください」

「……会わない？　離婚するまで一度も？」

　信じられない気持ちで呟く。

「はい。離婚後も奥様とは顔を合わせるつもりはないとのことです」

「そんな……」

　信じられなかった。もう二度と一希と会えないなんて。

（別居になった日、あのときが最後の別れだったというの？）

　一希はそんな素振りは見せなかった。だから特別な挨拶もなく家を出てしまったのだ。離婚に向けた別居だと理解していたけれどまだ夫婦なのだし、一希に会う機会はいくらでもあると思い込んでいたから。

　青ざめる美琴に、代理人が続ける。

「今回の離婚は世間からも注目されており、離婚理由を問われます。こちらの書類にも記載してありますが、神楽氏の有責という形を取ります」

「一希の有責？」

「そうです。神楽氏の有責による離婚であり、奥様には一切の非はないと公表します」

「それで一希は納得しているの？」

　一希は千夜子との男女の関係を頑なに否定してきたのに。

「もちろんです。奥様の再婚の障りにならないよう取り計らいたいとの意向です」

「でも一希は不利になるわ。再婚もだけど、今後仕事をする上での信用までなくなってしまうんじゃないですか？」

「奥様はご心配なくとのことです」

　きっぱりと言い捨てられる。

（私の心配は不要ということ？）

「有責の理由に第三者の名前は入るのかね？」

　それまで黙っていた祖父が問う。

「いいえ」

「一希君ひとりが責任をかぶるということか」

　祖父はそう呟き、頷く。それから考え込むように沈黙した。

　美琴も言葉が出てこなかった。

　一希は美琴に財産を渡し、千夜子の名誉を傷つけないようにしているのだ。その代償として自分は全てを失って。

（一希、どうしてなの？）

　その答えは分からないままだ。一希は美琴と二度と会わないと言っているのだから。

　美琴は離婚届にサインするしかない。書くのを拒否しても一希とは会えないまま時が流れていくだけ。いずれ離婚になるだろうと代理人は言う。

　それでも指が震えて署名ができなかった。




　代理人が再び来る日は迫っている。

　それでも離婚届を書く気になれなかった。慧に頼み、一希を探していたが未だ行方が掴めないでいる。

　そんなある日、久我山家に思いがけない人物が訪ねてきた。

「お久しぶりね」

　堂々とした態度で美琴の前に現れたのは、豪奢なブランドもののスーツを身に纏った観原千夜子だった。

　久我山家の応接間のソファーにリラックスした様子で座る姿に、美琴は嫌悪感を覚え、顔を強張らせた。

「どうしてあなたが？」

　訪問者の応対に出た家政婦の話では、神楽家の客とのことだった。だから一希の関係者かと思い、慌てて自室から出てきたのに。

　応接間の入口で立ち尽くす美琴に、千夜子が言う。

「そんなところに突っ立ってないで、座ったら？」

　まるでこの家の主のような態度を不快に感じながらも、応接間の扉を閉め、千夜子の正面の席に座る。

「今日はどのような用件ですか？」

　硬い声で問うと、千夜子は溜息をついた。

「お茶を飲む時間も待ってられないの？　随分せっかちね」

「あなたとおしゃべりする気にはなれないので」

　嫌味な台詞にも千夜子は動じる様子はなく、紅茶をゆっくりと飲み干した。

「今日はあなたに報告があって来たの」

　悪い予感しかないと眉をひそめていると、千夜子は美琴の反応を確認するように告げた。

「私、結婚が決まったの」

「結婚？」

　思わず上ずった声が出てしまった。

「一希からはなにも聞いていない？」

「……聞いていません」

「では私たちが仕事を辞めたことは？」

「知っています」

「そう、結局美琴さんと連絡を取り合っているのね、今後関わる気はないって言い切っていたわりに意思が弱いわね」

　千夜子は馬鹿にしたように顔を歪める。

「観原さんの結婚相手はどなたなんですか？」

　千夜子は美琴にきつい眼差しを向けてから、吐き出すように言った。

「一希の従兄。彼に代わって神楽グループの後継者になった男性よ」

　思いもしなかった答えだった。

　唖然とする美琴に、千夜子は勝ち誇ったように笑ってみせた。

「神楽グループ後継者の妻。少し前まであなたがいた地位よ。私にとって代わられて残念ね」

「どうして？　……あなたは一希が好きだったんじゃないの？」

　これまでの千夜子の言動から明らかだ。

　一希も恋愛感情は認めないながらも、千夜子を大切な相手だとはっきり言っていた。

（どういうことなの？）

　一希の従兄は、美琴も面識がある。彼は義父の弟の子だが、一希より少し年上の真面目そうな印象の男性だ。けれど千夜子の隣に並ぶ姿はイメージできない。

　客観的に見れば蠱惑的な美女の千夜子には、一希のような男性が似合っている。

「あなたも知っての通り、一希は後継者から外れたからよ。おかげで神楽グループは今結構な混乱よ」

「外れたからなに？　あなたが一希のそばにいたのは財産や地位が目当てだったの？」

　そういった女性は一希の周りには大勢いる。しかし千夜子は違うと感じていた。彼自身に執着し、だからこそ妻の座についた美琴が許せず攻撃的になっているのだろうと。

　美琴の言葉が気に入らなかったのか、千夜子の目つきが険しくなる。

「あなたにだけは言われたくないわ。急に現れて厚かましくも一希の妻に収まって。あなたのせいで計画が崩れ、私は平凡な男の妻にならなくてはならないのよ」

「私のせい？　一希が好きなら他の人と結婚なんてしなければいい。地位や財産を選んだのは自分自身でしょう？」

　千夜子の発言は終始不快で、美琴もつい攻撃的になってしまう。

（自分の結婚まで私のせいにするなんて）

　筋違いだと感じたが、千夜子にとってはそうではないようだった。

「まるで自分はなにも悪くないような顔をしているわね？　他人の弱みにつけ込んで一希と無理やり結婚したくせに！」

　ヒステリックな千夜子の声に、美琴は顔をしかめる。

　確かに一希は祖父から無理やり結婚を強いられた。けれど今はもう解決し、離婚話が進んでいる。祖父の行動は間違っていると思うけれど、千夜子には言われたくない。

「そのことをあなたに責められる筋合いはありません」

　強気で告げると、千夜子は嘲笑を浮かべた。

「ないわけないでしょう？　だって一希の弱みは私なんだから。彼はね、久我山から私を守るために好きでもないあなたと結婚したのよ」

　千夜子の言葉に、美琴は息を呑んだ。

（一希の弱みって、この人のことなの？）

　脳裏にいつかの一希の言葉が蘇る。

『俺にとって、誰よりも守りたい相手だ』

　一希が美琴と結婚したのは、千夜子を守るためだったのだろうか。千夜子と祖父の間にはどんな関係があるというのか。

　混乱する美琴を見て溜飲を下げたのか、千夜子はゆったりとした動作でソファーの上で足を組み替え、口元に笑みを浮かべた。

「本来なら私は一希も神楽グループの後継の地位も手に入れるはずだったのよ。それを久我山が邪魔をした。許せないわ。離婚になるそうだし、立場をわきまえ二度と私の前に現れないで。今日はそれを言いに来たのよ」

　うっすらと千夜子の目的が見えてきた。おそらく宣言するだけでなく、一希の気持ちをなにも知らなかった美琴に伝え傷つけるためだ。

（私に復讐しているんだ）

　千夜子のことは大嫌いだった。顔も見るのも嫌だった。きっと千夜子も同じような思いを美琴に抱いていたのだろう。

　言葉が出ない美琴を冷酷に見据えていた千夜子は、ソファーから立ち上がった。

「あなたの存在がストレスだった。ようやく離れられてすっきりするわ」

　千夜子は振り返らずに応接間を出ていった。




　千夜子が帰ったあとも茫然としていた美琴は、祖父が外出から戻ったと聞くと足早に書斎に向かった。千夜子の言葉を確かめようと思ったのだ。

「お祖父様、お話があります」

　勢いよく部屋に入ると、祖父は慌てる様子もなく頷き、部屋に入るように促した。

「観原千夜子が来たそうだな」

「そうです。彼女から私と一希との結婚の経緯について聞きました……お祖父様が一希を脅したのだと。その内容は観原千夜子についてだったと。本当なんですか？」

　否定してほしかった。

　観原千夜子の話が嘘であれば……しかしその願いはすぐに砕かれた。

　祖父は隠す様子もなく「そうだ」と認めたから。

「そんな……どうしてそんなことを？」

「お前たちふたりが結婚するのが一番よいと判断したからだ」

「でも結局離婚になります。お祖父様は以前、私のために結婚を進めたって言ってましたよね。その気持ちはありがたいですけど、でも相手を脅すような結婚を、私はしたくなかった……一希にだって申し訳ないです」

　怒りと失望が胸中を渦巻いている。

「美琴の言い分も分かる。しかし私は後悔していないよ」

「どうして？」

（私も一希も不幸になったのに）

「一希を脅した内容を教えてください」

　それを知れば、こうなった理由も分かるかもしれない。

「それは言えない。口外しないと約束しているからな。美琴が相手でも例外ではないんだよ」

「でも私は当事者なんだから知る権利があると思います」

　どうしても知りたかった。一希がなにを考えていたのか、どんな気持ちで暮らしてきたのか、そして今、神楽グループ後継の立場を失った結果をどう受け止めているのか。

（一希……後悔しているの？）

　珍しく執拗にすがる美琴に対して祖父は頑なだった。決して口を割ろうとしない。

「知りたいのなら一希君本人に聞きなさい」

「でも、一希がどこにいるのか分からないんです」

「ならば捜せばいい。方法はいくらでもあるだろう」

「そんな……」

　方法がないから聞いているのに。一希の交友関係も、思い出の場所も知らないのだ。

（夫婦だったのになにも知らないんだ……）




　結局いくら頼んでも答えはもらえず、項垂れて自室に戻った。

　一希を捜す方法を見出せないまま落胆して過ごしている中、慧から連絡が入った。

【神楽さんが見つかった】

　そのメッセージを見た瞬間、美琴の胸は一際強く脈打った。調査により、一希は東京から車で三時間ほどの町のホテルにひとりで滞在していることが分かったのだ。

　美琴は手早く荷物をバッグにまとめると、高速バスを予約して一希のいる町へ向かった。

　押しかけることで彼になにを言われるのか不安はあったけれど、それ以上に一希と話したかった。全てを知りたかった。

　山に囲まれたその町は観光地としても有名な場所で、沢山のホテルが立ち並んでいる。慧の家の葉月リゾートホテルもあるそうだ。

　高速バスを降り、タクシーに乗る。一希の宿泊先ホテル名を告げると難なくエントランスまで運んでくれた。

　入口を抜け、ホールに入るとこれからの行動に迷いが生じた。

　彼の部屋のナンバーは調べてあるからフロントに頼み呼び出すのは可能だ。しかし一希に拒否されたら終わりだ。そんな状況を防ぐためには、ロビーの出入口付近で一希が出入りするのを待ち伏せするしかない。

　一希がいつ現れるのか分からないので、とりあえず一番小さな部屋を取ってから、ロビーのソファーに座って一希を待った。

　ぼんやりとしていると見過ごしてしまうので、注意をして周囲を窺う。

　そうまでして一希に会おうとしている自分が意外だった。

（私にこんな行動力があるなんて……それに一希にこんなに会いたいなんて）

　昔のようにはっきりと好きとは言えない。けれど、どうしても伝えたい想いはある。

　そんな強い気持ちで待ち続けていると、エントランスのガラス扉が開き、長身の男性が入ってきた。

　――一希！

　遠くからでもすぐに分かった。ただそこにいるだけでも人目を引く華やかな容貌。いつものスタイリッシュなスーツ姿ではなく、カジュアルなシャツとパンツ姿だけれど、その存在感は損なわれていない。

　彼は前だけを見て無駄のない足取りで進んでいく。

　久しぶりに見る夫の姿に固まっていた美琴は、慌ててあとを追いかけた。

「一希！」

　そう呼びかければ、一希の肩がびくりと震えた。立ち止まった彼はゆっくりと振り返る。その視界に美琴を入れると驚愕したように目を見開いた。

「美琴……なぜここに？」

　驚いてはいるが、押しかけた美琴に怒りを感じている様子はない。

　ほっとしてさらに一希に近づいた。

「一希がここにいるって聞いて来たの」

「なぜ？　代理人が久我山家に行っただろう？」

「来たわ。でも私は一希と直接話したくて」

　そう口にすると胸に悲しみが広がった。

「人をよこして手続きをして二度と会わないなんて……私には受け入れられないよ」

　目元が熱くなる。けれど泣いている場合ではない。

　涙をこらえていると一希の声がした。

「ここでは話せない。部屋に行こう」

「……うん」

　一希についてホテルのエレベータに乗り込む。

　彼の態度は、美琴と違って冷静そのものだった。それだけ心が定まり先に進んでいるということだと察し、寂しさが募る。

　部屋は上層階にある広めのツインルームだった。手前にシングルベッドが二台あり、奥の窓辺には小さなテーブルとひとり掛けのソファーが二脚配置してある。

　そのソファーにそれぞれ腰かけた。

　一希はなにか言いたそうにしていたが、言葉にする気配はなかったので、美琴から切り出した。

「捜したよ。電話は繋がらないし、メッセージも届かないし。どうしてこんな形で離婚を進めるの？」

　美琴は一希を見つめているけれど、彼はその視線を避けるように目を伏せている。

　その様子に拒絶を感じ、悲しくなる。

　それでも逃げずに返事を待っていると、一希がようやく声を出した。

「信頼できる代理人に依頼している。離婚手続きに問題はないと思った」

「……問題はないよ。逆に想像以上の財産分与もあって驚いた。他も全て私が有利になる条件だったし」

「それならよかった。離婚届は代理人に預けたのか？」

「預けてない、書いてもいないの」

　そう答えると、一希は動揺したように瞳を揺らした。

「なぜ？」

「だってこんなやり方納得ができない。私たち、まだちゃんと話し合ってないでしょう？」

　強引なやり方だという自覚があるのか、一希は気まずそうな表情を浮かべた。

「……だが、離婚は美琴が希望していただろう？」

　その通りだが、それは一希と険悪だった頃に決意したことだ。その後、一希の態度が変化し穏やかな関係を築けていると思っていた。言葉は少なかったけれど、ふたり一緒の食事を幸せだと感じた。気持ちが揺らぐなという方が無理だ。

「別居前、私たちの関係は悪くなかったよね？　一希はなんのために態度を変えたの？」

「それは……」

「円満に離婚するために私の機嫌を取ったの？」

「そうじゃない」

　一希は断言する。とっさに出た言葉のようだった、きっと本心なのだろう。

（それならどうして？）

「こんな風に突然突き放すのなら初めから優しさなんて見せないでほしかった。安心させたあとに突き落とすような真似どうしてできるの？」

　つい責めるような口調になると、一希はつらそうに顔をしかめた。

　その顔を見てはっとする。彼との再会で感情的になってしまったけれど、責めたくて追いかけてきたわけではない。

（落ち着かなくちゃ）

　美琴は深呼吸すると、冷静さを心がけて告げる。

「ごめんね感情的になって。今日会いに来たのは一希と話したかったからなのに」

「話？」

「正確には聞きたいこと。いろいろありすぎて私はまだ混乱しているし、こんな気持ちで離婚したくないから」

　心のまま言うと一希は小さく頷いた。それは質問してよいという合図と捉え、美琴は続きを口にする。

「私の実家に援助していたことを聞いたの。なにも知らなかったから驚いた。どうして黙って助けてくれたの？」

「鈴本恵美子と何度か話した。彼女は執拗で、いつまでも無心を行うと思った。美琴が行政の支援などを調べているのは知っていたが、そのやり方は彼女に対し有効ではなかった」

「お祖父様も同じようなこと言ってた。でも一希は無視できたんじゃないの？　そうできないなにかが恵美子さんとの間に起きていたの？」

　一希は今度は少しの間を置いてから答えた。

「俺が無視をしたら再び美琴がターゲットになる。美琴は兄弟を心配しているから無視できないだろう？」

「……え？　それが理由？」

　思いがけない返事に動揺する。

（私のためだけに？　そんな、どうして……）

　美琴は一希にとって大切な相手ではない。本人の口からもそう聞いている。

　けれど一希の行動は、まるで妻を守ろうとしているようだ。

「一希は私が嫌いなんでしょう？」

　そう問えば、一希は少し驚いたような顔をする。

「聞いたの。お祖父様は一希の弱みをついて私と結婚させたんだって。その弱みは観原さんに関する内容で、一希は彼女を守るために従うしかなかったって」

「それをどこで……」

　あからさまに動揺した声だった。

「観原さん本人から聞いたの。そのあと祖父にも確認した。その通りだって認めたわ」

　一希を見つめながら言う。すると彼は美琴から目を逸らしてしまった。

「そんな風に卑怯な手を使って結婚した久我山家を恨んでたんでしょう？　私のこともそれで嫌いだったんだよね？　……それなのにどうして助けてくれたの？」

　感情的になってはいけないと頭では分かっているけれど、心が大きく揺れるのを止められない。声を大きくする美琴に、一希は観念したように答えた。

「嫌いじゃない。確かに初めは久我山のやり方が許せなかったが、美琴自身を嫌いにはなれなかった。ただ顔を合わせるとうまく振る舞うことができなかった」

「でも一希は私を不要だって言ったんだよ？　そして観原さんを誰よりも守りたい相手だって言ってた。そんな風に言われたら嫌われてるって思うよ」

　思い出すと今でも悲しみが襲ってくる。

　そんな思いが顔に出てしまったのか、一希が慌てた様子で言う。

「あれは……悪かった。不要だと言ったのは本気じゃなかった。ただ千夜子を神楽家から追い出そうとするのを止めようとして出た言葉だ。美琴を傷つけたかったわけじゃない」

「どういう意味？　どうして彼女を家から追い出すことにそんなに反応したの？」

「……久我山さんに事情は聞いてないのか？」

　一希が美琴の様子を窺うように言う。

「聞いたけど教えてくれなかった。秘密にすると一希と約束したから言えないって。知りたいなら本人から聞くようにって言われたわ」

「そうか」

　ほっとしたように一希は息を吐く。

「一希、その事情を私にも話してほしい」

「いや、美琴は知らない方がいい」

「どうして？　私だってまったく関係ないわけじゃないでしょう？」

「この件に関しては無関係だ」

　一希は美琴には話す気がないようだった。けれど美琴自身を拒否しているわけではない。今頃になってようやく彼の気持ちが見えた気がした。

　だから今までなら引き下がっていたところでも諦めずに追及をする。

「一希の抱える秘密に私は関係ないかもしれない。でも知りたいの。だって私と一希は夫婦なんだよ。始まりは本当にひどいものだったけど、でも一希と一緒に食べる夕食はとても大切な時間だった。幸せだって感じた瞬間が確かにあったの。だから離婚するにしてもちゃんと別れを納得したい」

　必死に訴えれば、一希の瞳が迷うように揺れる。

「お願い、これが最後だとしても私たちに起きたことがなんだったかをちゃんと理解したい」

　心を込めて伝えると、一希はしばらく悩んでからぽつりと言った。

「話し合いはこれで最後だ。そう納得してくれるか？」

　一希の言葉に、美琴は息を呑んだ。話す代わりに、離婚を承諾しろと言われたのだ。

　頷きたくなかった。けれどそうしなければ一希は話してくれない。

　ぎこちなく首を縦に振った。

「この話を誰かにするのは初めてだ」

　一希の声は少し震えていた。それだけ彼にとって触れたくない内容なのだろう。

「俺が千夜子と初めて会ったのは、中学を卒業してすぐの頃だ。母の親友の娘だと紹介された。千夜子は積極的に話しかけてきたし、同じ年で話も合い、打ち解けるのに時間はかからなかった」

「昔からの知り合いだったんだね……」

　ふと自分が一希と出会ったときのことを思い出した。千夜子と同じように大人の紹介だったが年齢差もあり、いつも一希に面倒を見てもらっていた。

（私と違い、彼女とは対等の関係だったんだ）

「何度目かに会ったとき、母からふたりに重要な話があると言われた。そこには千夜子の母親もいて、深刻な雰囲気だった。俺はなにを言われるのかと緊張したが、千夜子は堂々としていた。彼女は話の内容を知っていたからだ」

　一希は一際緊張した様子で話を続ける。

「母親から聞いた内容は、俺と千夜子は取り換えられた子だということだった」

「……え？」

　思いがけない内容に、美琴は目を見開いた。

（取り換えられた子？　……それはまさか……）

　驚愕する美琴に一希が告げる。

「つまり神楽家の本当の後継は千夜子なんだ。俺の本当の両親は観原家のふたりになる」

「な、なんで！　どうしてそんなことになってるの？」

　思わずソファーから腰を上げる美琴とは対照的に、一希は落ち着いていた。

「当時の神楽寛子はどうしても神楽グループの後継者となる男子を産む必要があったからだ。俺と千夜子は誕生日も近いから入れ替わっても気付かれなかった」

「そんな無理よ！　生まれたばかりの赤ちゃんはちゃんと管理されているもの。病院のスタッフの目をごまかすなんてできないわ。それにお義父様を騙だませるわけがないじゃない」

　弟が生まれたときのことを思い返しても、赤ちゃんを取り換えるなんて不可能だと思った。しかしありえないと思いながらも胸がざわざわとするのを止められない。

「俺たちが生まれたのは観原医院だ。神楽寛子は周囲の反対を押し切って親友の実家の医院で出産したんだ」

　千夜子の実家での出産……。それならば不可能ではないのかもしれない。

「でも、それは犯罪にならないの？　もし見つかったらただじゃすまないわ」

　法的なことは美琴には分からないけれど、罪深いのは間違いない。

「そうだ。だからこそ絶対に秘密を守らなくてはならなかった。だが美琴の母に話を聞かれてしまい、久我山氏も知ることになった」

　一希の真剣な目を見て納得した。

「だからお祖父様に逆らえなかったのね」

「ああ。神楽の父はなにも知らない。俺と千夜子は血液型も同じだし、ＤＮＡ鑑定でもしない限りは入れ替わりに気付けないからな」

「お義父様は鑑定をしなかったのね」

「ああ、神楽寛子がうまくそう仕向けたんだろうな」

「でも、どうしてそこまでして男の子が必要だったの？　女の子だって将来お婿さんを迎えて家を継ぐことができるでしょう？」

　この現代に絶対に男子でなければならないなどという決まりはないだろう。

　けれど一希は首を横に振った。

「神楽家では男子が跡継ぎと決まっているんだ。本家に男子がいなければ分家から迎える。母はなんとしても自分の子を後継にしたかったため、親友であった観原の母に協力を頼んだ」

「でも、子供を産むチャンスは一度きりじゃないでしょう？　ひとり目は女の子でも、次は男子が生まれる可能性だって……」

「夫婦仲がうまくいってなかったそうで、母は離婚に怯えていたようだ。次のチャンスなんてないと思ったのだろう」

「そんな……」

　事情は分かったがいくら親友の頼みとはいえ、お腹を痛めて産んだ我が子を取り換えるなどできるのだろうか。美琴には信じられない。それに、

「どうしてその秘密を一希に話したの？　一生口にしちゃいけないことだったんじゃないの？」

　わざわざ取り換えた先の子である千夜子と親しくさせる意図も疑問だ。

「俺に真実を告げたのは、将来千夜子に神楽家を継がせるためだ。俺には権利がないのだと、偽物なのだと理解させるために打ち明けた。神楽の母は子供を取り換えたあとも実の子である千夜子を忘れなかった。だから自分の地位が安泰になるにつれ、その全てを千夜子に譲りたくなったのだろう」

「そんなの勝手すぎるわ、許せない！」

「勝手でも事実だ。俺も聞いたときはショックだったが、だんだんと自分の立場を理解するようになった。神楽家の全てをいつか千夜子に渡すまで、神楽での立場も千夜子も守るのが俺の役目だと」

　そういう一希の表情はとても寂しそうで、美琴の胸が痛くなる。

「そんなの変よ。一希が一生懸命勉強しても働いてもなにも手に入らないなんて。いつか人に渡すために守るなんて……どうしてそんな話に従うの？　一希はもっと自分の権利を主張してもいいんじゃないの？」

　そんな生き方では、さぞ苦しかったはずだ。将来の夢など持てなかったのではないだろうか。

「あがいてもどうすることもできない状況だった。観原の母が入れ替えを受け入れたのは友情からだけじゃない。多額の経済的支援を受けるためだった。観原医院は深刻な経営危機で、神楽からの援助で窮地を脱したんだ。観原の母はその後身体を壊し、この近くの牧之原病院に入院している。そんな人に罪を問えない」

「牧之原病院……」

　いつか一希が持っていた封筒に記載のあった病院だ。

「入院しているのが観原のお母さんだから、あの人と一緒にお見舞いに行っていたのね？」

「ああ。神楽の母は千夜子にしか関心がなかったが、観原の母は育ての娘の千夜子のことも大切にしていた。だからふたりで見舞いに行くととても喜んだんだ」

「いつか見た写真は、観原のお母さんにあげるために？」

「ああ」

（そうだったんだ……）

　長い間燻っていた疑問が、だんだんと溶けていく。

　それは予想もしていなかったことで、怒りや悔しさ、悲しさが渦巻く。

「やっぱりそんな話おかしいよ。それで一希自身は幸せになれるの？　あまりに理不尽だと思わないの？　今まで努力して築いてきた地位を観原さんに取られて悔しくないの？」

「なにも感じないと言えば嘘になるが悔しいとは思っていない。彼女も苦労しているんだ。本来なら神楽家の娘として何不自由なく暮らしていたはずが理不尽な理由でその権利を奪われた。昔一度だけ嘆いているのを見たことがある。そのときに彼女に全て返さなくてはならないと思い約束したんだ、必ず本来の場所に戻れるようにすると」

「……だから、観原さんは一希にとって誰より守りたい人なの？」

「そうだ。守らなくてはいけないと自分に言い聞かせていた」

　一希の言った〝守りたい〟という言葉を、美琴は女性として大切に守りたい相手なのだと受け取っていた。けれど一希の想いはそれよりももっとずっと切実なものだったのだ。

（一希は自分が観原千夜子の得られたはずの権利を奪ったと思ってるんだ……）

　彼女に対する罪悪感と、また同じ立場で秘密を共有する同志。それが彼女を誰より特別に扱い、守ろうとする理由だった。

「神楽グループの後継者じゃなくなったのはそのためなの？　初めからそうするつもりだったの？」

「ああ、時期を窺っていた。だから結婚などしたくなかった。相手を不幸にしてしまうのが分かっていたからだ」

「でも私の祖父に秘密を握られてしまったから、意思を変えたのね」

　一希の美琴に対する冷たさ。祖父に対する警戒心。そして厚かましいと感じていた観原千夜子の言動。彼女は神楽家での権利は自分にこそあると信じていたから、一希にも美琴にも強気な態度だったのだ。

　けれど疑問もある。

「観原さんとお義母様は、一希と観原さんの結婚を望んでいるみたいだった。ふたりで神楽家を継いでほしいと思ってたんじゃない？」

　美琴の指摘に、一希の表情に気まずさが浮かぶ。

「……神楽の母と千夜子はそう希望していたようだ。だがそれだけは受け入れられなかった。千夜子の夫になることも、神楽グループの代表として生きていくことも、俺には無理だった」

「それはどうして？　観原さんのことは大切なんでしょう？　それに彼女と結婚すれば今の地位をなくさずに済むのに」

　一希はしばしの沈黙のあと呟いた。

「これからも神楽の家に縛られて生きたくないと思った。俺はなにもかも奪われたんじゃない、自ら渡したんだ」

　一希はとても冷静だった。怒りも悔しさも悲しさもない。きっと彼の本心を言ってるからだ。

（一希は全てのしがらみから解放されたいと願ってたんだ。だから自分の意思で全てを捨てたんだ）

　きっとその中には美琴も含まれている。

　そう気付いてしまったから、引き留める言葉は言い出せなかった。

「……一希はこれからどうするの？」

「残務処理を終えたら日本を離れる」

「海外に行くの？」

「ああ、そこで一からやり直したい」

　美琴は息を呑んだ。

　一希はもう戻ってくるつもりがないのではないか。

　そんな予感を覚えたから。




　最終バスに間に合ったので、宿泊はキャンセルして東京に戻ることになった。

　一希が駅まで送ってくれた。

「ありがとう……東京に戻ったら離婚届を書くね」

「ああ」

「今日聞いたことは誰にも言わないと誓うから」

「ああ、信用している」

　一希は穏やかに頷く。

　こみ上げるものをこらえ、美琴は笑みを浮かべた。

「いつ日本を発つの？」

「半月後の予定だ」

「そう……最後に見送りに行ってもいい？」

「いや、俺たちはもう会わない方がいい」

　拒否されたショックで胸が痛む。それを隠して明るく言った。

「分かった……じゃあ、これが本当にお別れなんだね」

「ああ」

　一希はいつものように言葉少なに答える。けれどその瞳は優しくて……悲しみが襲ってきて、涙が出るのを耐えられなくなりそうだった。

「今までありがとう。いろいろあったけど、私、一希と結婚したこと後悔してないよ。……じゃあ、元気でね。さようなら」

　なんとか最後の別れを言い切ると、バスに乗り込んだ。背中から一希の声が追いかけてくる。

「俺も後悔していない。ありがとう」

　振り返ると一希は美琴をまっすぐ見つめていた。

　駆け寄りたい気持ちをこらえて頷く。

　バスが走り出すと、我慢していた涙が溢れた。




　夜遅く久我山家に戻ると、祖父が待ち構えていた。

「お帰り、一希君と話せたようだな」

　美琴の顔色で察したのか祖父はそう言い、書斎に来るよう促した。

「顔色が悪いが大丈夫か？」

　ソファーに座ると祖父が心配そうに言う。美琴は力なく答える。

「はい……一希とはちゃんと別れてきました」

「だが納得しているように見えないな」

　淡々とした祖父の言葉に、美琴は顔を上げ目つきを険しくした。

「一希の秘密を聞きました。とても納得できることじゃなかった。でも別れるしかありませんでした。今まで苦しんできた彼がようやくしがらみから解放されるのを邪魔できないから」

　本当は離れたくない。けれど一希は全てを捨てたいと思っているのだ。

　そのやり方も一方的ではなく、十分すぎるほど美琴や周囲を配慮したものだった。これ以上は望めない。彼のために美琴ができるのは、望み通り別れることなのだ。

「本当にそれでいいのか？」

　再び問いかけてくる祖父に、美琴は苛立ちを感じ声を高くした。

「仕方ないんです。お祖父様だってこうなることが予想できていたんじゃないですか？　一希の秘密を知っていたんだから！」

「そうだな」

「ひどいです。彼の事情を知っていながら脅迫するなんて……」

　一希のこれまでの人生に、自分の意思を通せたことはあったのだろうか。

「ずっと秘密を抱えていてつらかったと思います。家族とうまくいってなかったのも無理ありません」

　美琴の恨みがましい言葉に、祖父は大きな溜息をついた。

「だからこそ美琴との結婚を進めたんだがな」

「どういう意味ですか？」

「以前、結婚して新しい家庭を大切に思うようになれば、冷静に自分の立場を考えられるようになるだろうと、言ったのを覚えているか？」

「はい」

　祖父は美琴と実家の関わりを心配して、そう言った。距離を置いて客観的になれと。

「あれは、一希君にも言えることだった。彼はまるで暗示にでもかかったかのように、自分の幸福を求めなくなっていた。無感動で無欲、鈍感でもあった。それはまだ子供のうちに自我を抑えつけられたからだろうが、このままではよくないと、神楽も心配していたんだよ」

「……え？」

　美琴は大きく目を見開いた。

「ま、待ってください、それは神楽のお義父様がなにもかも知っているということですか？」

　まさかと思う。一希の話でも義父だけが蚊帳の外だと言っていた。

　祖父は小さく溜息をついた。

「神楽は巨大グループを率いる経営者だ。神楽寛子がいつまでも騙せる相手ではない。彼女も巧妙で、気付くのが遅れてしまったそうだが」

「そんな……では、お義父様は全て承知で、一希を本当の息子として扱っていたんですか？」

　思い出しても、義父の態度はとても自然で、秘密を知っていたとは思えない。

「そうだ。気付いたときにはもう元通りにはできないほど年月が過ぎていて子供を交換などできなかった。これほどのスキャンダルはないからな。それに本当の息子として育ててきたんだ。一希君への情を消すことはできなかったそうだ。悩んだ末、なにも気付いていないふりをして、一希君を跡継ぎにすると決めた」

「観原さんのことは？　義父は彼女を疎しく感じているようでした」

「もちろん名乗れなくても彼女に十分なものを残したいと言っていたよ。ただ観原千夜子の態度は目に余るものがあった。貪欲に権利を主張し、自分と同じ愚かな大人の被害者である一希君に対しても自分の要求だけ繰り返していた。また、神楽寛子と共に彼が罪悪感を持つように刷り込みをしていた。他人に対する態度もひどかった。いくら自分の娘といっても、不快感は拭えなかったようだ」

　不意に義父が千夜子に向けた言葉を思い出した。

『立場をわきまえなさい』

　あれは仕事に対することと受け取ったけれど、もっと大きな意味が込められていたのかもしれない。

「三年前、神楽が身体を壊したとき今後について危機感を覚えたそうだ。神楽寛子が千夜子に神楽家の財産を継がせたがっているのは気付いていた。一希君がそれに反抗する様子がないことも。自分がいなくなったら寛子は行動に移すだろうと案じていた。そうならないためには一希君自身が強い意志を持ち、理不尽な要求を跳ね返すしかない。強くなってほしいとそう願っていたんだよ」

「……結婚して幸せな家庭ができたら一希はそれを守ろうとするだろうから、お義母様や観原さんの言いなりにならないだろうと考えたんですね」

「ああ、そうだよ」

　祖父が認めた瞬間、胸が鋭く痛んだ。

「お祖父様たちは間違えました。相手は私じゃ駄目だった。だって私は全然よい妻じゃなかったもの。顔を合わせれば喧嘩ばかりで、一希が幸せを感じるような家庭を築けなかったんだから」

「そうかな？　一希君は美琴を妻として尊重しているように見えたが」

「それはお祖父様に脅迫されたから仕方なくです」

「本当に嫌だったなら私の口を塞ぐ方法があったんじゃないか？　今回観原千夜子との結婚は頑として受け入れなかったそうだ」

「自分を縛るものから解放されたいから断ったんです。私と離婚するのも同じ理由です」

　一希は自分の意思で全てを捨てたのだ。

「解放か……彼は自分を分かっていないな。想ってくれる人が周りにいることにも気付いていない。神楽は確かに一希君を大切に思っているよ。後継者の地位を降りたいと言った彼を止めなかったのも、彼の意思を認めたから。思いやりだ」

「一希には伝わっていないと思います」

「そうだな。自分が大切にされていると気付かないのは不幸なことだ。だから美琴くらいは本音でぶつかってもいいんじゃないか？」

「本音で？」

「子供の頃から変わらず一希君が好きなのだろう？　幼い頃の美琴は彼が来るといつも喜んであとを追っていた。一希君も楽しそうにしていたよ、今よりもずっと明るく笑っていた」

　出会った頃の一希を思い出す。

　彼は太陽のように明るく自信に溢れて見えた。陰などどこにもなかった。

「秘密を知る前だったからでしょう」

　再会したとき彼は随分変わったと感じた。そうなるだけの出来事があったからだったのだ。

「神楽は一希君にかつてのような明るさと自信を取り戻してほしかったんだ」

「やっぱり私を選ばなかった方がよかったんです」

「美琴ならば誰より一希君を想ってくれるだろうと期待したんだよ。私もふたりはお似合いだと思ったから話を進めたんだ」

「……だったら初めから事情を教えてくれたらよかったのに」

　そうすればもっと違った対応ができたはずだ。

「一希君も美琴も自分の意思で変わってほしかった。それに彼の秘密は話せることじゃないだろう」

「そうですけど、でも……」

「残念な結果になったが仕方がない。これもふたりで選んだ道なのだから。美琴は今後の身の振り方を考えなさい。再婚するまでこの家にいて構わない。今度こそ幸せになることを願っているよ」

　祖父は穏やかに言う。けれどそれはとても難しいことに感じた。




　ためらいながら離婚届を記入して代理人に届けた。一希と美琴の離婚はすぐに成立するだろう。

　後悔と悲しみばかりが胸中を行き交う。けれどひとつだけ決心していることがある。

　代理人に会った翌日、美琴は久我山家を出て空港に向かった。

　一希に、もう一度会うために。

　新しくやり直す一希にとってはきっと迷惑な行為だろう。それでもどうしても伝えたかった。

（だって私は一度も伝えていなかった）

　一希が好きで仲良くしたいと願っていたときですら、言葉にしなかった。

　あなたが好きだと。

　食事を作り、家事をして尽くしていたつもりだったけれど、それで彼に伝わるわけがなかったのだ。

　政略結婚という形で夫婦になったふたりだからこそ、言葉が大切だったのに。




　一希の乗る飛行機は祖父に調べてもらっていたから大体どの辺りにいるのか見当はつく。広い空港内のポイントを絞って探し、一希の姿を見つけることができた。

　一希はひとりで佇んでいた。漆黒の前髪は少し伸びて、表情に影を作っていた。大きな窓から滑走路を眺める整った横顔は、どこか寂しそうにも見える。

　美琴は衝動的に駆け寄り呼びかけた。

「一希！」

　彼の肩がびくりと揺れ、振り返る。そして信じられないとでもいうように目を見開いた。

「美琴……なぜここに？」

「一希に会いに。迷惑だって分かってたけどどうしても伝えたいことがあって」

「伝えたいこと？」

　美琴の行動の意図が掴めないのだろう。怪訝そうな顔をする。

「離婚届、書いたわ。昨日代理人に手渡したから今日提出されると思う」

「……そうか」

　一希の表情が一瞬つらそうに歪んだ気がした。美琴の胸も激しく軋む。

（本当にこれが最後の別れになるんだ）

　だからこそどうしても言わなくてはならない。

「でもね、そんなことを言いに来たんじゃないの」

　一希は戸惑った様子で美琴を見つめる。

「私、一希に嘘をついてた」

「嘘？」

「前に喧嘩したときに結婚相手なんて誰でもよかったって言ったでしょう？　本当は違うの。一希が結婚相手だと知ったときすごく嬉しかった。結婚したら一希と仲良くしたいと思っていたの。幼い頃、一希と会ってからずっと好きだったから」

　一希の瞳が驚愕に揺れる。激しく動揺した様子の彼に、美琴は続けた。

「でも結婚式の少し前に観原さんの存在を知らされて素直な気持ちが言えなくなった。結婚してからも一希は観原さんを大切にして私には冷たくて……私はとても傷ついてその悲しさを一希にぶつけてばかりだった。本当は仲良くしたいのに反対な態度ばかりとっていた」

「美琴、俺は……」

「私、本当は離婚したくなかった。でも一希は私といたら幸せになれないと分かってるからちゃんと別れる。ただ最後にどうしても伝えたかったの……私は一希が好き。もう会えなくても忘れないから。一希も元妻に好かれていたんだってことを忘れないでほしいの」

　あなたは間違いなく想われていたんだよと、どうしても分かってほしかった。

　自分の存在価値を見出せない寂しい気持ちのまま、旅立ってほしくなかったから。

「それじゃあ……二度も突然押しかけてごめんね」

　笑顔で別れようと踵を返したそのとき、思いがけずぐいと腕を掴まれた。

　驚き振り返る。一希が険しい目で美琴を見ていた。

「忘れるわけがない。なにもしてやれなかったが、美琴を大切に思っていた。傷つけたことを後悔していた」

　予想もしていなかった言葉だった。

　驚きのあまり声の出ない美琴に、一希が言い募る。

「千夜子を守らなくてはならないと自分に言い聞かせていた。そう約束もしていた。それなのにいつの間にか守りたい相手は変わっていた。義務でも責任でもなく、心から美琴を大切にしたい気持ちが生まれていた」

「う、嘘……」

「以前千夜子が俺のベッドにいたと言っていた件も、千夜子は認めなかったが、美琴の言葉が真実だと思うようになっていた。だが自分の気持ちに気付いてもどうしようもなかった。美琴を手放すしかなかったんだ」

　一希の苦しそうな表情は真実を語っていると信じられるものだった。

　混乱している頭に、一希の言葉が浸透していく。同時に心は切なさでいっぱいになり、涙となって溢れてくる。

「それならどうして離れるの？　一希が私を好きでいてくれるなら離れたくない」

「別れなければ、いずれ美琴に危害が及んだだろう。あのふたりは自分たちの妨げになる相手に対して容赦をしない。離れるのが美琴のためになると思った」

「それでも……嫌がらせをされたとしても離れたくなかった。神楽家の後継の地位だってどうでもいい。私はただ一希と一緒にいたかっただけなんだから」

　ぽろぽろと涙をこぼしていると、ふわりと身体を抱きしめられた。

「ここに俺の居場所はないと思っていた」

　一希の声が震えているような気がした。力強い腕に抱かれ、一希の鼓動を感じる。

　結婚していたふたりなのに、こうやって触れ合うのは初めてだった。

　美琴は彼の背中に腕を伸ばした。

「ここが一希の居場所だよ。私だけじゃない、お義父さんだってなにもかも知っているのに一希を想ってる」

「……え？」

「誰からも必要とされてないと思うと苦しいよね、私もそうだったからよく分かる。でも一希は必要とされているんだよ、それを忘れないで」

　泣きながら訴えると、背中に回った腕に力がこもった。

「もっと早くこうして話し合いたかった」

「今からじゃもう遅いの？」

「美琴を忘れようと決心した。新しい場所でやり直したいと……」

　一希の震える声で、美琴はその想いを理解した。

　彼は忌まわしい過去にとらわれたくなくて全てを捨てた。財産も地位も、なにひとつ残っていないのだ。

　それにこの決断は彼が初めて自分の意思でしたこと。今旅立つのを止められなかった。

「私、待ってる。いつか一希と再会できると信じて」

　彼と別れたら美琴にも新しい暮らしが始まる。それでも心までは変えられない。

「美琴、俺のことは忘れるんだ。その方が幸せになれるはずだ」

「嫌。待つのは私の自由だもの。その気持ちは一希にだって変えられないから」

　一希は困ったように黙り込んでしまう。けれどしばらくすると、囁くように言った。

「一年後、またここで会えるか？」

「え？」

「そのとき、もし美琴の気持ちが変わっていなかったら、俺とやり直してほしい」

　思わず顔を上げると、一希の切ない眼差しと視線が重なる。

「……本当に？　またそばにいていいの？」

「ああ、それまでに変われるよう努力する。もう大切なものを手放さないように」

「私も……もっと強くなるように頑張るから……絶対に待ってるから」

　悲しい涙は喜びの涙に変わり、あとからあとから溢れてくる。

　一希がぎこちない手つきでそれを拭う。彼の眼差しは優しく、美琴だけを見つめている。

　離婚した日、初めて心が通い合ったと感じた。




　一希が日本を発ったあと、代理人から正式に離婚が成立したと連絡が入った。

　美琴は落ち着いた気持ちで受け止め、祖父に報告をした。

　それから就職活動をした。職歴がないため苦戦したが、文具メーカーでの一般事務の仕事を得て、久我山家から通勤し忙しく日々を過ごした。

　働くうちに何人かの男性に声をかけられたけれど、心が揺らぐことは一度もなかった。

　慧とはときどき連絡を取り合い、相変わらずいい友人として付き合っている。

　千夜子は予定通り結婚し、今では神楽家の後継者夫人になった。姿を見かける機会はなかったけれど、夫婦仲がうまくいっていないという噂を耳にした。

　継母の恵美子は相変わらず一希が手配していった援助で暮らしている。今はよくても弟たちが成長して援助がなくなれば、破綻する。だから真面目に働くべきだと何度か訴えたけれど通じずに、ついには美琴の連絡を拒否するようになった。

　最近は美琴もようやく恵美子と彼女を咎とがめない父に見切りをつけ、弟たちだけのことを考えるようになっていた。




　そして月日は流れ、約束の日――。

　美琴は帰国する一希を待つため、ひとり空港を訪れていた。

　この一年、一希からの連絡は数えるほどで、たまに来るメールは近況が簡単に書かれた短いものだった。けれど言葉少ない一希が忙しい中時間を作って書いてくれていると思うと嬉しくなったし、彼との繋がりはまだあるのだと感じて安心した。

　美琴の方からも必要最低限の連絡にとどめていた。

　一年間はそれぞれひとりで頑張ると約束したし、それがけじめだと思ったから。

　ときどき寂しくなることはあっても、それでも再会の約束を心の支えに過ごしていた。




　人で溢れる空港内でも一希をすぐに見つけることができた。

　相変わらず人目を引く容貌。けれどそうでなくても美琴はきっと彼を迷わず探し出せる。

（一希……）

　胸が詰まり思わず立ち止まった美琴に、一希もすぐに気付いたようだ。彼は一瞬足を止めたものの、すぐに歩み寄ってくる。

　鼓動が早鐘を打つ中、一希は美琴の目の前で立ち止まった。

「久しぶりだな」

　一希が優しい目で美琴を見下ろす。

「うん、本当に久しぶり……一希、会いたかったよ」

　思わずそう口にすると、一希は幸せそうな笑みを浮かべた。

「俺も会いたかった。思い出さない日はなかったよ」

　一希の声音、眼差し、全てに美琴への愛情を感じ胸が高鳴った。

　彼にこんな風に見つめられたのは初めてだ。嬉しいのにうまく返せないでいると、一希は改まった様子で言った。

「美琴、一年前の約束は覚えているか？」

　その言葉に、真剣な目をして美琴も見つめ返す。

「忘れたことなんてない。私の気持ちはあのときと少しも変わっていないよ」

　気持ちが変わらなかったらやり直す。その言葉を信じて今日の再会を待ち続けたのだ。

　一希は感極まったように瞳を揺らす。それから美琴の手をそっと掴んだ。

「美琴がまだ俺を待ってくれていたら言おうと思っていた」

「え？　なにを？」

　首を傾げる美琴に、一希は微笑む。

「この先、美琴をもう二度と悲しませたりしない。誰よりも大切にする。幸せにすると誓う。だからもう一度俺と結婚してほしい」

　美琴は大きく目を見開く。

　一希と離れた日からずっとやり直したいと願っていた。

　だけど彼がくれたのはそれ以上の言葉。

「はい……私も一希を幸せにしたい。絶対にもう離れないから」

　一希の胸に迷わずに飛び込む。

「ああ、もう二度と離さない」

　優しく強く抱きしめられる。

　美琴は心からの幸せを感じて、最愛の夫の広い背中に手を伸ばした。
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再会後のふたり




　空港で一年ぶりの再会を果たし、美琴は幸せに浸っていた。

　少し手を伸ばせば届く距離に最愛の人がいる。

　抱きしめ合ったばかりなのにまた触れたくなって逞たくましい腕に手を伸ばすと、彼の視線が下りてきた。

　長身の一希から見下ろされることはこれまでにも何度もあった。だけど、こんなに温かな眼差しは初めてで、美琴の胸はさらに幸せでいっぱいになる。

「どうしたんだ？」

「なんでもない、ただ幸せだなと思って」

　にこりと笑って答えると、一希は照れたのか目を伏せてしまった。

　そんな態度を見るのも初めてだった。

（一希でも恥ずかしがったりするんだ……）

　彼はいつだって女性の憧れの的で、アプローチしたいと思っている女性も多かっただろう。千夜子がそばにいたから実際近づく女性は少なかったかもしれないが、女性の扱いに不慣れなはずはない。それなのに美琴の言葉で照れるなんて意外だった。

　嬉しくなって、つい調子に乗ってしまう。

「一希、手を繋いでいい？」

「え？」

　動揺した声がした。

「駄目？」

　残念そうな顔をすれば、一希は慌てた様子で弁解した。

「いや、駄目じゃない。急に言われたから驚いたんだ」

　彼は手を差し伸べてくれた。

　その大きな手と自分の手を重ね合わせるとさらに距離が近づいた気がする。

（嬉しい、一希が私を受け入れてくれている）

　彼はとても変わった。

　人を拒絶するような冷ややかな空気はなく、代わりに安定した穏やかさを感じる。

（相変わらず無口だけど）

　それでも美琴の手を離さないようにしっかりと握ってくれているから安心する。

　空港内をタクシー乗り場に向けて移動している途中、ようやく一希が発言した。

「近いうちに久我山さんに挨拶に行こうと思う」

「それならお祖父様に都合のいい日を聞いておくね」

「ああ、頼む」

　一希は挨拶のとき、結婚について触れるのだろうか。祖父は美琴が彼を待っていたことは知っているけれど、結婚まで話が進むとは思っていないからきっと驚くだろう。

「なるべく早く時間を作ってもらうね。そういえば一希はどこで過ごすの？」

「滞在用の部屋を取ってある」

　一希の口にしたホテルは、久我山家からもわりと近い都内の一流ホテルだった。

「そうなんだ、私も部屋を見てみたい、行ってもいい？」

　一希がどんな部屋で過ごすのか純粋な好奇心だった。今の彼なら嫌がらないと思ったけれど、予想外に返事をためらわれショックを受けてしまった。

（私、調子に乗りすぎたのかな）

　彼が受け入れてくれるのが嬉しくて、距離感を誤ったのだろうか。

「あの……ごめんね、図々しいこと言って」

　しょんぼりとして言えば、一希はまた早口になった。

「違う、そんな風に思ってない。誤解しないでくれ」

「嫌じゃないの？」

「嫌なわけないだろ？　ただ……」

　なにか思うところがあるのか、一希は言葉を濁してしまう。

「ただ？」

「いや、なんでもない。部屋を見たいなら今から行くか？」

「うん、行きたい」

　笑顔を見せてくれたのでほっとして、ふたりでタクシーに乗り込んだ。




　道が空いていたので、一時間と少しでホテルに到着した。

　一希の滞在する部屋は、高層階のエグゼクティブフロアにあった。室内は広々としており、ベッドもバスも全てにゆとりがある。ワーキングデスクとリラックスチェアも置かれてあり、大きな窓からの眺めは最高だった。

「素敵な部屋だね」

　美琴は感心したけれど、一希はそれほど感動していないようで、淡々と荷物の片付けを始めている。

（一希らしいかも……それにしても豪華な部屋。宿泊費大丈夫なのかな？）

　一希の新しい仕事は経営コンサルティング業で、自分で会社を立ち上げたと聞いている。ただ、まだ日が浅く以前のような収入はないはずだ。

（でも、お金大丈夫？なんて聞きづらいし……）

　考え込んでいると、片付けを終えた一希が近づいてきた。

「まだ帰らなくて大丈夫か？」

「うん、大丈夫。明日は休みだし、お祖父様にも遅くなるって言ってあるから」

「それなら食事に行かないか？」

「私は行きたいけど、一希は機内食があったんじゃないの？」

「美琴と食事をするかもしれないと思って、控えたんだ」

　一希が優しく言う。

「本当に？　嬉しい」

　笑みを浮かべると、一希が少し困ったような顔をした。

「どうかした？」

　首を傾げると、彼の手が頬にそっと触れる。

「本当は美琴を部屋に連れてくるつもりはなかったんだ」

「え？　ど、どうして？」

　触れられていることにも、言葉の内容にも動揺してしまう。

「ふたりきりになったらどうしても触れたくなる……大切にしたいと思っているのに」

　切なげな眼差しを向けられ、美琴は自分の鼓動が激しく高鳴るのを感じた。

　一希から目を逸らせないでいるうちに、彼の顔が近づいてくる。

　直後、唇にひんやりとしたものを感じ、息も止まるほどの驚きに包まれた。

（い、今のはキス？）

　茫然と一希を見つめる。

　彼の整った顔は未だに至近距離にあり、美琴の頭は真っ白になった。

　そしてそのまま再びキスをされる。

　触れては離れ、それは美琴が反応する隙を与えないとでもいうように、息をつく間もなく何度も繰り返された。

　いつの間にか一希の腕の中に閉じ込められ、身動きできないほど抱きしめられる。

　交わすキスもだんだんと深く執拗になっていく。一希の舌が美琴の唇を開き押し入ってきたときには、身体がゾクゾクと震えてもうなにも考えられなくなった。

　静まり返った部屋に、ふたりの息遣いだけが響く。

　解放されたとき、美琴は身体に力が入らず、一希の身体にもたれている状態だった。

「すまない、自制心が持たなかった……大丈夫か？」

　一希が心配そうに言う。美琴は小さく頷く。

　まったく嫌ではなかったから。キスなんて初めての経験で、美琴はなにもできなかったけれど……。

「大丈夫。息が止まりそうだったけど」

「わ、悪かった」

「いいの。嬉しかったし」

　一希の身体に身を寄せながら言うと彼が動揺したのが分かった。

「初めてのキスで緊張したけど、でも、もっとしてほしいと思った……一希、大好きだからね」

　見上げながら言うと、一希は切なそうに目を細め、再び美琴の唇を塞いできた。

「美琴、愛してる……この先もずっと」

　そう囁くと一希のキスはさらに激しさを増していった。

　翻弄される美琴の目からは涙が溢れる。

　それは幸せな涙で、彼の情熱に負けないように、その身体を抱きしめた。




　その後ホテルのレストランで食事をしてから、エグゼクティブラウンジでお酒を飲んだ。

　一希と向き合ってお酒を飲むのは初めてだ。ロマンティックな夜景を愛する人と眺め、綺麗なカクテルを飲む時間はとても楽しかった。

「このカクテル飲みやすいし、美味しい」

　にこにこしながら言うと、一希も楽しそうに笑う。

　こんな風に穏やかに過ごせるなんて、一年前には考えられなかった。

　あまりに幸せで、ついお酒を飲みすぎてしまった美琴は、その後の記憶を失った。




　朝、目が覚めると広いベッドで眠っていた。

　肌ざわりのいいシーツはいつもの自分のベッドとは違う。よく見ると一希の宿泊している部屋のようだった。

「え……私どうして」

　ラウンジでお酒を飲んでそれから……なにも覚えていない。

　一希に聞こうにもなぜか姿が見えない。

　戸惑っていると、寝室の扉が開き一希が入ってきた。とうに起きていたようで、昨日とは違うＴシャツにゆったりとしたパンツを身につけている。

　彼は美琴に気がつくとすぐにベッドに近づいてきた。

「美琴、目が覚めたのか。体調はどうだ？」

「具合は悪くないけど、記憶が曖昧で……」

「酔いが回ったようでラウンジで寝てしまったんだ」

「それで一希が部屋まで運んでくれたんだ。ごめんなさい、迷惑をかけて」

　美琴はがっかりして情けない声を出す。

　再会した途端にだらしないところを見せてしまうなんてショックだった。

「迷惑なわけないだろ。止めなかった俺が悪い」

「それはないよ」

　一希にはなんの責任もない。浮かれて飲みすぎた美琴の自己責任だ。

（昨日はいろいろと刺激が強すぎたからかな……）

　あれこれ考えているうちに険しい顔をしてしまっていたのか、一希が気まずそうな声を出した。

「……なにもしていないから心配するな」

「え？　なにが？」

「俺はそのベッドを使ってない。寝ている美琴に触れたりはしていないから大丈夫だ」

　そこまで言われて、一希の言いたいことをようやく理解した。急に気恥ずかしくなり、よく分からない返事になってしまう。

「あ、ああ……うん、ありがとう」

「久我山さんにも連絡をしておいた。美琴の支度が終わったらすぐに帰ろう」

「ありがとう。お祖父様、驚いていた？」

　一希と泊まるなんて聞いてどう思っただろう。

「いや、いつも通りだった」

「そうなんだ……」

（お祖父様、なにを考えてるんだろう）




　急ぎ準備をして一希に伴われて久我山家に帰ると、祖父が待ち構えていた。

「あの……お祖父様、昨日は帰らなくてごめんなさい、驚いたでしょう？」

　恐る恐る切り出したが、返事は呆気ないものだった。

「驚かないよ。お前たちふたりはもともと夫婦なのだから、なんの不思議もないだろう」

（……そうなの？）

　祖父は一希を応接間に通し、機嫌よく会話を交わしている。一希が結婚について切り出しても、あっさりと了承した。

「よかったな、美琴。今後生活をどうするかは一希君としっかりと話し合いなさい。一希君が日本に基盤を移すなら家を買うのもいいだろう」

「あ……そのことなんですけど、どこに住むにしても財産分与で受け取った土地や預金は一希に返そうと思うんです。もとは一希のものだから」

　美琴にとっては多すぎる資産は手つかずのままにしてあった。一希の事業のために使うにしても、ふたりの生活のために使うにしても、彼に委ねたい。

　けれど、祖父は不思議そうな顔をした。

「そんな必要はないだろう。一希君の事業は軌道に乗っているし、十分美琴を養っていけるのだから」

「でも……一希、本当に大丈夫なの？」

　たった一年で成果が出るものなのだろうかと疑問だったが、一希は美琴を安心させるように優しい声で言う。

「財産分与で渡した資産は美琴のものだ。使わないとしても持っていてくれ。しばらくは向こうと行ったり来たりの暮らしになるが、経済的な心配はいらないから」

　一希の言葉に、祖父が言う。

「謙遜せずに実業家として大成功していると言いなさい。はっきり言っておかないと美琴がまた余計な気を使うからね」

「いえ、謙遜では……順調なのは神楽家にいた頃培った人脈のおかげですから。まだまだこれからです」

「そうか……まあいい。私が口出すことではないからな。だが孫を今度こそ幸せにしてほしい」

「はい、もちろんです。お約束します」

　一希が真剣な表情で決意を口にする。

「よかったな美琴、苦手な語学の勉強を頑張っていた甲斐があったな」

　祖父は優しい目で美琴に言う。

「はい、あまり上達してないけど、今度一希にも教えてもらいます」

　美琴は笑顔で隣に座る、一希を見つめる。

　彼に近づくのが怖かった頃が嘘のように、今は近くに感じる。

　もう二度と離れたりしない。

　共に生きていけると信じている。

　つらいこと、苦しいこと、沢山あったけれど乗り越えてきたふたりなのだから。

（一希、これからもずっと大好きだからね）

　心の中でそう呟いたとき、彼の視線が美琴に向いた。

　愛情を感じる眼差しに心が温かくなる。

　彼も同じ想いだと感じることができたから――。




完結
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　こんにちは。吉澤紗矢と申します。

　本作はベリーズカフェで「恋も愛もないけれど」というタイトルで公開していました。溺愛が人気のベリーズカフェではあまり見かけないドアマットヒロイン。ハッピーエンドではありますが、主役ふたりがすれ違っている期間が長いため、物語の中盤まで結構つらい展開が続きます。

　そのようなストーリーのため、書籍化のお話をいただいたときは本当に驚きました。

　本当にいいの？って。同時にとてもうれしくなりました。

　本作をサイトで更新しているとき、読者の方からたくさんメッセージをいただき、私が返信することでやり取りをしていました。更新するたびに感想を頂けてることがうれしくて、モチベーションアップに繋がりました。完結したときは達成感がありました。

　ただ、内容的に書籍化は意識していなかったため、文字数が非常に多く改稿作業に時間がかかりました。ストーリー上重要なところだけを残し、不要な部分を消すのは大変でしたが、編集の丸井様、編集協力の妹尾様から的確な指摘を頂き、なんとか完成することが出来ました。

　また、番外編も加筆しました。結構甘々な雰囲気のふたりを書けたんじゃないかと思いますので、楽しんで頂けたら幸いです。




　美麗な表紙イラストは芦原モカ先生です。

　元々芦原先生のイラストが大好きで、出来上がりを楽しみに待っていたのですが、期待以上の素晴らしさに感動しました。

　一希も美琴も背景もすべてが素敵です。

　最後にお礼をさせて下さい。

　本作の出版にあたりご尽力くださいました関係者の方々。

　そしてこの本をお手に取って下さったみなさまに心からの感謝を。

　本当にありがとうございました。




吉澤紗矢
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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